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教育心理学
岩　田　美　保（発達心理学・教育心理学） 1-1
Ｃ１ 園での仲間遊びにおける幼児の感情語への言及―３，
４，５歳児クラスのデータ分析―（単著）
千葉大学教育学部研究紀要，63，1-6. 15.   3.   1
Ｃ２ 「４歳児の友達とつながりが持てる環境」について（単著） 千葉大学教育学部附属幼稚園紀要（平成27年
度），52.
14. 10. 25
Ｈ１ 小学生を含む３世代家族の感情会話：異なる話者間でポ
ジ・ネガ感情への言及文脈がどのように変わるか（単著）
日本心理学会第78回大会（同志社大学，京都） 14.   9. 12
Ｈ２ 児童間の葛藤状況での話し合いにおけるネガティブ感
情を含む意見表明：５年生グループ及び２年生ペアの
やりとりに着目して（共著）（岩田美保・古重奈央・
鶴島規晃）
日本教育心理学会第56回総会（神戸国際会議
場，兵庫）
14. 11.   8
Ｈ３ 園での仲間遊びにおける３，４，５歳児クラス児の感
情語への言及（単著）
日本発達心理学会第26回大会（東京大学，東
京）
15.   3. 20
Ｈ４ 児童期の情動制御（感情調整）―学級での葛藤状況に
おける児童間の感情表明を通して―（自主シンポジウ
ム「情動制御の発達：生涯発達を軸に」（上淵寿・利
根川明子企画）話題提供者）（単著）
日本発達心理学会第26回大会（東京大学，東
京）
15.   3. 21
Ｈ５ 園での仲間遊びにみる他者理解に関わるやりとりにつ
いての検討５（単著）
日本保育学会第68回大会（椙山女学園大学，
名古屋）
15.   5.   9
Ｈ６ ４歳児クラス女児間の仲間遊びにおける感情調整―１人
の子どもの葛藤状況に仲間はどのように対処するか―
（単著）
日本教育心理学会第57回総会（朱鷺メッセ，
新潟）
15.   8. 26
Ｌ１ 千葉大学教育学部附属幼稚園公開研究会分科会（共同研究者） 14. 10. 25 　　
Ｌ２ 千葉県教育委員会認定講習講師 14.   8. 24 　　
Ｌ３ 学校心理士認定運営機構認定委員会委員 15.   4～　　　
Ｌ４ 千葉学校心理士会会計担当 05.   4～継続中
研 究 活 動 状 況
（2014年９月１日～2015年８月31日）
〔記入方法〕
分類 種　　別 定　　　　　義
Ａ 著　書 書籍として出版されたもの
B 論文（学術誌） 学術雑誌に掲載された論文 ※１ ※２
Ｃ 論文（紀要等） 紀要に掲載された論文 ※２ ※３
Ｄ 論文（その他） B，C以外の雑誌に掲載された論文※２
Ｅ 学位論文
Ｆ 報告書，教科書，項目執筆 報告書，小中高校の教科書，事典の項目執筆など
Ｇ 作品・演奏・競技など 作品・作曲，演奏，競技など，
Ｈ 学会発表（国内学会） 学会の公用語が日本語であるもの
Ｉ 学会発表（国際学会） 学会の公用語が英語であるもの
Ｊ 受　賞
K その他の研究活動 特許，学会抄録，会報原稿，依頼原稿（連載）など上記Ａ～Ｉに分類できない業績
L 社会的活動 委員，学会役員，講師，公開講座など
※１　・ 当該分野の複数の研究者が編集委員になっている学術的な刊行物，研究者が編集委員になっていないが広く当該分野の研究者に読まれ権威を
認められている学術的な刊行物で，原則として複数審査のあるもの
　　　・ 日本学術会議登録学術研究団体，当該分野の大半の研究者が所属する全国組織の研究団体，民間の研究機関，これらと同等な外国の研究団体
が編集する学術誌で，原則として複数審査のあるもの
※２　名称の最後に査読の有無を記入すること
※３　大学等に所属する教育・研究機関，学会支部，地方学会，地方研究団体，民間の研究機関が刊行する紀要など
分類
番号
著　者　名　等（題　目） 出　版　社　等 発行年月日
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大　芦　　　治（心理学・教育心理学） 1-2
Ｃ１ 学校心理学の創始者Lightnrt Witmerの生涯について
のノート（単著）
千葉大学教育学部研究紀要，63，13-21. 15.   3.   1
Ｈ１ 動機づけ概念の誕生と感情（単独） 日本パーソナリティ心理学会第23回大会委員
会企画シンポジウム「感情と動機づけをめ
ぐって」（山梨大学）
14. 10.   4
Ｋ１ 「キーワード　動機づけ心理学（動機づけを学ぶ20冊）」
（書籍紹介）（単著）
児童心理　臨時増刊　No.993号　動機づけの
心理学（Pp.147）
14. 10.   5
Ｌ１ 千葉県教育委員会免許法認定講習講師 15.   8. 25　　　
Ｌ２ 『無気力のメカニズムを解明する』ラジオ日経　RN２　14および22（ラジオコラム出演） 14.   9.   8～9. 12
Ｌ３ 京都府立朱雀高等学校「発達障害の可能性のある児童生徒に対する早期支援・教職員の専門性向
上事業（発達障害理解推進拠点事業）（文部科学省指定）」特別支援教育研修会講師　　　　　　
 14. 12. 22　　　
Ｌ４ 日本保健医療行動科学会　評議委員 04～  　　　　
樽　木　靖　夫（教育心理） 1-3
Ａ１ ネットワーク論からみる新しい学級経営（共著）（蘭
千壽・越良子・樽木靖夫・新元朗彦・高橋知已・杉本
成昭・出原嘉代子・高野直美・石井幸江・渡部雪子）
ナカニシヤ出版 15.   3. 15
Ｂ１ 大学生のサークル活動における集団活動への動機を高
める試み（査読有）（単著）
『日本教育工学会論文誌』第38巻　増刊号　
日本教育工学会
14. 12. 25
Ｂ２ 特別活動における学校行事の役割―一次的援助サービ
スに焦点をあてて―（単著）
日本学校心理士会年報第7号　日本学校心理
士会
15.   3. 10
Ｈ１ 大学生の自己表現への方略のなさを低減する試み―話
し合いに焦点をあてて―（単著）
日本学校心理学会第16回大会（玉川大学） 14.   9.   7
Ｈ２ 大学生による教養教育の理解（単著） 日本教育心理学会第56回総会（神戸大学） 14. 11.   8
Ｌ１ 学校心理学会　総務委員会　委員長 15.   4～継続中
Ｌ２ 学校心理士会　千葉支部　副支部長 15.   4～継続中
宮　下　一　博（心理学） 1-4
Ｃ１ 医療系大学生の進路選択・大学適応感・アイデンティ
ティ形成について（査読無）（共著）（山田裕子・宮下
一博）
千葉大学教育学部研究紀要，Vol. 63，pp.111-119 15.   3.   1
Ｈ１ 「アイデンティティ」の魅力を再考する（その２）：災
害に伴うトラウマ（心的外傷）とその支援（企画者）（共
著）（宮下一博・谷冬彦・大倉得史・松井豊・齊藤誠一・
冨永良喜・大野久）
日本発達心理学会（東京） 15.   3. 20
Ｈ２ 宗教性発達研究の展開（７）（指定討論者）（共著）（松
島公望・宮下一博・丹野義彦・荒川歩）
日本発達心理学会（東京） 15.   3. 20
小　山　義　徳（教育心理） 1-5
Ｂ１ 学習者の質問方略使用を促す教員養成プログラムの開
発（査読なし）（単著）
Working papers Vol.3 September 2014　学習
方略研究における理論と実践の新たな展開―学
習方略プロジェクトＨ25年度の研究成果―
14. 10
Ｂ２ 中学校におけるデータ駆動型学習の教材作成・指導実
践とScoRE活用の可能性（査読なし）（共著）（⻄垣知
佳子・中條清美・神谷昇・小山義徳・横田梓）
電子情報通信学会技術研究報告.思考と言語，
TL2014-59（2015-2）
15.   2
Ｂ３ データ駆動型学習とFocus on Form―中学生のための
帰納的な語彙・文法学習の実践―（査読あり）（共著）
（⻄垣知佳子・小山義徳・神谷昇・横田梓・⻄坂高志）
KＡTE Journal， 29 15.   3
Ｂ４ 中学校英語授業における「言葉を観察する眼」を育て
るデータ駆動型学習の実践：ペーパー版DDLからタ
ブレット版DDLへの発展（査読なし）（共著）（⻄垣
知佳子・横田梓・小山義徳・神谷昇・中條清美）
千葉大学教育学部研究紀要　63 15.   3
Ｂ５ 「教えない教え方」の実践：データ駆動型学習による
英語指導（査読なし）（共著）（⻄垣知佳子・小山義徳・
横田梓）
平成26年度　千葉大学教育学部－附属学校園
間　連携研究成果報告書　pp.61-62
15.   7
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Ｈ１ 中学校におけるコーパスを利用したデータ駆動型英
語学習の実際―ペーパー版DDLからタブレット端末
DDLまで―（共同）（⻄垣知佳子・小山義徳・神谷昇・
中條清美）
英語コーパス学会第40回大会 14. 10. 20
Ｈ２ 質問方略の使用を促す授業実践の効果―自発的に問い
を立て学ぶ学習者の育成―（ポスター発表）（単独）
日本教育心理学会　第56回総会（神戸国際会
議場）
14. 11.   8
Ｈ３ 「フシンセツな言語教育：学生が問いを作る授業実践」
（単独）
平成26年度リメディアル教育（英語）セミナー
『英語におけるリメディアル教育の在り方に
ついて』愛媛大学（城北キャンパス）
15.   2. 24
Ｈ４ 「エッセンシャル・クエスチョン」と学生の主体的学
び（単独）
大学教育学会第37回大会（長崎大学） 15.   6.   6
Ｈ５ 大学生の質問スキルの育成と探究学習（共同）（小山
義徳・エマニュエル　マナロ）
大学コンソーシアム京都 15.   8. 12
Ｈ６ 質問力の向上と自律的に学ぶ学習者の育成―21世紀型
スキルを育てる―〈シンポジウム〉（単独）
日本教育心理学会　第57回総会（新潟　朱鷺
メッセ）
15.   8. 26
Ｈ7 主体的学びにおける問いの役割（シンポジウム）（単独） 日本教育心理学会　第57回総会（新潟　朱鷺
メッセ）
15.   8. 27
Ｉ１ Promoting university students’ inquiry-based learn-
ing through use of questioning: Review of previous 
research and description of new research in Japan
（共同）（小山義徳・エマニュエル　マナロ）
3rd International Seminar on Research on 
Questioning ‘Critical inquiry and academic 
growth in Higher Education’（University 
of Ａveiro， ポルトガル）
15.   6. 19
教　育　学
天　笠　　　茂（教育学） 2-1
Ａ１ 『新たな学校課題とこれからのリーダーシップ』（管理
職課題解決シリーズ全５巻）（監修・分担執筆）
ぎょうせい 15.   4
Ｄ１ （連載）学校管理職の「教養」講座（18）-（２9）（単著） 『教職研修』 14.   9～
15.   8
Ｄ２ 学校経営の充実を図る学校評価―学校評価をマネジメ
ントする―（単著）
『学校運営』pp.10-13 14. 11
Ｄ３ 資質・能力向上を目ざした新しい授業づくり（単著） 『教育展望』pp.4-10 15.   4
Ｄ４ 21世紀を探り，日本人の自画像を描く（単著） 『教育展望』臨時増刊　pp.10-15 15.   7
Ｋ１ マイオピニオン・“教育活動全体を通じて行う”とい
うこと―問われるカリキュラムマネジメント―（単著）
『週刊教育資料』p.38 14. 10. 13
Ｋ２ マイオピニオン・中山間地域と高等学校―４・４・４
カリキュラム開発のススメ―（単著）
『週刊教育資料』p.38 15.   5. 21
Ｋ３ マイオピニオン・小さな学校のマネジメント―ネット
ワークとチームワーク―（単著）
『週刊教育資料』p.38 15.   7. 20
Ｈ１ （シンポジウム）スクールリーダーとしての養護教諭
への期待
日本養護教諭教育学会第22回学術集会 14. 10. 11
Ｈ２ （課題研究）現代日本の教育課程政策における政治・
行政・経営をめぐる課題
日本カリキュラム学会第26回大会 15.   7.   5
Ｌ１ 日本教育経営学会理事 15.   6～継続中
Ｌ２ 日本カリキュラム学会常任理事　研究・広報委員長 14. 11～継続中
Ｌ３ 中央教育審議会初等中等教育分科会臨時委員 15.   2～継続中
片　岡　洋　子（教育学） 2-2
Ａ１ 「講座教育実践と教育学の再生」別巻『戦後日本の教
育と教育学』（共著）（田中孝彦・佐貫浩・久冨善之・
佐藤広美編・佐藤広美・田中孝彦・久冨善之・松田洋
介・児美川孝一郎・佐貫浩・田中昌弥・片岡洋子・藤
田和也・他著）
かもがわ出版 14. 10
Ａ２ 『受難の子ども　いじめ・体罰・虐待』（共著）（宮寺
晃夫編・宮寺晃夫・苫野一徳・上原秀一・庄司一子・
片岡洋子・日暮トモ子・山名淳・他著）
一藝社 15.   5
Ａ３ 『教育をつくる　民主主義の可能性』（共著）（片岡洋子・
久冨善之・教育科学研究会編）
旬報社 15.   8
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Ｂ１ 子どものケアと支援に関する研究報告―被災との学
校の教育実践および支援の実態調査をとおして―（共
著）（片岡洋子・和井田節子）
科研費研究成果報告書『東日本大震災と教育
に関する研究（全体編その２）』pp.275-305
15.   3
Ｂ２ 「生きづらさ」が女をつなぐ（単著） 教育５月号，pp.43-48 15.   4
Ｇ１ 自由教育の現代的展開の可能性―フレネ教育と生活綴
方に即して―（単独発表）
フレネ教育研究会 15.   8.   2
Ｇ２ 子どものケアと支援に関する研究―被災地の学校の教
育実践および支援の実態調査をとおして―（共同発表）
（片岡洋子・和井田節子）
日本教育学会第74回大会（お茶の水女子大学） 15.   8. 30
Ｆ１ 日本教育学会理事 11.   8～現在
Ｆ２ 日本生活指導学会理事 02.   8～現在
Ｆ３ 社会福祉法人こぐま会第３者委員 02.   4～現在
貞　広　斎　子（教育学） 2-3
Ａ１ 学校と企業のマネジメントの違い（単著） 『校長・教頭のリーダーシップとマネジメン
ト術』教育開発研究所
15.   1
Ａ２ 学校規模に応じたマネジメント（単著） 『新たな学校課題とこれからのリーダーシッ
プ』ぎょうせい
15.   4
Ｂ１ 人口減少社会における学校再配置と学校規模に応じた
マネジメント（単著）
学校教育研究所年報（59），15-20，学校教育
研究所
15.   4
Ｂ２ 近年の教育行財政研究の研究手法と今後の展開（共著）
（貞広斎子・櫻井直輝）
教育行財政研究（42），63-72，関⻄教育行政
学会
15.   3
Ｈ１ 教育ジオデモグラフィクスの可能性と応用（単著） 日本教育行政学会第49回大会（東京学芸大学） 14. 10. 12
Ｈ２ 自治体間・学校間ネットワークを用いた学校経営シス
テムに関する研究（共著）（天笠茂・植田みどり・川
上泰彦・北神正行・加藤崇英・貞広斎子・平井貴美代・
水本徳明・元兼正浩）
日本教育経営学会第55回大会（東京大学） 15.   6. 20
Ｌ１ 文部科学省　中央教育審議会　初等中等教育分科会　委員 09.   2～継続中  　
Ｌ２ 文部科学省　政策評価に関する有識者会議　委員 13.   2. 22～継続中
Ｌ３ 内閣府　食育評価専門委員会　委員 13. 12～継続中  　
Ｌ４ 文部科学省　教育再生の実行に向けた教職員等指導体制の在り方に関する検討会議　委員 14.   6～継続中  　
Ｌ５ 文部科学省　中央教育審議会　初等中等教育分科会　小中一貫教育特別部会　委員 14.   8～14. 12   　
Ｌ６ 文部科学省　中央教育審議会初等中等教育分科会　チームとしての学校・教職員の在り方に関
する作業部会　委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 14. 11～継続中  　
Ｌ7 文部科学省　中央教育審議会初等中等教育分科会　地域とともにある学校の在り方に関する作
業部会　委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 14. 11～継続中  　
Ｌ８ 千葉県私立学校審議会委員 12.   5～継続中  　
Ｌ９ 千葉県総合教育センター協議会（懇談会）委員 12.   7～継続中  　
Ｌ10 習志野市教育委員会委員 13. 10. 24～継続中
Ｌ11 日本教育行政学会紀要編集委員会副委員長 13. 10～継続中  　
Ｌ12 日本教育経営学会研究推進委員会副委員長 13.   6～15.   6   　
Ｌ13 日本教育経営学会理事 15.   6～継続中  　
Ｌ14 東京大学空間情報科学研究センター研究員 10.   5～継続中  　
長　澤　成　次（教育学） 2-4
Ｄ１ 大人の学びの自由と権利を保障する教育委員会の自主
性が根本から問われている（単著）
月刊社会教育№703，国土社，50-55 14.   5.   1
Ｄ２ 学びを通して自治を創る公民館（배움 통해 자치를 
창조하는　일본공민관）（単著）
住民自治Vol.33，社団法人　韓国自治学会，
38-43
14.   7. 10
Ｄ３ 社会教育施設再編の現段階―住民の学びの自由と権利
を実質化する自治体社会教育行政の課題（単著）
住民と自治Vol.626，自治体研究社，11-14 15.   6.   1
Ｈ１ 社会教育主事制度の現代的意義と可能性―公民館主事
との関連で（単著）
日本社会教育学会六月集会（立教大学） 15.   6.   6
Ｌ１ 日本公民館学会理事 14. 12～
Ｌ２ 千葉市社会教育委員 14.   1～
Ｌ３ 市川市社会教育委員 15.   4～
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羽　間　京　子（臨床心理学・非行心理学） 2-5
Ａ１ ロジャーズの中核三条件〈一致〉―カウンセリングの
本質を考える１（「治療者がみずからの内的体験をそ
のままに体験し保持することの意味―非行臨床の経験
から」執筆）（共著）（村山正治・本山智敬・羽間京子・
大石英史・中田行重・日笠摩子・田村隆一・Purton， C.・
成田善弘・阿部順子・他３名執筆）
創元社，pp.26-34 15.   8. 20
Ｂ１ 重大事件を引き起こした発達障害を有する少年の処遇
（査読無）（共著）（太田順一郎・羽間京子・木村一優・
枡屋二郎・八木淳子・遠藤純一）
児童青年精神医学とその近接領域，56，64-71. 15.   2.   1
Ｂ２ Current state of informed consent and assent: Mul-
ticentre study specialized hospital for child and ado-
lescent psychiatry in Japan （査読有）（共著）（Ota， J.， 
Kimura， K.， Hazama， K.， Hirotsune， H.， Nakadoi， 
Y.， Nishimura， R.， Oiji， Ａ.， Okura， T.， Sakajiri， T.， 
Tanaka， S.， Watanabe， K.， Tanaka， S.）
Jpn J Child Ａdolesc Psychiatry， 54 （Suppl.）， 
13-18
15.   3
Ｂ３ なぜ非行少年たちは“地元”に強いこだわりを見せる
のか―対象関係の理論に基づく保護観察事例の考察
（査読無）（単著）
生活指導研究，32，25-33 15.   8. 20
Ｃ１ 第13回性犯罪者処遇国際学会に参加して（査読無）（共
著）（勝田聡・羽間京子・田中健太郎）
犯罪と非行，179，245-251 15.   3. 19
Ｄ１ 非行少年の将来認知の特徴を踏まえた保護観察におけ
る関与のあり方（査読無）（共著）（羽間京子・田中健
太郎）
公益財団法人日工組社会安全財団「2013年度
研究助成実績」，1-25
15.   1. 29
Ｈ１ 非行少年の将来認知に関する処遇者の認識と処遇の実
際について（共同）（羽間京子・田中健太郎）
第55回日本児童青年精神医学会総会（浜松） 14. 10. 11
Ｈ２ 学校における保護者支援について（指定討論）（単独） 第7回非行臨床学会（市川） 15.   7.   4
Ｉ１ Predictive ability of risk assessment tools for recidi-
vism among sexual offenders on probation or parole in 
Japan（共同）（Hazama， K.， Katsuta， S.， & Tanaka， K.）
13th Conference of the International Ａssoci-
ation for the Treatment of Sexual Offenders 
（Port: Portugal）
12.   9.   3
～6
Ｉ２ Cognitive distortions of child molesters on probation 
and parole in Japan（共同）（Katsuta， S.， Hazama， K.， 
& Tanaka， K.）
13th Conference of the International Ａssoci-
ation for the Treatment of Sexual Offenders 
（Port: Portugal）
12.   9.   3
～6
Ｌ１ 法務省司法試験委員会委員 08.   1～継続中　
Ｌ２ 最高検察庁知的障がい専門委員会参与 11.   7～15.   1　
Ｌ３ 最高検察庁刑事政策専門委員会参与 15.   1～継続中　
Ｌ４ 法務省法務総合研究所講師 98.   4～継続中　
Ｌ５ 法務省関東地方更生保護委員会管内上席社会復帰調整官スーパーバイズ研修講師 13.   7～継続中　
Ｌ６ 法務省千葉保護観察所アドバイザリースタッフ 07.   1～継続中　
Ｌ7 柏市いじめ問題対策連絡協議会委員 14.   4～継続中　
Ｌ８ 日本生活指導学会理事，研究委員会委員 13.   9～継続中　
Ｌ９ 日本児童青年精神医学会倫理委員会（旧・倫理検討委員会）委員 07.   9～継続中　
Ｌ10 日本児童青年精神医学会子どもの人権と法に関する委員会委員 09. 12～継続中　
Ｌ11 千葉医学会評議員 07.   6～継続中　
Ｌ12 法務省さいたま保護観察所アドバイザー 15.   9.   9　　　
藤　川　大　祐（教育学） 2-6
Ａ１ 授業づくりエンタテインメント!―メディアの手法を
活かした15の冒険（単著）
学事出版 14. 12. 20
Ａ２ スマホ・パソコン・SNS　よく知ってネットを使おう!　
こどもあんぜん図鑑（共著）（藤川大祐（監修）・講談
社（編集））
講談社 15.   2. 25
Ｃ１ ビッグデータの活用を学ぶ中学生対象授業プログラム
の開発―未来の学校における選挙予測を題材として―
（共著）（藤川大祐・阿部学・和田翔太・三倉知也・小
川愛・塚本亜紀・畠慎一郎）
藤川大祐編，社会とつながる学校教育に関
する研究（3）（千葉大学大学院人文社会科学
研究科　研究プロジェクト報告書第293集）
pp.1-8
15.   2
Ｃ２ 「魔法の世紀」と授業づくり―授業におけるリアルと
バーチャルの融合に関する試論―（単著）
授業実践開発研究第８巻，pp.1-7 15.   3
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Ｄ１ コミュニケーション能力を高めるには（単著） 筑波大学附属小学校初等教育研究会，教育研
究，平成26年９月号，pp.18-21
14.   9
Ｄ２ データで読む教育の今「子どものスマートフォン利用
状況」（単著）
東京書籍，教室の窓，Vol.43，pp.30-31 14.   9
Ｄ３ ネットいじめへの対応―スマートフォン普及後の状況
に対応して―（単著）
中等教育資料63（11），pp.20-25 14. 11
Ｄ４ 子どもの状況の変化　スマホ化と多端末化で進む日常
的ネット利用（単著）
道徳教育2014年12月号，pp.54-55 14. 12
Ｄ５ 教師教育にディベートの素養はどのように必要か（単著） 上條晴夫編著，教師教育，さくら社，pp.74-79 15.   2.   3
Ｄ６ ネット上のソーシャルスキル指導のポイント　異変に
気づき，対応する力をつける（単著）
授業力&学級統率力2015年１月号，pp.86-87 15.   1
Ｄ7 いじめ防止対策から見える学校づくりの課題（単著） 千葉教育No.631，pp.6-7 15.   3.   1
Ｄ８ 地域と連携したいじめ対応（単著） 天笠茂監修，地域との新たな協働を図る学
校づくり（管理職課題解決実践シリーズ５，
pp.75-100
15.   3. 10
Ｄ９ 授業づくりエンタテインメントの冒険―「教師の魔法
使いモデル」の提案―（単著）
授業づくりネットワークNo.17，pp.10-15 15.   3. 20
Ｄ10 社会の担い手を育てるBtoB型起業家教育プログラム
―千葉市・千葉大学連携事業「⻄千葉子ども起業塾」―
（単著）
産学官連携ジャーナルVol.11，No.6，pp.24-
25
15.   6. 15
Ｄ11 エンタテインメントに学ぶ授業づくり―看護教育編　
メディアの手法を活かす（単著）
看護教育第56巻第６号，pp.519-523 15.   6. 25
Ｄ12 いじめ防止対策と授業づくりの今―異質原理にもとづ
く授業へ―（単著）
授業づくりネットワークNo.18，pp.10-15 15.   7.   1
Ｈ１ 教材におけるリアリティとファンタジー（単独） 日本教育工学会　第30回全国大会（岐阜大
学），ワークショップ07「教材のリアリティ
とファンタジーを考える」
14.   9. 19
Ｈ２ ビッグデータの活用を学ぶ中学生対象授業プログラム
の開発―未来の学校における選挙予測を題材として―
（共同）（藤川大祐・阿部学・和田翔太・三倉知也・小
川愛・塚本亜紀・畠慎一郎）
日本教育工学会　第30回全国大会（岐阜大学） 14.   9. 19
Ｌ１ NPO法人芸術家と子どもたち理事 01.   4～継続中　
Ｌ２ NPO法人企業教育研究会理事長 03.   3～継続中　
Ｌ３ 千葉県青少年を取り巻く有害環境対策推進協議会委員 07.   6～継続中　
Ｌ４ NHK教育テレビ「伝える極意」番組企画委員 07. 12～継続中　
Ｌ５ 文部科学省青少年を取り巻く有害環境対策の推進事業企画評価委員会委員 09.   6～継続中　
Ｌ６ 練馬区　アニメ産業と教育の連携事業　検討会議委員 09. 12～15.   3 　
Ｌ7 東京都携帯電話端末等推奨検討委員会主査 11. 10～継続中　
Ｌ８ 公益財団法人千葉市教育振興財団理事 11.   4～継続中　
Ｌ９ NHK「メディアのめ」番組委員 11. 12～継続中　
Ｌ10 安心ネットづくり促進協議会　普及啓発広報副委員長 11. 10～継続中　
Ｌ11 NPO法人全国教室ディベート連盟理事長 12.   8～継続中　
Ｌ12 市川市学校支援実践講座指導講師 13.   4～継続中　
Ｌ13 流山市立⻄初石小学校算数校内研究指導講師 13.   4～15.   3 　
Ｌ14 東京都北区立赤羽台⻄小学校協働学習校内研究指導講師 13.   4～15.   3 　
Ｌ15 平成24年7月新潟県立高等学校生徒の自殺事案に関する第三者調査委員会委員 14.   3～継続中　
Ｌ16 東京都文京区立湯島小学校タブレット活用研究指導講師 14.   4～継続中　
Ｌ17 総務省ILＡS検討会議委員 14.   4～15.   3 　
Ｌ18 農林水産省教育ファーム有識者検討会委員 14.   4～15.   3 　
Ｌ19 千葉市いじめ等調査委員会副委員長 14.   5～継続中　
Ｌ20 千葉大学教員免許更新講習講師 14.   8，12など　
Ｌ21 平成26年度　北海道青少年育成大会　基調講演 14.   9.   5　　　
Ｌ22 警察大学校　少年補導幹部専科　講師 14.   9. 12　　　
Ｌ23 教育支援人材育成協会主催「こども支援士」認定講座講師 14.   9. 14　　　
Ｌ24 日本教育工学会SIG委員会委員 14.   9～継続中　
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Ｌ25 千葉市生涯学習センター主催　放課後子ども教室コーディネーター養成講座　講師 14.   9. 16，10.   8
Ｌ26 群馬県小学校中学校教育研究会生徒指導部会研修講師 14. 10.   6
Ｌ27 山梨県峡北・峡中地区合同地域教育フォーラム講師 14. 10. 24
Ｌ28 広島県平成26年度自殺対策関係職員（教職員等）研修講師 14. 11. 10
Ｌ29 文部科学省ネットモラルキャラバン隊（長野）基調講演講師 14. 11. 30
Ｌ30 土佐教育研究会算数・数学部会講師 15.   1. 10
Ｌ31 日本学校教育相談学会中央研修会講演 15.   1. 11
Ｌ32 群馬県学校教育相談研究会講師 15.   1. 18
Ｌ33 広島県高等学校PTＡ連合会福山地区連合の健全育成委員会講師 15.   1. 25
Ｌ34 八千代市教育委員会　メディアリテラシー研修会　講師 15.   1. 26
Ｌ35 伊予市立郡中小学校PTＡ講演会講師 15.   2. 10
Ｌ36 佐賀県青少年健全育成連盟主催「青少年のネットケータイ問題を考えるフォーラム」講師 15.   2. 14
Ｌ37 千葉市教育センターアフタヌーンセミナー講師 15.   2. 16
Ｌ38 立命館小学校保護者向け講演会講師 15.   2. 20
Ｌ39 埼玉県警情報セキュリティセミナー講師 15.   2. 24
Ｌ40 文部科学省全国ネット安全安心推進フォーラム講師 15.   3. 10
Ｌ41 青少年インターネット利用環境整備に関する普及啓発検討会議出席 15.   4. 17
Ｌ42 柏市学びづくり推進委員会主査 15.   5～継続中　
Ｌ43 茨城県教育研修センター研修講師 15.   5. 22
Ｌ44 千葉市生涯学習センター「生涯学習アカデミーちば」講師 15.   5. 30
Ｌ45 東京都文京区立林町小学校校内研修会講師 15.   6. 1，8. 28　
Ｌ46 千葉市立寒川小学校教育講演会講師 15.   6.   6
Ｌ47 東京都学校保健研究会研修会講師 15.   6. 22
Ｌ48 千葉県総合的な学習の時間コーディネーター養成講座講師 15.   7.   3
Ｌ49 １都10県人権教育行政関係者連絡会議講師 15.   7. 10
Ｌ50 千葉市教育センター専門研修「情報モラル教育の進め方」講師 15.   7. 28
Ｌ51 千葉市教育センター研究協力員会デジタル教科書部会指導講師 15.   7～継続中　
Ｌ52 富里市校長会，教頭会合同研修会道徳教育研修講師 15.   7. 31
Ｌ53 柏市研究主任研修講師 15.   8.   4
Ｌ54 四日市市青少年のインターネット利用研修会講師 15.   8. 17
Ｌ55 岐阜県可児市教育委員会ネット問題研修講師 15.   8. 24
Ｌ56 千葉県いじめ問題対策リーダー養成集中研修講師 15.   8. 25
Ｌ57 石川県インターネット利用におけるメディアリテラシー教育講習会講師 15.   8. 26
髙　木　　　啓（教育学） 2-7
Ｂ１ PISＡ後ドイツにおける学力向上政策とカリキュラム
改革（共著）（樋口裕介・熊井将太・渡邉眞依子・吉
田成章・髙木啓）
中国四国教育学会『教育学研究紀要』第60巻，
368-379頁
15.   3
Ｃ１ ドイツにおける学力向上プログラムに関する一考察
―‘SINUS an Grundschule’を例にして―（単著）
『千葉大学教育学部研究紀要』第63巻，175-179
頁
15.   3
Ｃ２ 実験を主体とした科学教育のアセアンおよび東アジア
展開（共著）（野村純・山野芳昭・友木屋理美・大嶌竜午・
馬場智子・ヒワティグ　エイプリル　ダフネ　フロレ
スカ・山田響子・飯塚正明・板倉嘉哉・加藤徹也・木
下龍・下永田修二・白川健・杉田克生・髙木啓・辻耕
治・東崎健一・中澤潤・林英子・ホーン　ベヴァリー・
山下修一・大和政秀・米田千恵）
『千葉大学教育学部研究紀要』第63巻，35-41
頁
15.   3
Ｌ１ 高大連携講座講師（千葉女子高等学校） 15.   5. 15　　
Ｌ２ 大学模擬授業講師（千葉県立佐原高等学校） 15.   7.   8　　
Ｌ３ 千葉県教育委員会免許法認定講習講師 15.   8. 27，28
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市　川　秀　之（教育学） 2-8
Ｈ１ クリティカル・ペダゴジーにおける実践の検討―アー
トを用いた実践はクリティカル・ペダゴジーに何をも
たらすか―（単独）
日本デューイ学会第58回研究大会（京都） 14. 10.   4
Ｋ１ 脱臼の循環（分担） 藤村豪・内野清香作品集『紙に書いて伝えよ
うとされたいくつかのこと』山田写真製版所，
pp.18-21
14. 12.   1
Ｋ２ 教育学から見るエルネスト・ラクラウのラディカル・
デモクラシー（単独（報告））
「現代民主主義における規範性の再定位」研
究会（東京）
15.   3. 20
Ｌ１ 南山中学・高校男子部「土曜講座」及び「進路の日」講師 13.   2～現在
国　語　学
伊　坂　淳　一（日本語学） 3-1
Ｆ１ 小学生の国語（１年～６年）（共編）（中洌正堯・あま
んきみこ・尾木和英・三浦和尚・井出一雄・北川達夫・
平田オリザ・堀田龍也・伊坂淳一・他32名）
三省堂 15.   2. 25
Ｌ１ 千葉県教育庁教育振興部指導課学力向上推進会議委員（座長） 13～継続中
Ｌ２ 習志野市立秋津小学校学校運営協議会委員 13～継続中
Ｌ３ 千葉県立松尾高等学校スーパーグローバルハイスクール運営指導協議会委員 15　　　　
Ｌ４ 千葉県・千葉市・船橋市・浦安市要約筆記者養成講座講師 15　　　　
Ｌ５ 千葉県立千葉東高等学校開かれた学校づくり委員会委員 10～15.   3　
Ｌ６ 全国附属学校連盟理事 10～15.   3　
加　藤　　　敏（中国文学） 3-2
Ｃ１ 元結，白居易における風雅の位相（単著） 千葉大学教育学部研究紀要　第63巻 15.   3.   1
Ｈ１ 元結の新題楽府をめぐって 中国文化学会例会 15.   3.   7
Ｌ１ 中国文化学会会長（2015. 6. 27～）・日本中国学会評議員（2013. 10～）・全国漢文教育学会常任理
事（2003. 11～）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 継続中  　　　
Ｌ２ 湯島聖堂斯文会文化講座講師 14.   9～継続中
佐　藤　宗　子（文学） 3-3
Ｃ１ 〈現〉と〈幻〉を渡る――梨木香歩作品群の世界――（依
頼原稿）（単著）
『日本児童文学』2014年９・10月号　60-63ペー
ジ
14. 10.   1
Ｃ２ 「終焉」とその後をめぐる状況（〈脱成長〉時代の児童
文学・１）（依頼原稿）（単著）
『日本児童文学』2015年１・２月号　100-106
ページ
15.   2.   1
Ｃ３ 岐路に立つ翻訳児童文学叢書―― 一九六〇年代後半
の普及と波及――（査読無）（単著）
『千葉大学教育学部研究紀要』63巻　410-418
ページ
15.   3.   1
Ｃ４ 「共有」という現実（〈脱成長〉時代の児童文学・２）（依
頼原稿）（単著）
『日本児童文学』2015年３・４月号　102-108
ページ
15.   4.   1
Ｃ５ 「読書」形態の危うさ（〈脱成長〉時代の児童文学・３）
（依頼原稿）（単著）
『日本児童文学』2015年５・６月号　108-114
ページ
15.   6.   1
Ｆ１ 平成27年度版小学校国語科教科書『ひろがる言葉』
１―６年生用（共著）
教育出版 15.   1. 20
Ｉ１ Sensitive， Individual， Introverted: The Image of the 
Child in Japanese Children’s Literature after 1980
（単独発表）
IRSCL（International Reseach Society for 
Children’s Literature） 22nd  Biennial Con-
gress Ａugust 2015， University of Worcester 
（Worcester， UK）
15.   8. 12
Ｋ１ 広まる「童話」，広がる「童話」――大正期の児童文
学と山村暮鳥――（単著）
『図録第86回企画展　生誕130年記念展　山村
暮鳥―そして『雲』が生まれた―』群馬県立
土屋文明記念文学館　38-39ページ
14. 10.   4
Ｌ１ 日本児童文学学会会長 11. 10～継続中
Ｌ２ 日本比較文学会理事（国際活動委員会委員長は2011. ６～2015. ６） 01.   6～継続中
Ｌ３ 坪田譲治文学賞予選委員 98.   5～継続中
Ｌ４ 公益財団法人神奈川文学振興会理事（同財団評議員は2011. ４～2015. ５） 15.   5～継続中
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Ｌ５ 厚生労働省社会保障審議会福祉文化分科会出版物委員会委員 07.   6～継続中
Ｌ６ 千葉県図書館協議会委員 11.   7～継続中
Ｌ7 講演会講師「広まる「童話」，広がる「童話」――大正期の児童文学と山村暮鳥――」（「生誕130年
記念展　山村暮鳥―そして『雲』が生まれた―」の講演会として，群馬県立土屋文明記念文学館）
 14. 11. 30   　　
Ｌ８ 講演会講師「文学作品のとらえ方」（小学校国語科（市教研連携）講座，平成27年度千葉市教育セ
ンター夏季専門研修講座の一環として）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 15.   7. 22   　　
Ｌ９ 教員免許更新講習「読書について考えよう」 15.   8. 17   　　
鈴　木　宏　子（国文学） 3-4
Ｂ１ 薫の恋のかたち―「山里のあはれ知らるる」の歌を中
心に―（査読あり）（単著）
『国語と国文学』91巻11号　114～126頁 14. 11.   1
Ｂ２ 見立て（依頼論文）（単著） 渡部泰明編『和歌のルール』笠間書院　44～
55頁
14. 11.   1
Ｂ３ 照らしあう散文と歌―総角巻を中心にして―（依頼論
文）（単著）
『文学』隔月刊　第16巻第１号　166～180頁 15.   1. 10
Ｂ４ 『伊勢物語』の小野の雪（依頼論文）（単著） 鈴木健一編『天空の文学史』三弥井書店　
52～67頁
15.   2. 19
Ｂ５ 『古今集』から『万葉集』ヘ―紀貫之を起点として―
（依頼論文）（単著）
『文学』隔月刊　第16巻第１号巻第３号　
96～111頁
15.   5. 10
Ｂ６ 源氏物語の和歌（単著） 助川幸逸郎ほか『新時代の源氏学　５』竹林
舎　131～161頁
15.   5. 25
Ｌ１ 和歌文学会　委員・編集委員 14. 11～継続中
Ｌ２ 中古文学会　常任委員・編集委員 99.   6～継続中
Ｌ３ 千葉県公立高等学校入学者選抜方法等改善協議会委員 12.   4～継続中
Ｌ４ 日本学術振興会　特別研究員等審査会専門委員および国際事業委員会書面委員・書面評価員 13.   8～15.   7　
Ｌ５ 千葉大学教育学部高大連携講座講師（木更津高等学校） 15.   6. 13　　　
寺　井　正　憲（国語） 3-5
Ａ１ 国語科重要用語事典（共編著）（共著）（寺井正憲・高
木まさき・中村敦雄・山元隆春）
明治図書 15.   8
Ｂ１ 学力向上と言語活動の充実―全国学力・学習状況調査
の結果公表を想定した備え―（単著）
小学校時報，第758号，全国連合小学校長会，
pp.4-8
14. 10. 10
Ｅ１ 平成27年度学力調査に向けて（単著） 教室の窓，vol.44，東京書籍，pp.36-37 15.   1.   1
Ｅ２ 学習指導要領＝どう読み込むか―言語活動の授業づく
りの質的向上を図る―（単著）
教 育 科 学 国 語 教 育， 第781号， 明 治 図 書，
pp.16-17
15.   1.   1
Ｅ３ PISＡ型学力問題（単著） 教育科学国語教育，第782号，明治図書，p.9 15.   2.   1
Ｅ４ 圧倒的な実践力―言語活動の授業づくりに徹した国語
実践校―（単著）
授業力&学級統率力，第60号，明治図書，p.115 15.   3.   1
F １ 平成27年度小学校国語教科書『新しい国語』１－６年
生用（共著）
東京書籍 15.   2. 10
Ｌ１ 千葉市教育センター「確かな学力の育成に関する研究」研究協力者 08.   4～継続中
Ｌ２ 千葉市教育センター　夏季研修講座・中学校国語講師 15.   8.   3   　　
Ｌ３ 習志野市立大久保小学校講師 02.   4～継続中
Ｌ４ 文部科学省・全国的な学力調査に関する専門家会議委員 13.   4～継続中
安　部　朋　世（国語学） 3-6
Ｂ１ 内容補充の連体修飾節を受ける抽象名詞の構文類型
（査読有）（単著）
『日本言語文化』第30輯，韓国日本言語文化
學會，pp.7-29
15.   4
Ｆ１ 辞典項目「形式名詞」「形式形容詞」「形式用言」「補
助用言」「補助動詞」「接続語」「独立語」「提示語」
『日本語大事典（上・下）』佐藤武義・前田
富祺（編集代表），（上）pp.627-628，628，
628-629，1206，（下）1408，1491-1492，
1902-1903，1903-1904
14. 11
Ｆ２ 『小学生の国語１年～６年』（平成27年度版小学校国語
教科書）（共著）
三省堂 15.   2
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Ｆ３ 事典項目「敬語」「段落」 『国語科重要用語事典』高木まさき・寺井正
憲・中村敦雄・山元隆春編著，明治図書，
p.198，180
15.   7. 15
Ｈ１ 抽象名詞の内容を表す「抽象名詞ハ－コトダ」文（招待） 日本語文法学会第15回大会（大阪大学） 14. 11. 23
Ｈ２ 「ことにある」構文について（矢澤真人・安部朋世） 科学研究費「作文を支援する語彙・文法的事
項に関する研究」プロジェクト2015年度全体
会議（日本女子体育大学）
15.   4. 25
Ｈ３ 名詞句の叙述的用法について（安部朋世・橋本修） 科学研究費「作文を支援する語彙・文法的事
項に関する研究」プロジェクト2015年度全体
会議（日本女子体育大学）
15.   4. 25
Ｈ４ 作文支援とリーダビリティ情報（橋本修・安部朋世） ICR総合言語科学ラボラトリー第２回研究会
（筑波大学）
15.   7. 19
Ｈ５ 日本語学研究からの提言②作文支援と語彙・文法情報
（橋本修・安部朋世）
共同シンポジウム「作文指導の現在―課題と
実践への提案―」（富山　高志会館）
15.   8. 23
Ｉ１ 内容補充の連体修飾節を受ける抽象名詞の構文類型
（招待）
韓国日本言語文化学会2014年度秋季国際学術
大会（韓国　仁荷大学）
14. 11.   1
Ｉ２ 名詞句の叙述的用法をめぐる諸問題（安部朋世・橋本
修）
北京師範大学・筑波大学第３回学術交流会
「グローバル時代の中日共同研究」（中国　北
京師範大学）
15.   3. 14
Ｉ３ 抽象名詞主題文に関する日本語学的アプローチ（基調
講演）
北京外国語大学国際シンポジウム「日本語作
文と日本語研究」（中国　北京外国語大学）
15.   3. 16
Ｉ４ 名詞述語文の叙述名詞句について 韓国日本言語文化学会2015年度春季国際学術
大会（韓国　仁川大学）
15.   5.   9
Ｉ５ 作文に見られる抽象名詞主題文について 第7届漢日対比語言学会（中国　上海外国語
大学）
15.   8. 20
Ｋ１ パネルディスカッション「日本語研究の成果の実践的
応用」パネリスト
日本語文法教育研究会，科研費「作文を支援
する語彙・文法的事項に関する研究」プロジェ
クト，筑波大学リサーチグループ「語彙研究
と国語辞書の相互活性化」，筑波大学リサー
チユニット「言語研究の実践的応用プロジェ
クト」設立準備会　共同シンポジウム「日本
語研究の成果の実践的応用―提案と課題―」
（筑波大学）
15.   3.   3
Ｌ１ 日本語文法学会学会誌委員 13.   4～継続中  　　　
Ｌ２ 日本語学会庶務委員 14.   5～継続中  　　　
Ｌ３ 韓国日本言語文化学会編集委員 14.   6～継続中  　　　
Ｌ４ 文部科学省検定中学校国語教科書（三省堂刊），同小学校国語教科書（三省堂刊）編集委員 03.   4/09.   4～継続中
森　田　真　吾（国語教育） 3-7
Ｃ１ 多様な言語材を活かした国語科指導の可能性につい
て（２）―これまでの国語科指導における多様な言語材
の位置づけ―（査読無）（単著）
千葉大学教育学部研究紀要，第63巻，pp.159-167 15.   3
Ｄ１ 思考力の育成・対話の重要性（査読無）（単著） 教育科学国語教育，No.781，明治図書p.28 15.   1
Ｄ２ アクティブラーニング対応へのヒント（単著） 教育科学国語教育，No.785，明治図書，p.7 15.   5
Ｆ１ 181　学校文法（分担執筆）（査読無）（単著） 高木まさき・寺井正憲・中村敦雄・山元隆春　
編著『国語科重要用語辞典』，明治図書，p.195
15.   8
Ｆ２ 183　品詞（分担執筆）（単著） 高木まさき・寺井正憲・中村敦雄・山元隆春　
編著『国語科重要用語辞典』，明治図書，p.197
15.   8
Ｆ３ 187　文の成分（分担執筆）（単著） 高木まさき・寺井正憲・中村敦雄・山元隆春　
編著『国語科重要用語辞典』，明治図書，p.201
15.   8
Ｌ１ 講演「中間発表会の講評及び，来年度以降に向けて（他教科への応用について）」（船橋市立前原小学
校　校内研究会）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 14. 11. 25
Ｌ２ ワークショップ「随筆の書き方」（日本国語教育学会千葉県支部　君津地区研究集会） 14. 11. 29
Ｌ３ 講演「学習者の言葉の実態を見据えた国語科指導について」（旭市立干潟小学校　校内研修会） 15.   6.   3
Ｌ４ 講演「全国学力・学習状況調査（国語）の活かし方」（千葉大学教育学部附属小学校　公開研究会　授
業づくりフォーラム）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 15.   6. 26
Ｌ５ 講演「国語科における言語活動と他教科における言語活動」（船橋市立前原小学校　校内研究会） 15.   6. 29
Ｌ６ 講演「実践力向上に資する国語科の授業づくり」（市川市　教科学習改善研修会・国語） 15.   8. 18
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書 写 書 道
樋　口　咲　子（書写書道教育学） 3-8
Ａ１ 30日でみるみる美しい字になる朝のペン字練習帖
（単著）
ナツメ社 15.   1.   1
Ａ２ 書写デジタル教科書小学校３年～６年（共著） 光村図書出版 15.   2. 25
Ａ３ 書写学習指導書付属DVD-ROM小学校１年～６年
（共著）
光村図書出版 15.   2. 25
Ａ４ 小学校書写学習指導書硬筆ワークシート１年～６年
（単著）
光村図書出版 15.   2. 25
Ａ５ 書写の練習小学校１年～６年（共著） 光村教育図書出版 15.   2. 25
Ｄ１ 从运笔节奏看硬笔文字存在的问题以及对硬笔书写教育
的展望―围绕笔意消失的历史考察（査読無）（単著）
文以載道―中日書法文化論壇文集 15.   8. 30
Ｆ１ 小学校国語科文部科学省検定済教科用図書　書字例
（硬筆手本）執筆（共著）（樋口咲子・他）
光村図書出版 05.   2～
継続中
Ｆ２ 小学校国語科（書写）文部科学省検定済教科用図書　
編集・硬筆毛筆手本執筆（共著）（樋口咲子・他）
光村図書出版 09. 11～
継続中
Ｆ３ 中学校国語科文部科学省検定済教科用図書　書字例
（硬筆手本）執筆（共著）（樋口咲子・他）
光村図書出版 05.   2～
継続中
Ｆ４ 中学校国語科（書写）文部科学省検定済教科用図書　
編集・硬筆毛筆手本執筆（共著）（樋口咲子・他）
光村図書出版 05.   2～
継続中
Ｆ５ 高等学校書道Ⅰ文部科学省検定済教科用図書　編集協
力（共著）（樋口咲子・他）
光村図書出版 05.   2～
継続中
Ｇ１ 善行無轍迹（単独） 平成26年度全国大学書道学会会員書作展（埼
玉県・埼玉大学）
14. 10. 10
～12
Ｇ２ 杜甫「春宿左省」（単独） 第54回日本書学院展（東京都美術館） 15.   1. 12
～17
Ｇ３ 守破離（単独） 第31回高円宮杯日本武道館書写書道大展覧会
審査員特別出品（日本武道館）
15.   8. 30
Ｇ４ 白楽天「楊柳枝詞」より七言二句（単独） 藝道神遊―2015中日書法作品交流展（中国山
⻄省：山⻄大学美術館）
15.   8. 28
～9.   5
Ｋ１ 日本武道館発行　月刊『書写書道』硬筆幼児　手本執筆及び審査（単著） 09.   4～継続中
Ｌ１ 日本書学院理事・審査会員 01.   5～継続中
Ｌ２ 全国大学書写書道教育学会理事・学会誌編集委員会チーフ 05. 10～継続中
Ｌ３ 日本教育大学協会全国書道教育部門事務局 06. 10～継続中
Ｌ４ 全日本書写書道教育研究会本部役員 06. 10～継続中
Ｌ５ 千葉県免許法認定講習講師 06.   8～継続中
Ｌ６ 日本武道館主催書初展及び高円宮杯書写書道大展覧会審査委員 09.   4～継続中
Ｌ7 日本習字教育財団学術助成審査委員 13.   4～継続中
Ｌ８ 国立青少年教育振興機構：第６回全国青少年書き初め大会企画・審査委員 13.   4～継続中
Ｌ９ 文部科学省認定毛筆・硬筆書写技能検定千葉県審査委員及び東京夏期大講習会講師（日本書写技
能検定協会）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 14.   4～継続中
Ｌ10 第56回全日本書写書道教育研究会東京大会実行委員及び小学校分科会助言者 15.   8. 27
Ｌ11 平成27年度仙台市小学校教育研究会書写部会夏期実技研修会講演講師 15.   8.   4
社　会　科
磯　崎　育　男（政治学） 4-1
Ｃ１ 政策教育の基礎カリキュラムについて考える（単著） 千葉大学教育学部研究紀要 15.   3.   1
Ｈ１ 政策教育における合意形成手法について（単独） 日本公民教育学会大会（高千穂大学） 15.   6. 13
井　上　孝　夫（社会学） 4-2
Ａ１ 環境社会学研究第22集（編著） 千葉大学教育学部社会学研究室 15.   3. 10
Ｃ１ ダム建設の意図せざる結果―養老川水系・高滝ダムを
めぐって―（査読無）（単著）
千葉大学教育学部研究紀要，63：269-277頁 15.   3.   1
─ 478 ─
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竹　内　裕　一（社会科教育） 4-3
Ａ１ “Chapter 9 Social Patrtichipation in the Community 
and Geography”， Y. Ida et al.，Geography Education 
in Japan， International Perspectives in Geography ３
（単著）
Springer Japan， pp.95-106 15.   1.   1
Ｂ１ 次世代を担う人材育成を射程に入れた地域問題学習―地
域に生きる主体形成学習の可能性―（査読有）（単著）
社会科教育研究，122，pp.62-73 14.   9. 30
Ｄ１ リスク問題解決に向けた視点を探る―イタイイタイ病
現地調査から―（単著）
『社会科教育における高リスク社会の教材化と
授業分析に関する実証的研究』（研究代表：竹
内裕一）平成25～26年度　東京学芸大学大学
院連合学校教育学研究科（博士課程）研究プ
ロジェクト　第２年次研究報告書，pp.1-11
15.   3. 31
Ｄ２ 子どもの生活実態に即した防災教育の必要性―共助を
めぐる子どもたちの議論から―（単著）
『社会科教育における高リスク社会の教材化と
授業分析に関する実証的研究』（研究代表：竹
内裕一）平成25～26年度　東京学芸大学大学
院連合学校教育学研究科（博士課程）研究プ
ロジェクト　第２年次研究報告書，pp.161-169
15.   3. 31
Ｈ１ 地理教育におけるシティズンシップ教育のあり方―北
川・木村・吉田報告に対するコメント―（単独）
平成27年度日本社会科教育学会春季研究会
（筑波大学附属小学校）
15.   5. 24
Ｈ２ 経済地理学から地理教育への貢献―小田・卜部報告を
もとに―（単独）
経済地理学会関東支部7月例会（日本大学経
済学部）
15.   7. 11
Ｈ３ 市町村合併に対する児童・生徒の意識と地域学習―千
葉県における実態調査から―（単独）
2015年度　日本地理教育学会　第65回大会
（奈良教育大学）
15.   7. 18
Ｌ１ 日本地理学会代議員・地理教育専門委員会委員 14.   4～継続中
Ｌ２ 日本地理教育学会副会長・評議員・常任委員長 10.   4～継続中
Ｌ３ 日本社会科教育学会評議員・学会賞選定委員会委員長・学会組織運営検討委員会委員 14.   4～継続中
Ｌ４ 国際地理オリンピック日本委員会実行委員会副委員長 12.   4～継続中
Ｌ５ 日本学術会議学校地理教育小委員会委員 11.   4～継続中
Ｌ６ 第18回関東地区小学校社会科研究協議会研究大会（千葉大会）講師 14.   9～継続中
戸　田　善　治（社会科教育学） 4-4
Ａ１ 新社会科授業づくりハンドブック（共著）（戸田善治・他） 明治図書 15.   1
Ｆ１ 社会認識に基盤を置いたシティズンシップの実体化お
よびその再構築モデルの開発研究（平成24年～26年度
科学研究補助金（基盤研究（c）・一般）研究成果報告
書（共著）（戸田善治・他）
15.   3
Ｈ１ 社会認識に基盤を置いたシティズンシップの実体化お
よびその再構築モデルの開発研究（２）―「食」をめぐる
社会的重要性の変容を中心に―（共著）（戸田善治・他）
第63回全国社会科教育学会全国研究大会 14. 11.   1
Ｌ１ 日本社会科教育学会評議員 08.   4～継続中
Ｌ２ 全国社会科教育学会理事 92.   4～継続中
小　関　悠一郎（日本近世史） 4-5
Ａ１ よみがえる江戸時代の村田―山田家文書からのメッ
セージ―（共編著）（高橋陽一・佐藤大介・小関悠一郎編）
東北大学東北アジア研究センター 14. 11. 28
Ａ２ 細川重賢明君録からみえる熊本藩政改革（単著） 稲葉継陽・今村直樹編『日本近世の領国地域
社会』吉川弘文館，pp.142-190
15.   2.   1
Ａ３ 一八世紀後半における仙台藩の学問と「教諭」政策（単
著）
平川新編『江戸時代の政治と地域社会』清文
堂出版，pp.61-94
15.   3. 25
Ｄ１ 佐倉藩政改革とその思想―佐倉藩士向藤左衛門と上杉
鷹山の改革―（単著）
『佐倉市史研究』第28号，pp.1-17 15.   3. 27
Ｈ１ 千葉歴史・自然資料救済ネットワークの活動を通じて
（単著）
（歴史資料ネットワーク設立20周年記念）全
国史料ネット研究交流集会
15.   2. 14
Ｈ２ 明君像の形成と「仁政」的秩序意識の変容（単独） 歴史学研究会近世史部会・大会準備報告会
（第一回）
15.   3. 21
Ｈ３ 明君像の形成と「仁政」的秩序意識の変容（単独） 歴史学研究会近世史部会・大会準備報告会
（第二回）
15.   4. 29
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Ｈ４ 明君像の形成と「仁政」的秩序意識の変容（単独） 歴史学研究会大会近世史部会 15.   5. 24
Ｋ１ 第48回大会参加記（単著） 『歴史評論』第782号 15.   6
Ｌ１ 千葉歴史・自然資料救済ネットワーク運営委員 12.   4.   1～継続中
Ｌ２ 歴史科学協議会『歴史評論』編集委員 12. 11. 17～継続中
Ｌ３ 千葉市文化財審議委員 15.   7.   1～継続中
Ｌ４ 佐倉の歴史講演会講師 14. 12. 13　　　　
Ｌ５ 平成26年度君津地方公立博物館協議会第１回研修会報告者（木更津市郷土博物館　金のすず） 14. 12. 15　　　　
Ｌ６ 第25回鷹山公シンポジウム講師（米沢市伝国の杜　置賜文化ホール） 15.   8. 30　　　　
妹　尾　裕　彦（経済学） 4-6
Ｂ１ “Decline or Revival?: The Crisis and Transformation 
of the Indonesian Cocoa Sector， 1887-2014”（単著）
Ａsian Profile， Vol.43， No.1， pp.51-66.（ 査 読
有）
15.   2
Ｃ１ 「『近未来石油枯渇論』の誤謬と埋蔵量・可採年数・総
資源量の真実――文明縮小論はなぜ不適切なのか？」
（単著）
『千葉大学教育学部研究紀要』第63巻，pp.317-
332.（査読無）
15.   3.   1
Ｈ１ 「衰退か，それとも復活か？――インドネシアにおけ
るカカオ産業の危機と変容，1887～2014」（単独）
日本国際経済学会・第73回全国大会（於：甲
南大学）
14. 10. 26
Ｌ１ 日本国際経済学会理事 14. 10. 26～継続中
金　　　　　慧（政治哲学） 4-7
Ａ１ 人権への権利――人権，民主主義そして国際政治（共
訳）（舟場保之・御子柴善之・石田京子・隠岐理貴・金慧・
小谷英生・田原彰太郎・寺田俊郎・浜野喬士・米田恵）
大阪大学出版会 15.   1. 25
数　　　学
島　田　和　昭（数学） 5-1
Ｄ１ 立方体と直方体（単著） 東洋館出版，新しい算数教育no.530 15.   1
Ｄ２ 20までの数（単著） 東洋館出版，新しい算数教育no.535 15.   8
Ｌ１ 日本数学教育学会監事 14.   9～継続中
Ｌ２ 市川市数学教育研究集会講師 14.   9
Ｌ３ 日野市立南平小学校校内研究会指導（合計６回） 14.   9～15.   8
Ｌ４ 関東地区数学教育研究大会助言者 14. 11. 14
Ｌ５ 千葉県数学教育研究集会全体講師 14. 11. 19
Ｌ６ 茨城県龍ケ崎市立龍ケ崎小学校校内研究会講師 14. 11. 21
Ｌ7 市川市立妙典小学校校内研究会講師 14. 12.   4
Ｌ８ 市川市立福栄小学校校内研究会講師（合計３回） 14. 12～15.   7
Ｌ９ 市川市数学教育研究集会講師 15. 10. 14
Ｌ10 八千代市数学教育研究集会講師 16.   1. 21
Ｌ11 日野市立第８小学校校内研究会指導（合計２回） 15.   5～15.   8
Ｌ12 八千代市立米本小学校校内研究会講師（合計２回） 15.   7～15.   8
Ｌ13 市川市立真間小学校校内研究会講師（合計２回） 15.   7～15.   8
Ｌ14 船橋市教育委員会夏期講習会講師 15.   8. 18
Ｌ15 千葉県数学教育研究会講師 15.   8. 28
中　井　　　達（数学） 5-2
Ｂ１ 「マルコフ決定過程における学習プロセスと決定につ
いて」（単著）
京都大学数理解析研究所講究録，vol.1939 15.   4
Ｂ２ 「確率的凸性と部分観測可能なマルコフ決定過程につ
いて」（単著）
京都大学数理解析研究所講究録，vol.1912 14.   8
Ｄ２ 不完備情報マルコフ過程での逐次支出問題について
（単著）
日本オペレーションズ・リサーチ学会　2015
年度春期研究発表会，東京理科大学
15.   3
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Ｄ３ Ａ partially observable Markov process under sto-
chastic convexity with supermodular function as an 
optimal investment problem（単著）
10th Triennial Conference of the Ａssocia-
tion of Ａsia-Pacific Operational Research 
Societies （ＡPORS 2015）.， Malaysia
15.   8
松　尾　七　重（数学教育学） 5-3
Ｂ１ 就学前算数カリキュラム構成のための枠組み―小学校
算数科との連携教育を目指して―（査読有）（単著）
数学教育学論究臨増刊，第96巻，pp.169-176 14. 11.   8
Ｂ２ 生涯学習につながる幼児算数教育のあり方（査読無）
（共著）（松尾七重・並木久栄）
日本数学教育学会第３回春期研究大会論文集，
pp.266-273
15.   6. 28
Ｃ１ 長さ測定に関する小学校１年生の実態（単著） 千葉大学教育学部研究紀要，第63巻，pp.95-103 15.   3.   1
Ｆ１ わくわく算数１～６（共著）（清水静海・船越俊介・
根上生也・寺垣内政一・石田淳一・小林敢治郎・斉藤
規子・島田功・松尾七重・森敏行・ほか49名）
新興出版社啓林館平成26年２月28日検定済み
Ｋ１ コメント（比例）（単著） 新しい算数教育第527号，p.67 14. 12.   1
Ｋ２ 数学的考える力の育てるための算数科の授業づくり：
聞くことの指導をどのように行えばよいか？（単著）
新算数教育研究会第39回セミナー要項，pp.34-
37
14. 12. 26
Ｋ３ 私の研 究 者 人 生のきっかけとなった一 論 文“THE 
CHILD’S THOUGHT ＡND GEOMETRY”（van 
Hiele，P.M.（1984）. Research in Science Education 
（RISE） Program of the National Science Foundation. 
Washington，D.C.: NSL. pp.243―252）（単著）
教育科学数学教育第692号，pp.18-19 15.   6.   1
Ｌ１ 日本数学教育学会編集部幹事 99. 11～継続中
Ｌ２ 千葉市教育委員会事業評価委員 08. 11～継続中
Ｌ３ 新算数教育研究会常任理事（総務部長） 10.   4～継続中
Ｌ４ 習志野市立藤崎幼稚園研修会講師 14.   6～継続中
Ｌ５ 浦安市立見明川小学校校内研修会講師 15.   2～継続中
Ｌ６ 千葉県教育研究会市川支会算数・数学部会講師 14. 10.   8   　　
Ｌ7 関東都県算数・数学教育研究（茨城）大会指導・助言 14. 11. 14   　　
Ｌ８ 千葉県算数・数学教育研究大会講師 14. 11. 19   　　
Ｌ９ 八千代市立萱田南小学校公開研究会講師 14. 11. 28   　　
Ｌ10 新算数教育研究会セミナー講師 14. 12. 26   　　
Ｌ11 千葉市教育研究会算数・数学部会講師 15.   1. 13   　　
Ｌ12 長野県算数数学教育研究会研修会講師 15. 11. 11   　　
Ｌ13 高大連携・千葉県立東高等学校模擬授業講師 15.   5. 16   　　
Ｌ14 山武教育研究会算数数学部会研修会講師 15.   6. 11   　　
Ｌ15 千葉県教育研究会八千代市教育研究会数学部会講演会講師 15.   6. 17   　　
Ｌ16 船橋市総合教育センター研修講座講師 15.   8.   4   　　
Ｌ17 全国算数・数学教育研究（北海道）大会指導・助言 15.   8.   7   　　
Ｌ18 平成27年度千葉県教育委員会免許法認定講習講師 15.   8. 17～18
Ｌ19 千葉県総合教育センター研修講座講師 15.   8. 21   　　
Ｌ20 千葉市算数教育同好会講師 15.   8. 25   　　
Ｌ21 千葉県算数・数学研修会講師 15.   8. 27   　　
丸　山　研　一（数学） 5-4
Ｈ１ On the homotopy groups of the mapping space of 
the exceptional Lie group G2（単独）
ホモトピー論における有限と無限（九州大学） 15.   2. 20
澤　邉　正　人（数学） 5-5
Ｂ１ Simplicial complexes associated to quivers arising 
from finite groups（査読有）（共著）（飯寄信保・澤邉
正人）
Osaka J. Math. Vol 52， pp.161-204 15.   1
Ｈ１ Subgroup complexes of nilpotent subgroups（単著） 有限群のコホモロジー論とその周辺（京都大
学数理解析研究所）
15.   2
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白　川　　　健（数学） 5-6
Ｂ１ Stability for approximation methods of the onedi-
mensional Kobayashi-Warren-Carter system （共著）
（H. Watanabe， K. Shirakawa）
Mathematica Bohemica， 139， no. 2， 381–389 14.   9. 30
Ｂ２ One dimensional free boundary problem for adsorp-
tion phenomena （共著）（N. Sato， T. Ａiki， Y. Murase， 
K. Shirakawa）
Ａpplied Math Journal: Networks and Het-
erogeneous Media， 9， no. 4， 655–668
14. 10.   1
Ｂ３ Parabolic systems consisting of Ａllen-Cahn type 
equations and Kobayashi-Warren-Carter models of 
grain boundary motions （単著）
Proceedings of the conference: Functional 
Ａnalysis and Ａpplications， Evolution Equa-
tions and Control Theory， Kobe Univ.， 
151–162.
14. 11.   5
Ｂ４ Phase-field systems for grain boundary motions under 
isothermal solidifications （共著）（K. Shirakawa， H. 
Watanabe， N. Yamazaki）
Ａdv. Math. Sci. Ａppl.， 24， 353–400 14. 12.   1
Ｂ５ 実験を主体とした科学教育のアセアンおよび東アジ
ア展開（共著）（野村純・山野芳昭・友木屋理美・大
嶌竜午・馬場智子・ヒワティグ　エイプリル　ダフ
ネ　フロレスカ・山田響子・飯塚正明・板倉嘉哉・加
藤徹也・木下龍・下永田修二・白川健・高木啓・東崎
健一・中澤潤・林英子・ホーン　ヘヴァリー・山下修
一・大和政秀・米田千恵）
千葉大学教育学部研究紀要， 63， 35–41 15.   3.   1
Ｈ１ ＡSEＡN 連携による海外派遣での科学教育および教員
養成の新たな試み（共同）（野村純・山野芳昭・ヒワティ
グ　エイプリル　ダフネ　フロレスカ・大嶌竜午・馬
場智子・山田響子・飯塚正明・板倉嘉哉・大井恭子・
加藤徹也・木下龍・下永田修二・白川健・杉田克生・
高木啓・林英子・べバリー　ホーン・山下修一・米田
千恵）
日本科学教育学会第38回年会（埼玉大，埼玉） 14.   9. 13
Ｈ２ 凝固現象と結晶粒界現象の等温系カップリングモデル
におけるエネルギー消散解（共同）（白川健・渡邉紘）
2014日本数学会秋季総合分科会，実函数論分
科会（広島大，広島）
14.   9. 28
Ｈ３ Ａllen-Cahn方程式と結晶粒界モデルによる連立系の時
刻無限大における解挙動（共同）（渡邉紘・白川健）
2015日本数学会秋季総合分科会，実函数論分
科会（広島大，広島）
14.   9. 28
Ｈ４ 結晶粒界現象の非等温系モデルの可解性（共同）（白
川健・渡邉紘・J. S. Moll）
第40回発展方程式研究会（日本女子大，東京） 14. 12. 27
Ｈ５ 結晶粒界の異方性を考慮した数学モデル（共同）（白
川健・渡邉紘・J. S. Moll）
第５回非線形数理科学（ながおか市民セン
ター，新潟）
15.   2. 21
Ｈ６ 非等温条件下における結晶粒界現象のフェーズ・
フィールドモデル（共同）（白川健・渡邉紘）
2015日本数学会年会，実函数論分科会（明治
大，東京）
15.   3. 21
Ｈ7 科学教育活動をベースとした海外教員インターンシッ
プが学生にもたらす影響の分析（共同）（吉田恭子・
野村純・山野芳昭・大嶌竜午・サプト　アシャディア
ント・馬場智子・山田響子・飯塚正明・板倉嘉哉・加
藤徹也・木下龍・小宮山伴与志・下永田修二・白川健・
杉田克生・高木啓・辻耕治・鶴岡義彦・中澤潤・林英
子・藤田剛志・ベヴァリー　ホーン・山下修一・大和
政秀・米田千恵）
日本科学教育学会第39回年会（山形大学小白
川キャンパス，山形）
15.   8. 22
Ｉ１ Kobayashi-Warren-Carter type systems of grain 
boundary motion （単独）
Special Meeting with Professor Ａugusto 
Visintin （Bukkyo Univ.， Kyoto， Japan）
14. 10. 24
Ｉ２ Nonisothermal phase field systems of grain bound-
ary motions （単独）
Departamento de Ａnalisis Matematico Uni-
versitat de Valencia （Univ. Valencia， Valen-
cia， Spain）
14. 12.   2
Ｉ３ Energy dissipations for non-isothermal models of 
grain boundary motions （共同）（K. Shirakawa， J. S. 
Moll， H. Watanabe， N. Yamazaki）
Equadiff 2015 （Univ. Claude Bernard Lyon 
1， Lyon， France）
15.   7. 10
Ｉ４ Kobayashi-Warren-Carter type models of grain boundary 
motions with anisotropies （共同）（K. Shirakawa， J. S. 
Moll， H. Watanabe）
The 8th International Congress on Industrial 
and Ａpplied Mathematics （China National 
Convention Center， Beijing， China）
15.   8. 10
Ｉ５ Energy-dissipations in non-isothermal phase-field 
systems associated with grain boundary motions 
（共同）（K. Shirakawa， J. S. Moll， H. Watanabe， N. 
Yamazaki）
Mathematics for Nonlinear Phenomena: Ａnal-
ysis and Computation （Sapporo Convention 
Center， Sapporo， Japan）
15.   8. 16
─ 482 ─
千葉大学教育学部研究紀要　第64巻　研究活動状況
Ｋ１ 結晶粒界現象の非等温系モデルの可解性（共同）（白
川健・渡邉紘）
第40回発展方程式予稿集，126-129 14. 12. 25
Ｌ１ 「図形の重心とアルキメデスの方法」，【次世代才能スキップアップ】プログラム　基礎力養成講
座　講師（千葉大学教育学部5601教室）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 15.   2.   8   　　
Ｌ２ アルキメデス　―発想力と創造力―，平成27年度千葉市未来の科学者育成プログラム　千葉大学
連携コース　講師（千葉大学教育学部5601教室）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 15.   6. 21   　　
Ｌ３ 日本数学会　学会誌「数学」常任編集委員 13.   7～15.   6　
Ｌ４ Mathematical Review誌レビュワー（Ａmerican Mathematical Society） 01.   4～継続中
Ｌ５ 学術雑誌“Discrete & Continuous Dynamical Systems Series S”編集委員（Ａmerical Institute 
of Mathematical Sciences）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
11. 10～継続中
野　邊　　　厚（数学） 5-7
Ｄ１ 一般化戸田格子の超離散化（査読有）（単著） 応用力学研究所研究集会報告No.26ＡO-S2 
（2015）1-7
15.   3.   1
Ｈ１ $C^{（1）}_N$型超離散戸田格子と戸田型セルオートマ
トン
日本応用数理学会2014年度年会 14.   9.   4
Ｈ２ 一般化戸田格子の超離散化 研究集会「非線形波動研究の現状―課題と展
望を探る―」
14. 10. 30
Ｈ３ 周期戸田格子を用いて実現可能な一般化戸田格子につ
いて
第11回　日本応用数理学会　研究部会連合発
表会
15.   3.   6
Ｋ１ 離散戸田格子とQRT系（単著） 日本応用数理学会 2015年度年会予稿 15.   7. 15
Ｌ１ 日本応用数理学会　JSIＡM Letters編集委員 14. 10～継続中
Ｌ２ 日本応用数理学会　応用可積分系研究部会委員 13. 10～継続中
理　　　科
加　藤　徹　也（物理学） 6-1
Ｂ１ Interplay between Ferroelectric and Ａntiferromag-
netic Phase Transitions in RbCoBr3 （査読有）（共著）
（Yoichi Nishiwaki， Toshihisa Yamaguchi， Masaaki 
Takashige， Haruhiko Kuroe， Mitsuru Ａkaki， Hideki 
Kuwahara， Tetsuya Kato， Katsunori Iio）
Journal of the Physical Society of Japan Vol 83， 
114708 （8 pages） （2014）
14
Ｃ１ 逆動作可能なデバイスを用いた電流の向きについての
教員養成の試行（査読無）（共著）（加藤徹也・⻄村浩隆）
千葉大学教育学部研究紀要　第63巻　pp.357-
367，（2015）
15.   3
Ｃ２ リスク教育導入のための放射線実験プログラム作製
（査読無）（共著）（山本菜月・杉田克生・加藤徹也・
三門正吾・高橋博代・野村純・喜多和子）
千葉大学教育学部研究紀要　第63巻　pp.381-
391，（2015）
15.   3
Ｃ３ 実験を主体とした科学教育のアセアンおよび東アジア
展開（査読無）（共著）（野村純・山野芳昭・友木屋理
美・大嶌竜午・馬場智子・ヒワイティグ　エイプリル　
ダフネ　フロレスカ・山田響子・飯塚正明・板倉嘉哉・
加藤徹也・ほか13名）
千葉大学教育学部研究紀要　第63巻　pp.35-
41，（2015）
15.   3
Ｉ１ Developmental Research of Early Education in Science 
through English for the Students Oriented Towards 
Globalization （共著）（Tetsuya Kato， Jennifer Yeo， 
Izumi Kobayashi， Jun Nomura， Beverley Horne， 
Kyoko Oi， Chie Yoneda， Hideko Hayashi， Masaaki 
Iizuka， Shuichi Yamashita， その他３名）
国際科学教育会議 ISEC 2014（シンガポール） 14. 11. 27
Ｉ２ Direction of Electric Current in Forward and Reverse 
Energy Transformation in Light-Emitting-Diodes and 
Handy Generators （共著）（Tetsuya Kato and Hirotaka 
Nishimura）
国際物理教育学会 ICPE 2015（北京） 15.   8. 10
Ｆ１ 千葉県総合教育センター主催「千葉県児童生徒・教職員科学作品展」科学工夫作品の部および自作教
具の部　審査委員（長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 01～継続中
Ｆ２ 千葉市未来の科学者育成プログラム千葉大学連携コース「弦を電磁石で振動させ・共振現象を見てみ
よう」実験講座　講師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 14.   8.   5 　
Ｆ３ 千葉大学次世代才能スキップアッププログラム　テクノロジー講座　「コンデンサー・マイクの作成
と音波の観察」　講師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 15.   3. 28 　
─ 483 ─
研 究 活 動 状 況
鶴　岡　義　彦（理科教育学） 6-2
Ｃ１ 科学技術基本計画に示される国民像の変遷から見る理
科教育の課題と展望：科学技術政策の形成過程への国
民の参画に焦点を当てて（査読有）（共著）（内田隆・
鶴岡義彦）
『学校教育学研究論集』Vol.30，83-100 14. 10. 31
Ｃ２ 小校理科「風やゴムの働き」の問題点と改善の方策
―主としてエネルギー・エネルギー問題の視点から考
える―（査読無）（単著）
『千葉大学教育学部研究紀要』Vol.63，169-
173
15.   3.   1
Ｃ３ 教師の指導性を重視した理科指導法に関する基礎研究
―小中学校教師対象調査を主な手がかりとして―（査
読無）（共著）（井野真奈美・鶴岡義彦）
『千葉大学教育学部研究紀要』Vol.63，241-
252
15.   3.   1
Ｆ１ 小学校教科書『新版　たのしい理科　３～６年』（共
著）（有馬朗人・小林誠・日置光久・大髙泉・川上昭吾・
猿田祐嗣・椎野純一・鶴岡義彦・中村重太・橋本健夫・
その他34名）
大日本図書 15.   2.   5
Ｈ１ ＡSEＡN共生時代の科学技術教員のためのリカレント
教育プログラムの開発（共同）（藤田剛志・山野芳昭・
鶴岡義彦・中澤潤・飯塚正明・加藤徹也・山下修一・
林英子・ホーン　ベバリー・米田千恵・その他３名）
日本科学教育学会第39回年会（山形） 15.   8. 22
Ｈ２ 科学教育活動をベースとした海外教員インターンシッ
プが学生にもたらす影響の分析（共同）（吉田恭子・
野村純・山野芳昭・大島竜午・馬場智子・山田恭子・
飯塚正明・板倉嘉哉・加藤徹也・鶴岡義彦・その他15名）
日本科学教育学会第39回年会（山形） 15.   8. 22
Ｋ１ Current Situations and Issues in Science Education 
in Japan ―In Relation to Teacher Training System― 
（講演）（単独）
Pangasinan State University， Philippines 15.   2.   3
Ｌ１ 国立女性教育会館「女子中高生夏の学校」評価委員 12.   8～15.   8　　
Ｌ２ 千葉県児童生徒・教職員科学作品展　科学論文の部（中・高校）審査員会（長） 11～継続中     　　
Ｌ３ 千葉県公私立高等学校協議会（長） 12～継続中     　　
Ｌ４ エコスクールちばコンテスト審査員会（長） 11.   1～15.   1　　
Ｌ５ 千葉市教職員研修検討委員会オブザーバー 10～継続中     　　
Ｌ６ 千葉市教育センター「理科の観察実験指導等に関する研究協議実施事業」講師 15.   6. 24　　　　
Ｌ7 千葉県環境教育研究会（長） 03～継続中     　　
Ｌ８ 日本理科教育学会評議員 87.   4.   1～継続中
Ｌ９ 日本科学教育学会千葉県代表 14.   7.   1～継続中
Ｌ10 文部科学省検定教科書（小学校理科）著作者 89～継続中     　　
藤　田　剛　志（理科教育学） 6-3
Ｂ１ 日独の高校生や成人は科学と科学技術をどのように認
識しているか（査読有）（共著）（吉岡亮衛・藤田剛志・
カイザー，シュテファン・小松幸廣）
科学教育研究，Vol.39， No.2， pp.94-103. 15.   6. 10
Ｃ１ 科学的思考力の育成に対するアーギュメントを取り入
れた授業の効果（査読無）（共著）（藤田剛志・高橋博
代・鈴木啓督・金坂卓哉・藤澤隆次・河守徹）
千葉大学教育学部研究紀要，第63巻，pp.181-
186.
15.   2. 28
Ｈ１ コンピュータグラフィックスを活用した空間概念の育
成に関する研究―中学校３年「地球と宇宙」の教材開
発を中心に―（共同）（日向彩子・藤田剛志）
日本理科教育学会第53回関東支部大会（群馬
大学）
14. 12.   6
Ｈ２ 日本の小学校理科教材に対するガネーシャ教育大学生
の評価（共同）（岡本千温・畑中敏伸・大嶌竜午・藤
田剛志）
日本理科教育学会第53回関東支部大会（群馬
大学）
14. 12.   6
Ｈ３ ハンズオンを中心とした国際教員研修プログラムの開
発（２） ―フィリピンとマレーシアの現職教員を対象と
した実践的調査に基づいて―（共同）（畑中敏伸・藤
田剛志）
日本理科教育学会第53回関東支部大会（群馬
大学）
14. 12.   6
Ｈ４ ハンズオンを中心とした国際教員研修プログラムの開
発（３） ―インドネシア・ガネーシャ教育大学での実践
に基づいて―（共同）（藤田剛志・大嶌竜午・畑中敏伸）
日本理科教育学会第65回全国大会（京都教育
大学）
15.   8.   1
─ 484 ─
千葉大学教育学部研究紀要　第64巻　研究活動状況
Ｈ５ ＡSEＡN共生時代の科学技術教員のためのリカレント
教育プログラムの開発（共同）（藤田剛志・山野芳昭・
鶴岡義彦・中澤潤・飯塚正明・加藤徹也・山下修一・
林英子・ホーン　ベバリー・野村純・その他３人）
日本科学教育学会第39回年会（山形大学） 15.   8. 22
Ｌ１ 日本生物教育学会　教育課程委員会委員長 13.   4～
Ｌ２ 筑波大学附属中学校公開研究会指導助言者 14. 11.   8
山　下　修　一（理科） 6-4
Ｂ１ 現場の授業改善に資する理科授業研究―公開授業研究
会へ向けての２年間の取り組みを例にして（査読有）
（共著）（山下修一・勝田紀仁）
理科教育学研究，第56巻，No.1，pp.93-103 15.   7
Ｃ１ オームの法則の学習におけるグラフの理解を改善する
授業の開発（査読無）（共著）（勝田紀仁・山下修一）
千葉大学教育学部研究紀要，第63巻，pp.7-
11.
15.   3
Ｃ２ 実験を主体とした科学教育のアセアンおよび東アジア
展開 （査読無）（共著）（野村純・山野芳昭・友木屋理美・
大嶌竜午・馬場智子・ヒワティグ　エイプリル　ダフ
ネ　フロレスカ・山田響子・飯塚正明・板倉嘉哉・加
藤徹也・木下龍・下永田修二・白川健・杉田克生・髙
木啓・辻耕治・東崎健一・中澤潤・林英子・ベヴァリー　
ホーン・山下修一・大和政秀・米田千恵）
千葉大学教育学部研究紀要，第63巻，pp.35-
41
15.   3
Ｆ１ 文部科学省検定教科書（中学校理科：理科の世界）（共
著）（大日本図書）
大日本図書 11.   4～
継続中
Ｈ１ 小学校４年「水のあたたまり方」の観察・実験結果を
どのようにまとめるのか（山下修一・秋保佳弘・長島
弘樹・吉田朋枝）
第38回日本科学教育学会（埼玉大学） 14.   9. 13
Ｈ２ ＡSEＡN連携による海外派遣での科学教育および教員
養成の新たな試み（野村純・山野芳明・ヒワティグ　
エイプリル　ダフネス　フロレスカ・大島竜午・馬場
智子・山田響子・飯塚正明・板倉嘉哉・大井恭子・加
藤徹也・木下龍・下永田修二・白川健・杉田克生・高
木啓・林英子・ベバリー　ホーン・山下修一・米田千恵）
第38回日本科学教育学会（埼玉大学） 14.   9. 13
Ｈ３ 中学校理科の観察・実験の困難点（柏熊泰之・山下修
一）
日本理科教育学会第53回関東支部大会（群馬
大学）
14. 12.   6
Ｈ４ 中３「地球と宇宙」において一人一モデルを操作させ
て空間認識を育む授業開発（柴田道世・山下修一）
日本理科教育学会第53回関東支部大会（群馬
大学）
14. 12.   6
Ｈ５ モデルと対話により月と金星の満ち欠けを理解させる
授業開発（柴田道世・山下修一）
日本理科教育学会第65回全国大会（京都教育
大学）
15.   8.   1
～2
Ｈ６ 雲の発生についての一貫した説明を促す授業法の開発
（伊藤英樹・山下修一）
日本理科教育学会第65回全国大会（京都教育
大学）
15.   8.   1
～2
Ｈ7 中学校での月の満ち欠けの説明における小学校の学習
の影響
日本理科教育学会第65回全国大会（京都教育
大学）
15.   8.   1
～2
Ｈ８ 静電気からオームの法則までモデルを操作して一貫し
た説明を促す授業の開発（桜庭一慶・山下修一）
日本理科教育学会第65回全国大会（京都教育
大学）
15.   8.   1
～2
Ｈ９ ＡSEＡN共生時代の科学技術教員のためのリカレント
教育プログラムの開発（藤田剛志・山野芳昭・鶴岡義
彦・中澤潤・飯塚正明・加藤徹也・山下修一・林英子・
ホーン　ベバリ ・ー米田千恵・木下龍・高木啓・野村純）
日本科学教育学会第39回年会（山形大学（小
白川キャンパス））
15.   8. 21
～23
Ｈ10 科学教育活動をベースとした海外教員インターンシッ
プが学生にもたらす影響の分析（吉田恭子・野村純・
山野芳昭・大嶌竜午・サプト　アシャディアント・馬
場智子・山田響子・飯塚正明・板倉嘉哉・加藤徹也・
木下龍・小宮山伴与志・下永田修二・白川健・杉田克生・
高木啓・辻耕治・鶴岡義彦・中澤潤・林英子・藤田剛志・
ベヴァリー　ホーン・山下修一・大和政秀・米田千恵）
日本科学教育学会第39回年会（山形大学（小
白川キャンパス））
15.   8. 21
～23
Ｈ11 雲の発生についての大学生の認識調査（伊藤英樹・山
下修一）
日本科学教育学会第39回年会（山形大学（小
白川キャンパス））
15.   8. 21
～23
Ｈ12 中学校での月の満ち欠けの説明における小学校の学習
の影響と改善モデルの開発（山下修一・伊藤英樹・柴
田道世）
日本科学教育学会第39回年会（山形大学（小
白川キャンパス））
15.   8. 21
～23
─ 485 ─
研 究 活 動 状 況
Ｉ１ Comparison between Using Thermo Ink and the 
Combination of Thermo Ink and Ikura on G4 Con-
vection （審査有） （Shuichi YＡMＡSHITＡ， Hiroki 
NＡGＡSHIMＡ， Tomoe YOSHIDＡ）
iSER 2014 World Conference （Kapadokya， 
Turkey）
14. 10. 29
～11.   2
Ｉ２ How Should Science Teachers Guide Fourth Grade 
Students’ Observations of Convection in Beakers?
（Shuichi YＡMＡSHITＡ, Yoshihiro ＡKIHO）
ISEC2014 （Singapore） 14. 11. 25
～27
Ｉ３ Developmental Research on Early Education in 
Science through English: Taught by Non-Native 
Speakers to Japanese Students in Preparation for 
Globalization （審査有） （Tetsuya Kato， Jennifer Yeo， 
Izumi Kobayashi， Jun Nomura， Beverley Horne， 
Kyoko Oi， Chie Yoneda， Hideko Hayashi， Masaaki 
Iizuka， Shuichi Yamashita， Ryu Kinoshita， Katsuo 
Sugita， and Jun Nakazawa）
ISEC2014 （Singapore） 14. 11. 25
～27
Ｉ４ Japanese Lower Secondary Science Lessons after 
TIMSS 1999 Video Study
2015 NSTＡ （National Science Teachers 
Ａssociation） Global Conversations （Chicago）
15.   3. 11
Ｉ５ Secrets of Japanese High Performance in TIMSS 
and PISＡ （審査有）
IOSTE Eurasia Regional Symposium & Bro-
kerage Event Horizon 2020 （Turkey， Istanbul）
15.   4. 25
Ｉ６ Ａn Example Of Japanese Science Teaching Materi-
als: Moon Phases Model （審査有） （Ikkei Sakuraba， 
Shuichi Yamashita， Naoki Sagawa）
IOSTE Eurasia Regional Symposium & Bro-
kerage Event Horizon 2020 （Turkey， Istanbul）
15.   4. 25
Ｉ7 Overcoming the Belief in a Relationship between the 
Earth’s Rotation and Moon Phases （審査有） （Shuichi 
YＡMＡSHITＡ， Hideki ITOU， Michiyo SIBＡTＡ）
11th Conference of the European Science 
Education Research Ａssociation （Finland，
Helsinki）
15.   8. 31
～9.   4
Ｌ１ 日本理科教育学会評議員 04.   7～継続中
Ｌ２ 日本科学教育学会　国際交流担当理事・代議員 14.   7～継続中
Ｌ３ 教科書・教材のデジタル化に関する調査研究委員会委員 10.   7～継続中
Ｌ４ 浦安市理科研究会講師 12～継続中  　
Ｌ５ 東京理科大学理工学部「理科指導法１・２」非常勤講師 04～継続中  　
Ｌ６ 埼玉大学教育学部「理科指導法C・D」非常勤講師 05～継続中  　
Ｌ7 IOSTE Eurasia Regional Symposium & Brokerage Event Horizon 2020 （Turkey， Istanbul）事務局 14年度  　　　
山　田　哲　弘（化学） 6-5
Ｆ１ グルコン酸とパーフルオロアルキル鎖をもつオリゴロ
イシン型両親媒性化合物の物性研究（共著）（間庭智
子・野田卓夢・山田哲弘）
化学関連分野の深化・連携を基軸とする先
端・学祭研究拠点，平成26年度成果報告書，
pp113-114（京都大学化学研究所　共同利用
・共同研究拠点）.
15.   5
Ｈ１ 熱および圧力の制御によるオリゴロイシン超分子薄膜
の機械強度の向上（共著）（佐藤圭亮・小野貴仁・野
田卓夢・荷堂清香・山田哲弘）
第63回高分子討論会（長崎大学） 15.   9. 25
Ｈ２ ペプチド型両親媒性化合物の鉄に対する防錆効果（共
著）（野田卓夢・曽合大樹・佐藤圭亮・笈川博彰・山
田哲弘）
第63回高分子討論会（長崎大学） 15.   9. 25
Ｌ１ ネットワークポリマー編集協力者 12.   7～継続中
Ｌ２ 千葉県NIE推進協議会会長 12.   7～継続中
林　　　英　子（理科） 6-6
Ｃ１ 実験を主体とした科学教育のアセアンおよび東アジア
展開（査読無）（共）（野村純・山野芳昭・友木屋理美・
大嶌竜午・馬場智子・ヒワティグ　エイプリル　ダフ
ネ　フロレスカ・山田響子・飯塚正明・板倉嘉哉・林
英子・その他14名）
千葉大学教育学部研究紀要，第63巻，35–41   15.   3.   1
Ｆ１ 日常生活に生きる理科―慣性の法則のイメージを跳び
箱運動に活かせるか―（共）（林英子・高橋博代）
平成26年度　千葉大学教育学部－附属学校園
間連携研究成果報告書
15.   8.   6
Ｈ１ 日常に生きる理科の知識―慣性の法則の跳び箱運動へ
の活用の検討―（単）
日本理科教育学会第53回関東支部大会 14. 12.   6
─ 486 ─
千葉大学教育学部研究紀要　第64巻　研究活動状況
Ｈ２ 慣性の法則の観察・体験は跳び箱運動に活かせるか？
実寸大打ち上げ装置の観察効果（共）（林英子・高橋
博代・藤澤隆次）
日本理科教育学会第65回全国大会 15.   8.   2
Ｈ３ ＡSEＡN連携による海外派遣での科学教育および教員
養成の新たな試み（共）（野村純・山野芳昭・ヒワティ
グ　エイプリル　ダフネ　フロレスカ・大嶌竜午・馬
場智子・山田響子・加藤徹也・山下修一・飯塚正明・
林英子・その他９名）
日本科学教育学会第38回年会 15.   9. 13
Ｌ１ 日本熱測定学会　庶務幹事 14. 10～継続中
Ｌ２ 日本熱測定学会　拡大編集委員 14. 10～継続中
Ｌ３ 第８回高校生理科研究発表会　審査委員 14.   9. 27   　　
Ｌ４ 高大連携講座講師　千葉県立木更津高等学校 15.   4. 25   　　
Ｌ５ 千葉県教育研究会船橋市部会理科部会研修会講師 15.   6. 17   　　
Ｌ６ 千葉市未来の科学者育成プログラム　実験講座講師　透明ってどういうこと？ 15.   6. 28   　　
Ｌ7 次世代スキップアッププログラム　実験講座講師　色の変化で酸化還元を見る 15.   8. 19   　　
Ｌ８ 免許認定講習講師　小学校理科 15.   8. 26   　　
大　和　政　秀（生物学） 6-7
Ｂ１ Significant difference in mycorrhizal specificity 
between an autotrophic and its sister mycohetero-
trophic plant species of Petrosaviaceae （査読有）（共
著）（Masahide Yamato, Yuki Ogura-Tsujita, Hiroshi 
Takahashi, Tomohisa Yukawa）
J. Plant Res， Vol. 127， pp. 685-693 14. 11
Ｈ１ 菌寄生菌根共生システムの解明を目指したラン科植物
シランのトランスクリプトーム解析（共著）（長田翔
太郎・大和政秀・山口勝司・浅尾久代・松本美和子・
谷亀高広・重信秀治・上中弘典）
植物学会第78回大会（川崎） 14.   9. 13
Ｈ２ ハマカキランのアルビノ個体を用いたトランスクリプ
トーム解析による菌従属栄養性に関与する遺伝子群の
探索（共著）（三浦千裕・末次健司・大和政秀・山口
勝司・高橋和也・井田喜子・重信秀治・上中弘典）
植物微生物研究会第24回研究交流会（佐賀） 14.   9. 20
Ｈ３ 菌従属栄養植物サクライソウの分布は共生菌の優占度
に影響を受けるか？（共著）（大和政秀・高橋弘・下
野綾子・遊川知久）
2014年度菌根研究会大会（柏） 14. 11. 29
Ｈ４ ラン科植物シランの菌根共生実験系の構築とトランス
クリプトーム解析（共著）（山本樹稀・大和政秀・長
田翔太郎・山口勝司・浅尾久代・松本美和子・大谷ユ
リア・谷亀高広・重信秀治・上中弘典）
2014年度菌根研究会大会（柏） 14. 11. 29
Ｈ５ 鹿児島県における希少植物の保全技術に関する研究
（共著）（小宮山晶子・佐藤了・原田圭助・工藤りか・
大和政秀）
第62回日本生態学会大会（鹿児島） 15.   3. 21
Ｌ１ 日本菌学会ニュースレター編集委員長 15.   4～
Ｌ２ 日本菌学会評議員 15.   4～
Ｌ３ 木質炭化学会誌編集委員 12.   7～
Ｌ４ Journal of Plant Research編集委員 15.   4～
Ｌ５ 千葉県教育委員会免許法認定講習講師 15.   8. 27
Ｌ６ 千葉サイエンススクールネットセミナー「課題研究入門講座」講師 15.   7. 18
笹　川　幸　治（理科教育） 6-8
Ｂ１ Ａdditional notes on the ground beetles Pterostichus 
takadateyamanus Sasakawa， 2009 and P. yahikosa-
nus Sasakawa， 2009 （Coleoptera: Carabidae） : Recent 
collection records and descriptions of the females （査
読有）（共著）（Sasakawa K， Itô K）
Biogeography， Vol. 17， pp. 107-108. 15.   9
─ 487 ─
研 究 活 動 状 況
英　語　学
⻄　垣　知佳子（英語） 7-1
Ａ１ 「第４章　英語教育の今後の展開」（単著） 『ぎょうせい　管理職課題解決実践シリーズ　
第２巻　次期学習指導要領を見据えた学習と
評価』，pp.43-54
15.   2
Ｂ１ データ駆動型学習とFocus on Form ―中学生のため
の帰納的な語彙・文法学習の実践―（共著）（⻄垣知
佳子・小山義徳・神谷昇・横田梓・⻄坂高志）
『関東甲信越英語教育学会紀要』，第29号，
pp. 113-126
15.   3
Ｃ１ 中学校英語授業における「言葉を観察する眼」を育て
るデータ駆動型学習の実践―ペーパー版DDLか（共
著）（⻄垣知佳子・横田梓・小山義徳・神谷昇・中條清美）
『千葉大学教育学部研究紀要』，第63巻，pp. 
287-294
15.   3
Ｃ２ 教育用例文コーパスSCoREの作成（共著）（中條清美・
若松弘子・石井卓巳・宇佐見美裕子・横田賢司・キャ
サリン　オヒガン・⻄垣知佳子）
『日本大学生産工学部研究報告Ｂ』，第48巻，
pp.21-43
15.   6
Ｃ３ レキシカル・プロファイリング型オンラインコーパス
検索ツールLWP for ParaNewsの英語授業における利
用（共著）（中條清美・⻄垣知佳子・赤瀬川史朗・内
山将夫）
『日本大学生産工学部研究報告Ｂ』，第48巻，
pp.45-57
15.   6
Ｄ１ 中学校におけるデータ駆動型学習の教材作成・指導実
践とSCoRE活用の可能性（共著）（⻄垣知佳子・中條
清美・神谷昇・小山義徳・横田梓）
『電子情報通信学会　信学技報』，第114巻　
465号，pp.47-52
15.   2
Ｄ２ 文法項目別英語例文表示システムGPPS with SCoRE
の構築（共著）（中條清美・⻄垣知佳子・赤瀬川史朗・
内山将夫）
『電子情報通信学会　信学技報』，第114巻　
465号，pp.43-46
15.   2
Ｄ３ 「『教えない教え方』の実践：データ駆動型学習による
英語指導」（共著）（⻄垣知佳子・小山義徳・横田梓）
『平成26年度　千葉大学教育学部－附属学校
園間　連携研究成果報告書』，pp.61-62
15.   3
Ｄ４ 教育実習と英語科教育法の授業の改善に向けて（共
著）（⻄垣知佳子・平出昌嗣・本田勝久・物井尚子・
べバリー　ホーン・横田梓・金城正樹・唐仁原泰三・
紺野亜美）
『平成26年度　千葉大学教育学部－附属学校
園間　連携研究成果報告書』，pp.63-64
15.   3
Ｄ５ 視覚情報を教室に有効に取り入れるための教材とそれ
を使った指導手法の開発（共著）（⻄垣知佳子・金城
正樹）
『平成26年度　千葉大学教育学部－附属学校
園間　連携研究成果報告書』，pp.65-66
15.   3
Ｈ１ 中学校におけるコーパスを利用したデータ駆動型英語
学習の実践　―ペーパー版DDLからタブレット端末
DDLまで―（共著）（⻄垣知佳子・小山義則・神谷昇・
中條清美）
英語コーパス学会　第40回大会，熊本学園大
学（熊本）
14.  10
Ｈ２ 小学校における文法規則への気づきを引き出す指導　
―DDLの外国語活動への導入―（共著）（⻄垣知佳子・
大木純一・神谷昇・小山義徳）
第15回　小学校英語教育学会（JES）広島大
会，広島大学（広島）
15.   7
Ｈ３ パラレルコーパスの教育利用：４種のコーパスフリー
ウェアの活用（共著）（中條清美・⻄垣知佳子）
外国語教育メディア学会（LET）第55回（2015
年度）全国研究大会ワークショップ，千里ラ
イフサイエンスセンター（大阪）
15.   8
Ｈ４ 教育用例文コーパスSCoREを利用したリメディアル
文法授業の実践（共著）（中條清美・⻄垣知佳子）
外国語教育メディア学会（LET）第55回（2015
年度）全国研究大会，千里ライフサイエンス
センター（大阪）
15.   8
Ｈ５ 英語の文法規則への気づきを引き出す発見学習―中学
校におけるDDLとコミュニケーション活動の融合―
（共著）（⻄垣知佳子・尾崎さおり・神谷昇・小山義徳）
2015年度第41回全国英語教育学会（JＡSELE）
熊本研究大会
15.   8
Ｈ６ 中学校における文法項目の系統化の試み―文法学習表
の作成とDDL学習教材への適応―（共著）（神谷昇・
⻄垣知佳子・小山義徳）
2015年度第41回全国英語教育学会（JＡSELE）
熊本研究大会
15.   8
Ｉ１ Comparing DDL and Non-DDL for Different Stu-
dent Learning Styles（共著）（Kiyomi Chujo， Ａtushi 
Mizumoto， Kathlyn Oghigian， Laurence Ａnthony， 
Chikako Nishigaki）
ＡＡCL 2014 （Ａmerican Ａssociation for Corpus 
Linguistics） Northern Ａrizona University， 
Flagstaff， Ａrizona， USＡ.
14.   9
Ｋ１ 特集１　英語教師が鍛えるべき英語力と，その鍛え方
とは　第１部「英語教師が鍛えるべき英語力」アン
ケート〈座談会〉アンケートから見えてくるもの―小
学校・中学校・高校・大学の立場から（共著）（谷口
友隆・⻄垣知佳子・村越亮治・渡辺麻美子）
大修館書店　英語教育　2014年10月増刊号 14. 10
─ 488 ─
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Ｋ２ vol.5　POWER-UPシリーズと４技能の総合的な指導
（単著）
開隆堂出版　中学校WEBマガジン　Sunshine 
FORUM
15.   6
K ３ vol.1　千葉市英語教育座談会（共著） 開隆堂出版　pp.1-4 15.   6
Ｌ１ 文部科学省中学校英語検定教科書『Sunshine English Course 1， 2， 3』編集委員（著者） 13～現在
Ｌ２ 日本英語検定協会　英語研究助成制度講師派遣講師 03～現在
Ｌ３ 千葉県教育委員会英語教育強化地域拠点事業（流山市）運営指導委員会委員 14～16　
Ｌ４ 全国英語教育学会　紀要査読委員 08～現在
Ｌ５ 小学校英語教育学会　紀要査読委員 13～現在
Ｌ６ 関東甲信越英語教育学会　紀要査読委員 14～　　
Ｌ7 講師　坂戸市立教育センター外国語活動研修会　於　坂戸市立教育センター（埼玉）　「2020年を目指し
て　これからの外国語活動」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 14. 10. 15
Ｌ８ 講師　栃木県ETP小学校外国語活動セミナー　於　宇都宮大学（栃木）　「グローバル化社会を生きる
力の素地を築く外国語活動」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 14. 10. 18
Ｌ９ 講師　堺市教育研究講演会（中学校英語）　於　堺市教育文化センター（大阪）　「音声の指導を大切に
する４技能統合型の指導　―導入から評価まで」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 14. 10. 22
Ｌ10 講師　カシオ計算機『小学校の授業に活かす電子辞書フォーラム』　於　新宿ファーストウェストビル
（東京）　「電子辞書で広がる小学校の外国語活動」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 14. 11. 16
Ｌ11 講師　滋賀県高等学校英語教育研究部会研修会　於　立命館守山高等学校　「自律した学習者を育てる
音声重視の４技能統合型の指導」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 14. 12.   5
Ｌ12 講師　カシオ計算機『小学校の授業に活かす電子辞書フォーラム』　於　つるやホール（大阪）　「電子
辞書で広がる小学校の外国語活動」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 14. 12. 20
Ｌ13 講師　教育情報プロジェクト　於　岩倉高校（東京）　「小・中・高連携と４技能のバランス　リスニン
グ・リーディング指導の位置づけ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 14. 12. 23
Ｌ14 講師　茂原市教育研究協議会英語部研修会　於　茂原市立南中学校（千葉）　「小・中英語教育の連携　
音声指導を軸足に捉えて」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 15.   1. 21
Ｌ15 講師　教育重点連携高校における高大連携授業　於　県立千葉東高校　「グローバル化時代を生きるた
めの英語の学び方と教え方」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 15.   4. 25
Ｌ16 講師　流山市南流山小学校校内研修会　於　流山市立南流山小学校（千葉） 15.   7. 28
Ｌ17 講師　東海北陸公立中学校英語教育研究会静岡大会　於　三島市市民文化会館（静岡）　「音声を大切に
した小中高の連携と４技能プラス語彙・文法力の育成」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 15.   8.   6
Ｌ18 講師　平成27年度教科等主任等研修「英語」　於　習志野市総合教育センター（千葉）　「コミュニケー
ション能力育成のための効果的な指導」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 15.   8.   7
Ｌ19 講師　平成27年度免許状更新講習会　於　千葉大学（千葉）　「楽しく力をつける外国語活動」 15.   8. 10
Ｌ20 講師　茂原市立茂原小学校外国語活動研修会　於　茂原市立茂原小学校（千葉） 15.   8. 11
Ｌ21 講師　2015年度ELEC夏期講習教育研修会　於　コンフォール安田ビル（東京）　「リスニングでつなぐ
小中連携を踏まえた４技能統合型の指導」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 15.   8. 12
Ｌ22 講師　坂戸市立教育センター外国語活動研修会　於　坂戸市立教育センター（千葉）　「外国語科への準
備―今，できること―」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 15.   8. 25
平　出　昌　嗣（英語） 7-2
Ｃ１ The Lost Idea of a Family in Faulkner’s Light in 
Ａugust （単著）
千葉大学教育学部研究紀要第63巻 15.   3.   1
Ｄ１ 教育実習と英語科教育法の授業の改善に向けて（共
著）（⻄垣知佳子・平出昌嗣・本田勝久・物井尚子・
べバリー　ホーン・横田梓・金城正樹・唐仁原泰三・
紺野亜美）
『平成26年度　千葉大学教育学部－附属学校
園間　連携研究成果報告書』
15.   3
物　井　尚　子（英語教育学） 7-3
Ｃ１ 質問紙における肯定，否定の項目表現が児童の回答に
もたらす影響（査読有）（単著）
日本児童英語教育学会（JＡSTEC）研究紀要
第33号，pp.23-37
14. 10
Ｃ２ 外国語活動を経験した児童の語順に関する理解度調査
―SVOに焦点をあてて―（査読無）（共著）（物井尚
子・矢部やよい・折原俊一）
『千葉大学教育学部研究紀要』，第63巻，pp. 
85-94
15.   3
Ｄ１ 教育実習と英語科教育法の授業の改善に向けて（共
著）（⻄垣知佳子・平出昌嗣・本田勝久・物井尚子・
べバリー　ホーン・横田梓・金城正樹・唐仁原泰三・
紺野亜美）
『平成26年度　千葉大学教育学部－附属学校
園間　連携研究成果報告書』
15.   3
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Ｆ１ 小学校外国語活動の授業の在り方―学級担任による授
業の単著元開発を通して―（査読無）（共著）（依田桂
子・古川健志・長谷川恭子・工藤正弘・物井尚子・北
川裕子・天野稲子・その他８人）
千葉市教育センター研究紀要第23号，pp. 18-23 15.   3
Ｆ２ 高学年に対する意味を重視した英語指導と語順に関す
る気づきの関連性を探る（査読無）（共著）（物井尚
子・折原俊一）
千葉大学教育学部－附属学校園間連携研究成
果報告書，pp.87-88
15.   8
Ｈ１ 小学生の語順に関する理解度調査（単著） 日本児童英語教育学会（JＡSTEC）第36回全
国大会
15.   6. 28
Ｈ２ 児童のL2コミュニケーションに関する自己評価と英
語運用能力の関係を探る―質問紙調査と児童英検を用
いて―（単著）
第15回小学校英語教育学会（JES）広島大会 15.   7. 26
Ｈ３ 外国語活動による児童のWTCモデルの変化を追う
―１年間の質問紙調査から―（単著）
第39回関東甲信越英語教育学会（KＡTE）山
梨研究大会
15.   8.   7
Ｉ１ Toward Understanding the Development of “Inter-
national Posture” in Japanese Elementary School 
Students: Validating the International Posture-
Children Instrument （共著） （James Ａndrews Elwood， 
Naoko Monoi）
40th Ａnnucal International Conference on 
Japan Ａssociation for Language Teaching 
（JＡLT） 
15. 11. 24
Ｉ２ 「外国語活動」に対する学生の意識を探る―教員養成
課程の学生を対象とした意識調査を通して―（単著）
The Japan Ａssociation of College English 
Teachers （JＡCET） 54th （2015） Interna-
tional Convention 
15.   8. 28
Ｋ１ コーンフレークにケチャップがのっちゃったよ!　
Ketchup on Your Cornflakesを使った授業実践（単著）
東京書籍Ｅネット10月 14. 10
Ｋ２ 英語学習に小学生のWTC（他者と対話しようとする
態度）はどう関わるか（単著）
大修館書店『英語教育』５月号，pp.22-23. 15.   5
Ｌ１ 大学英語教育学会関東支部・紀要査読委員 13.   8～継続中
Ｌ２ 千葉大学教育学部附属小学校第48回公開研究会「学びを楽しむ授業」授業づくりフォーラム講師 15.   6. 26
Ｌ３ 平成27年度福島市英語教育連接推進事業　渡利中学校地区幼・保・小・中連接推進全体研究協議
会講師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 15.   7. 31
Ｌ４ 平成27年度袖ヶ浦市総合教育センター主催英語教育研修会講師 15.   8.   3
Ｌ５ 千葉大学免許状更新講習会「楽しく力をつける外国語活動2015」講師 15.   8. 10
Ｌ６ 平成27年度君津地方教育研究会英語部会一斉研修会講師 15.   8. 24
Ｌ7 日本教育アクションリサーチネットワーク（jeＡRn）大学部会運営委員 13. 10～継続中
Ｌ８ ［検定教科書］小学校英語検定教科書編集委員 14. 10～継続中
音　　　楽
宇　川　眞　美（音楽） 8-1
Ｇ１ 宇川眞美ピアノリサイタル―ピアノで描く子どもの世
界―
山岸学院ホール長野 15.   6.   7
Ｇ２ 宇川眞美ピアノリサイタル―ピアノで描く子どもの世
界―
東京オペラシティリサイタルホール 15.   6. 21
本　多　佐保美（音楽） 8-2
Ａ１ 戦時下の子ども・音楽・学校―国民学校の音楽教育
（共著）（本多佐保美・⻄島央・藤井康之・今川恭子編
著）
開成出版，pp.392 15.   2. 28
Ｃ１ 芸術教育によるESDの可能性の探究―音・音楽による
感性の開発（査読無）（共著）（本多佐保美・山本純ノ介）
『千葉大学教育学部研究紀要』第63巻，pp.23-
28.
15.   3.   1
Ｃ２ 長唄《勧進帳》の授業における中学生の声の評価の試
み―大学生と長唄演奏家の評価の比較を通して（査読
有）（共著）（志民一成・山田美由紀・本多佐保美）
『静岡大学教育学部附属教育実践総合セン
ター紀要』№24，pp.53-59.
15.   3. 31
Ｆ１ 平成26年検定済　小学校音楽教科書「音楽のおくりも
の」１年～６年　教師用指導書「研究編」執筆（共
著）（伊野義博・金子健治・桑原啓郎・髙倉弘光・坪
能由紀子・中地雅之・中島寿・橋本龍雄・本多佐保
美・他7名）
教育出版 15.   3
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Ｆ２ 我が国の伝統音楽の指導法と教材開発研究―伝統的な
身体表現に着目した歌舞伎の指導（共著）（本多佐保
美・松村尚子）
『平成26年度千葉大学教育学部　附属学校園
間連携研究成果報告書』，pp.79-80.
15.   7. 31
Ｋ１ 北欧における芸術教育博士課程の調査・研究：ノル
ウェー，フィンランド，デンマークの主要大学のカリ
キュラムとその実際（小川昌文・蛭多令子・本多佐保
美）
東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科第
11回研究討論会（弘済会館）
14. 12. 13
Ｆ１ 東京都品川区立小中一貫校　伊藤学園　雅楽指導講師 14. 10.   1
Ｆ２ 平成26年度印旛地区第二部会小中学校音楽発表会（小学校の部）講師（成田国際文化会館大
ホール）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 14. 11.   5
Ｆ３ 千葉県小・中学校音楽教育研究大会千葉市大会全体会講師（京葉銀行文化プラザ） 14. 11.   7
Ｆ４ 第67回千葉県小・中学校教職員音楽教材研究発表会講師（千葉県教育会館大ホール） 15.   1. 16
Ｆ５ ESDワークショップ「音・楽器・リズムであそぼう!」（千葉大学教育学部音楽棟合奏室） 15.   1. 24
Ｆ６ 伝統芸術振興会「子どものための日本文化教室」教育アドバイザー 14.   4～  　　　　　
Ｆ7 高大連携基礎教養講座「音楽の授業を考える」（木更津高校） 15.   5. 16
Ｆ８ 平成27年度第１回校内研究会指導講師（多古町立多古第一小学校） 15.   6. 11
Ｆ９ 人間力を育む千葉ESDの地域展開事業「グローバルに音楽を楽しもう」ワークショップ企画
（千葉市生涯学習センター）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 15.   6. 14
Ｆ10 第51回中学校教育研究会「自己実現へ歩みを進める授業の創造（３年目）」共同研究者（千
葉大学附属中学校公開研究会）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 15.   6. 20
Ｆ11 木更津高校木高祭歌のコンテスト（合唱コンクール）審査員 15.   6. 26
Ｆ12 千葉県免許法認定講習講師（小学校音楽科教育法） 15.   8.   6～7 　　　
Ｆ13 第27回愛知県尾東音楽コンクール審査員（愛知県瀬戸市文化センター文化ホール） 15.   8. 15
Ｆ14 平成27年度印旛地区教育研究会音楽研究部夏期実技研修会講師「我が国や郷土の伝統音楽に
関する指導法について」（成田市中央公民館）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 15.   8. 19
Ｆ15 日本音楽教育学会常任理事・事務局長 14.   4.   1～16.   3. 31
Ｆ16 音楽教育史学会運営委員 14.   4.   1～17.   3. 31
山　本　純ノ介（作曲） 8-3
Ｆ１ 演奏年鑑2013，2014，2015　音楽資料　アジア地区統
括的展望（共著）
公益財団法人日本演奏家連盟/文化庁 13，14，
15
Ｇ１ 新律呂二重抄―ヴァイオリンとピアノのための―（単
著）（作曲/山本純ノ介）
全音楽譜出版（予定）
Ｇ２ 新律呂二重抄―ヴァイオリンとピアノのための―初演
（単著）（作曲/山本純ノ介・演奏/ヴァイオリン；富
永暢・ピアノ；山本きよみ）
津田ホール/全音出版社主催，全音現代音楽
シリーズ21　四人組とその仲間たち2014　コ
ンサート
14. 12.   5
Ｇ３ 新律呂二重抄―ヴァイオリンとピアノのための―再演
（単著）（作曲/山本純ノ介・演奏/ヴァイオリン；富
永暢・ピアノ；山本きよみ）
カワイパウゼ/日ロ音楽家協会主催 15.   1. 20
Ｇ４ うぶすなの木―大木の証し―（共著）（作曲/山本純
ノ介・作詞/太原千佳子）
世田谷区，世田谷うたの広場「詩と作曲の会」 15.   5. 29
Ｇ５ うぶすなの木―大木の証し―（共著）（作曲/山本純
ノ介・作詞/太原千佳子・演奏/ソプラノ；⻄森由美・
ピアノ；山本きよみ）
世田谷区　成城ホール 15.   5. 29
Ｋ１ アンサンブルプラティプス；「現代音楽交換プロジェ
クト　再構築」Tokyo― Vienna 2014 re;construction，
再構築　報告会（共同）
ウィーン在日本大使館 15. 10. 23
～25
Ｌ１ 第84回　日本音楽コンクール作曲部門審査員（毎日新聞社，NHK主催）
Ｌ２ 第81回　NHK全国学校音楽コンクール中国ブロック審査員，第82回県大会審査員（NHK主催）
Ｌ３ ニューフィルハーモニーオーケストラ千葉　理事
Ｌ４ OTOEMＡKI（音絵巻）代表
Ｌ５ アプサラス　副会長
Ｌ６ 日本作曲家協議会（JFC）理事
Ｌ7 日本音楽著作権協会（JＡSＡRＡC）正会員
Ｌ８ 日本現代音楽協会会員
Ｌ９ 放送大学非常勤講師
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渡　部　成　哉（音楽） 8-4
Ｇ１ 浜松学芸高等学校芸術科音楽課程設立 50 周年祝歌
『FOREVER/FOREMOST』の作詞（単）
はまホール（再演） 14.   9. 27
Ｇ２ 浜松学芸高等学校芸術科音楽課程設立 50 周年祝歌
『FOREVER/FOREMOST』の作詞（単）
ホテルコンコルド　雲海の間（再々演） 14. 10. 25
Ｇ３ 市川市芸術文化参加公演 市川市市制75周年記念　市
川オペラ振興会公演（チレーア：オペラ『フェドーラ』
全三幕―邦人初演―のブイヨン公爵役）（単）
市川市文化会館　小ホール 14. 10.   5
Ｌ１ 合唱指導講習（合唱演奏の指導・助言）（福島県立会津葵高校　音楽室） 14.   9. 15
Ｌ２ 夢プラン21（市原市立東海中学校での合唱指導）（市原市立東海中学校体育館　ほか） 14. 10. 18，10. 23の各日
Ｌ３ 夢プラン21（市原市立東海中学校文化祭での審査員）（市原市立東海中学校体育館） 14. 10. 25
Ｌ４ 二期会オペレッタ研究会　特別講座　日本歌曲講座（二期会会館　第３スタジオ） 14. 11.   2
Ｌ５ 平成26年度　第26回　船橋市小中学校合唱発表会の講師（船橋市民文化ホール） 13. 11.   9
Ｌ６ 平成26年度　船橋市小・中学校音楽発表会　第36回　SUMMER CONCERTの講師（船橋
市民文化ホール）
 15.   7. 21
Ｌ7 生涯学習音楽指導員養成講習会，鑑賞法特論の講師（尚美ミュージックカレッジ専門学校６
号館校舎）
 15.   8.   1
Ｌ８ 第81回　NHK全国学校音楽コンクール　岩手県コンクール（中学校の部）の審査員（岩手
県民会館　大ホール）
 15.   8. 26
Ｌ９ 第81回　NHK全国学校音楽コンクール　岩手県コンクール（小学校の部・高等学校の部）
の審査員（岩手県民会館　大ホール）
 15.   8. 27
Ｌ10 公益財団法人　音楽文化創造の生涯学習委員会委員
揚　原　祥　子（音楽） 8-5
Ｇ１ シューマン：リーダークライスOp.39，ケルナーの詩
による12の歌，森の情景（共演と独奏）（谷篤・揚原
祥子）
ひとときの歌14（東京・自由学園明日館講堂） 14.   9. 10
Ｇ２ リスト：巡礼の年第２年『イタリア』より「婚礼」シュー
ベルト：ハンガリー風メロディ，即興曲Op.90より第
３番，ベートーヴェン：ピアノソナタ第31番ほか（独奏）
北星学園大学チャペルコンサート　揚原祥子
ピアノコンサート（北星学園大学チャペル）
14. 10.   8
Ｇ３ シューベルト：音楽に寄す，ベートーヴェン：君を愛
す，モーツァルト：トルコ行進曲，ショパン：幻想即
興曲，谷川賢作：うそ，私たちの星ほか（共演と独奏）
（谷篤・揚原祥子）
津市学校公演（津市立家城小学校，安濃小学
校，櫛形小学校）
14. 10. 29,
30
Ｇ４ リスト：二つの伝説，慰め，エステ荘の糸杉Ⅱ，エス
テ荘の噴水，バラード第２番，すべての峰に安らぎが
ある，トゥーレの王，静かな睡蓮，マルリングの鐘よ
（独奏と共演）（揚原祥子・谷篤）
揚原祥子ピアノリサイタル（東京・JTアー
トホールアフィニス）
15.   4.   3
Ｇ５ リスト：巡礼の年第２年『イタリア』より「婚礼」，「ペ
トラルカのソネット第104番」（独奏）
リスト音楽院の仲間たち（東京・トッパン
ホール）
15.   6. 13
美　　　術
加　藤　　　修（美術） 9-1
Ａ１ アートコミュニケーションプロジェクト　CHIPS 
DOCUMENT 2014（編著）（加藤修ほか）
千葉大学教育学部養護教諭養成講座 15.   3.   7
Ｆ１ 平成27年度図画工作教科書（日本文教出版）著者 日本文教出版 15.   3. 10
Ｇ１ 「鉛の種　―繰り返される記憶」150号 第68回二紀展「二紀会委員推挙」国立新美術
館
14. 10. 15
～28
Ｇ２ 「乾いた種子」F50 第12回春季二紀展　東京都美術館 15.   3. 10
～18
Ｇ３ 「鉛の種」変形50号，「保存される種」インスタレー
ション
NEO CHIPS展2015　テーマ〈鼓動〉　ギャ
ラリー檜
15.   6. 23
～28
Ｇ４ 「鉛の種」50号 茨城県芸術祭 14. 10. 11
～26
Ｋ１ 「素材が語る絵画・絵画領域における表現材料の意味
についての制作研究」（単）（R）
日本基礎造形学会　基礎造形023　pp. 44-45 15.   2. 28
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Ｋ２ オレンジプロジェクト「1.5人掛けベンチの制作・設置」 稲毛オープンスタジオ 14. 10.   6
Ｋ３ 稲毛わくわくアートウォークプロジェクト　WS「街
空間に透過する感情と記憶のイメージ」
稲毛オープンスタジオ 14. 10. 10
Ｋ４ アートコミュニケーション教育普及プログラム「等身
大から始めよう」
千葉県立美術館 14. 10 25
作品展示
14. 10. 25
～
15. 12. 21
Ｋ５ ワークショップ「患者さんとつくる―ランプシェー
ド」
千葉大学医学部附属病院 14. 11. 29，
30
作品展示
14. 12.   3
～
15.   1. 23
Ｋ６ ワークショップ「住みたい家をつくる（段ボールを
使って・木片を使って）」
稲毛イオン 14. 12. 13
Ｋ7 稲毛商店街街おこしプログラム「街ゼミ」 稲毛オープンスタジオ 15.   4. 19，
26
Ｋ８ オレンジプロジェクト「街空間を変える市民参加の旗
をつくり」
稲毛オープンスタジオ 15.   8. 10，
11.   9.   6
Ｋ９ ワークショッップ「街を作る　―段ボールを使って」 稲毛オープンスタジオ 15.   8. 14
Ｋ10 アート教室　プロデュース 稲毛オープンスタジオ 13. 10～
継続
Ｋ11 稲毛オープンスタジオ　代表 平成25年度　稲毛区地域活性化支援事業 13.   7.   1
～継続
Ｋ12 ⻄千葉駅構内壁画（「アートをつくる2008」での制作
物）撤去作業
15.   7.   7，
9. 14
Ｌ１ 二紀会委員（二紀会） 14. 10. 11～継続
Ｌ２ 二紀会千葉支部長（二紀会） 11.   4.   1～継続
Ｌ３ 千葉県展理事（千葉県美術会） 13.   4.   1～継続
Ｌ４ 千葉県教育研究会造形教育部会講師（千葉県教育研究会造形教育部会） 98.   4.   1～継続
Ｌ５ 財団法人教育美術振興会評議員（財団法人教育美術振興会） 9.   4.   1～継続
Ｌ６ 千葉文化推進懇談会委員　座長（千葉県庁　千葉県環境生活課　県民生活・文化課） 15.   7. 31～16.   3. 31
Ｌ7 アジア基礎造形連合学会成田千葉大会　大会実行委員（日本基礎造形学会） 14.   4.   1～16.   3. 31
後　藤　雅　宣（美術） 9-2
Ａ１ 色のまなび事典３　色であそぶ（共著）（赤木重文・
井上昌樹・大内啓子・後藤雅宣・佐藤真帆・高橋延昌・
⻄村徳行・松田陽子・水島ゆめ・宮野周・吉川暢子）
第３巻「モダンアートの色①」，pp40-41，「モ
ダンアートの色②」，pp42-43，㈱星の環会
15.   6.   1
Ｆ１ 重色による色彩のセパレーション効果（査読有）（単著） 日本基礎造形学会論文集「基礎造形 023」，
pp48-49
15.   2. 28
Ｆ２ 論文（proceeding）光の重色を活用した加法混色教材
の試み（共著）（後藤雅宣・高橋延昌）
アジア基礎造形連合学会学会誌，pp77-78 15.   8. 21
Ｇ１ Separated　Colors NK-N，CG，B1（単著） 第25回日本基礎造形学会研究発表大会展覧
会，名古屋工業大学講堂ギャラリー（名古屋），
大会概要集p21
14.   9.   5
～9.   7
Ｇ２ The Ａsian Forms by Photogramism / Type T，CG，
Ａ1（単著）
Ａsia Network Beyond Design 2014台湾展，
台湾藝術大學（台湾台北市），作品集p25
14. 10.   7
～10. 12
Ｇ３ Separated Colors CM-Ａ，CG，B1（単著） 第23回千葉モダンアート展，伊勢丹アートス
ポット（松戸市）
14. 10. 13
～10. 19
Ｇ４ 重色TP/フォトグラミズムKM-21，CG，180×180cm
（単著）
2014KＡNＡZＡWＡモダンアート展，金沢21
世紀美術館（金沢市）
14. 10. 28
～11.   3
Ｇ５ The Ａsian Forms by Photogramism / Type C，CG，
Ａ1（単著）
Ａsia Network Beyond Design 2014中国展，
天津工業大学芸術与服装学院（中国天津市），
作品集p25
14. 11.   8
～11. 15
Ｇ６ セパレーション効果1408-7，CG，180×180cm（単著） 第20回うしく現代美術展，牛久市多目的ギャ
ラリー（牛久市），作品集p20
14. 11. 16
～11. 30
─ 493 ─
研 究 活 動 状 況
Ｇ7 Separated　Colors KK-S，CG，50×50cm（単著） 韓国基礎造形学会2014秋季国際学術大会及び
国際作品展，徳成女子大学校（韓国ソウル市），
作品集p416
14. 11. 29
～12.   3
Ｇ８ The Ａsian Forms by Photogramism / Type J，CG，
Ａ1（単著）
Ａsia Network Beyond Design 2014日本展，
東京工芸大学（東京），作品集p25
14. 12. 20
～12. 25
Ｇ９ Two Circles and Groups of Squares，CG，50×50cm
（単著）
2014KSBDＡ国際作品展　招待　パシフィッ
ク・ステーツ大学（米国ロサンゼルス市），
作品集p47
14. 12. 23
～12. 29
Ｇ10 Overlap Drawing of Whites 1502，CG，50×50cm（単
著）
2015KSBDＡ国際作品展　札幌市資料館（札
幌市），作品集p341
15.   2. 10
～2. 15
Ｇ11 Separated Colors K-S，CG，180×180cm（査読有）（単
著）
日本基礎造形学会作品集「基礎造形023」，
p48-49
15.   2. 28
Ｇ12 白のある緊張と弛緩〈重色〉，CG，198×166cm（単著） 第65回モダンアート展，東京都美術館（東京），
作品集p55 
15.   4.   1
～4. 16
Ｇ13 Cosmos，CG，Ａ1（単著） 2015ＡJＡC PＡRIS，ギャラリーサテリット
（フランスパリ市），作品集p22
15.   5. 11
～5. 16
Ｇ14 Layered Color 15530-602 / Photogramism，CG，50
×50cm（単著）
韓国基礎造形学会2015春季国際学術大会及び
国際作品展，釜慶大学校（韓国釜山市）
15.   5. 30
～6.   2
Ｇ15 The Red Squares by“PHOTOGRＡMISM”，CG，40×
40cm（単著）
2015KSBDＡシアトル国際企画招待作品展，
ワシントン大学（米国シアトル市）
15.   7.   2
～7.   9
Ｇ16 光芒，CG，85×63cm（単著） 第５回アトリエ職員室展，佐倉市美術館（佐
倉市）
15.   7. 18
～7. 26
Ｇ17 フォトグラミズムBokeh，CG，85×63cm（単著） 第５回アトリエ職員室展，佐倉市美術館（佐
倉市）
15.   7. 18
～7. 26
Ｇ18 Layered Color / Difference-531，CG，B2（単著） 第21回現代美術日韓展，韓電アートセンター
ギャラリー（韓国ソウル市）
15.   7. 31
～8.   5
Ｇ19 構成U系T，アクリル絵の具，165×165cm（単著） アジア基礎造形連合学会2015成田大会，成田
芸術文化センター（成田市），学会誌p294
15.   8. 17
～8. 22
Ｊ１ エクセレントアワード受賞 Ａsia Network Beyond Design 2014台湾展，
台湾藝術大學（台湾台北市），作品集p25
14. 10.   7
～10. 12
Ｊ２ エクセレントアワード受賞 Ａsia Network Beyond Design 2014日本展，
東京工芸大学（東京），作品集p25
14. 12. 20
～12. 25
Ｌ１ アジア基礎造形連合学会，会長 13.   8～15.   8    　　
Ｌ２ 日本基礎造形学会，会長 13.   4～継続中
Ｌ３ 独立行政法人大学評価・学位授与機構大学機関別認証評価委員会，専門委員 15.   5～16.   4    　　
Ｌ４ 日本色彩教育研究会，副会長 12.   4～継続中
Ｌ５ 日本色彩学会，代議員 02.   4～継続中
Ｌ６ ＡNBD日本理事会，理事 12.   4～継続中
Ｌ7 茨城県市町村教育委員会連合会，理事 14.   4～継続中
Ｌ８ 茨城県第８採択地区教科用図書選定協議会，委員 15.   5～15.   7    　　
Ｌ９ 茨城県牛久市教育委員会，教育委員長 13. 10～継続中
Ｌ10 国民健康保険連合会児童画展，審査委員長 14.   9. 30
Ｌ11 千葉県教育研究会造形教育部会，講師 14. 11. 14，15.   6. 26
Ｌ12 千葉県教育研究会印旛地区図工美術部会，講師 15.   8. 25
Ｌ13 茨城県立藤代高等学校，学校評議員 05.   4～継続中
Ｌ14 千葉県成田市文化振興マスタープラン策定委員会，委員 14.   4～継続中
Ｌ15 茨城県牛久市文化芸術振興審議会，委員 11.   7～継続中
Ｌ16 茨城県牛久市社会福祉協議会，評議員 12.   3～継続中
Ｌ17 うしく現代美術展，実行委員 96.   4～継続中
Ｌ18 茨城県牛久市小中学校芸術鑑賞会実行委員会，顧問 14.   4～継続中
Ｌ19 茨城県農芸学院（少年院）篤志面接委員選考会，委員 14.   4～継続中
宮　崎　　　甲（美術） 9-3
Ｃ１ イタリア式蝋型鋳造……彫刻家からの方法論（単著） 筑波大学彫塑研究室，蝋型鋳造（イタリア式）
による新しい彫刻表現の研究　pp. 21-34
15.   3. 31
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Ｃ２ 鋳造所視察及び実験制作（単著） 筑波大学彫塑研究室，蝋型鋳造（イタリア式）
による新しい彫刻表現の研究　pp. 56-60
15.   3. 31
Ｇ１ 作品「宙」ブロンズH30×13×10cm Year-end Exhibition ギャラリーせいほう 14. 12.   8
～20
Ｇ２ 作品「握」ブロンズH80×27×29cm 第41回歩会彫刻展　千葉県立美術館 15.   4. 28
～5.   9
Ｇ３ 作品「枠の華」ブロンズH18×21×14cm アジア基礎造形学会成田大会，成田文化芸術
センター
15.   8. 17
～21
Ｌ１ 上越市市民展　審査委員 14.   9. 27 　
Ｌ２ 千葉県造形研究会通年講師 95～継続中
神　野　真　吾（芸術学）
Ａ１ 『うみだす教科の内容学　図工・美術の授業でおきる
こと』（共）（神野真吾・小澤基弘・石井壽郎・高須賀
昌志・ほか）
日本教育大学協会全国美術部門（全105頁） 14.   3. 18
Ａ２ 『WiCＡN2014 DOCUMENT』（編著）（神野真吾・ほか） 千葉アートネットワーク・プロジェクト（全101頁） 14.   3. 31
Ａ３ 『異心地』（編著）（神野真吾・ほか） 千葉大学，千葉市民ギャラリー・いなげ（全
24頁）
14.   3. 31
Ｂ１ 「一般化されうるアートの本質とは」『5 designing 
Media Ecology』（単）
「５」編集室，pp.85–92. 15.   6.12
Ｄ１ 「総合大学におけるアートを通した学び―文化芸術の
振興における大学の役割―」（単）
第16回日本アートマネジメント学会全国大会，
実践女子大学（日野市）
14. 11. 29
Ｄ２ 「美術/アートの側から美術教育を考える」（単） 美 術 科 教 育 学 会 地 区 会「“ 今 日 ” の「 芸
術」と「教育」の共通構造について考える」，
CCCＡ（新宿区）
14. 12. 20
Ｄ３ 「美術鑑賞を通してこそ可能な学びとは？―美術館の
教育普及担当が考える美術の意義―」（共）（神野真吾・
山中悠）
美術科教育学会上越大会，上越教育大学（長
岡市）
14.   3. 28
Ｅ１ コロキウム「場に関わること」（共）（神野真吾・坂倉
杏介・ほか）
カルチュラル・カフェvol.1，千葉大学サテラ
イトキャンパス美浜（千葉市）
14. 12.   7
Ｅ２ コロキウム「見る，感じる，深める―美術と日常をつ
なぐには―」（共）（神野真吾・坂口寛敏・ほか）
カルチュラル・カフェvol.2，千葉大学サテラ
イトキャンパス美浜（千葉市）
15.   1. 25
Ｅ３ コロキウム「場とコミュニケーション―アートで変わ
る，アートも変わる―」（共）（神野真吾・縣拓充・鷲
田めるろ・ほか）
千葉アートネットワーク・プロジェクト，千
葉大学サテライトキャンパス美浜（千葉市）
15.   2. 22
Ｅ４ 講演「社会につながる造形教育」（単） 千葉県教育研究会船橋支会美術部会，船橋市
立前原中（船橋市）
15.   6. 17
Ｅ５ フォーラム「社会の芸術フォーラム第１回〈公共性
（Public Sphere：「社会的なもの」と公共性の微妙な
関係〉」（共）（神野真吾・北田暁大・稲葉振一郎・相
馬千秋・高橋かおり）
社会の芸術フォーラム，東京大学（文京区） 15.   6. 21
Ｅ６ 講演「鑑賞教育の概念的整理と根拠としての文化理
解」（単）
美術館を活用した鑑賞教育の充実のための指
導者研修，国立新美術館（港区）
15.   8.   4
Ｅ7 フォーラム「社会の芸術フォーラム第２回〈問題とし
ての多文化主義：表現・アイデンティティ・（不）寛容〉」
（共）（神野真吾・北田暁大・志田陽子・韓東賢・加治
屋健司・リュウ　ルーシャン・山本高之・竹田恵子）
社会の芸術フォーラム，東京大学（文京区） 15.   8. 29
Ｌ１ 千葉アートネットワーク・プロジェクト代表 10.   4.   1～継続
Ｌ２ 日本教育大学協会全国美術部門・特別課題検討委員会委員 09.   4.   1～15.   3. 31
Ｌ３ 千葉市文化芸術振興会議委員長 05.   4.   1～継続
Ｌ４ 国立美術館の教育普及事業等に関する委員会委員 15.   4.   1～継続
Ｌ５ 山梨ジュエリーミュージアム　アドバイザー 13.   5.   1～継続
Ｌ６ カレッジリンク・プログラム千葉：創造性をみがいて日常を豊かに　講師 2015.   5. 31，6. 13，7.   5，7. 25，8.   8
小　橋　暁　子（造形教育） 9-4
Ｃ１ 「幼児期の造形体験が中学生に及ぼす影響Ⅲ」（共同）
（槇英子・小橋暁子）
千葉大学教育学部紀要63号pp.393-399 15.   3.   1
─ 495 ─
研 究 活 動 状 況
Ｇ１ わたしと王様（石膏　h150×45×45cm　立体作品）
（単著）
第１回改組新日展，新国立美術館 14. 10. 30
～12.   7
Ｇ２ 雨の日の風景（テラコッタ　h25×55×15cm　立体作
品）（単著）
第91回白日会展，新国立美術館 15.   3. 18
～3. 30
Ｇ３ 花冷え（テラコッタ　h50×45×25cm　立体作品）（単
著）
第45回日本彫刻会展，東京都美術館 15.   4. 19
～4. 30
Ｇ４ 歌う子ども（テラコッタ　h40×30×20cm　立体作品）
（単著）
第43回千葉市教職員展，千葉市美術館 15.   8.19
～8. 24
Ｇ５ みち草（テラコッタ　h15×15×15cm　立体作品）（単
著）
第26回明日の白日会展，日本橋高島屋　美術
画廊
15.   8. 19
～8. 25
Ｇ６ 雨の日のおつかい（テラコッタ　h30×30×30cm　立
体作品）（単著）
第26回明日の白日会展，日本橋高島屋　美術
画廊
15.   8. 19
～8. 25
Ｆ１ 図画工作の授業づくりを理解するための教材開発―理
論と実践をつなげるために―（共同）（小橋暁子・佐
藤真帆・小林恭代）
平成26年度附属学校園連携研究報告書pp.25-
26
15.   3
Ｆ２ 学部と連携した附属小学校における健康的な学校づく
りの取り組み（共同）（小橋暁子・藤川大祐・岡田加
奈子・半田康・黒川節子・根本由美子）
平成26年度附属学校園連携研究報告書pp.26-
27
15.   3
Ｋ１ ワークショップＡ「つくる⇔遊ぶ『色砂絵』」（共同）（槇
英子・小橋暁子・安藤温子）
第7回ちば造形教育広場冊子 15.   8. 22
Ｌ１ 千葉県造形教育研究会秋の大会助言者 14. 11. 21
Ｌ２ 世界児童画展（海外の部１次審査）審査員 14. 12
Ｌ３ 公益社団法人日本彫刻会　会務委員（鑑賞支援担当） 15.   4～継続中
Ｌ４ 千葉県造形教育研究会春の大会助言者 15.   6. 26
Ｌ５ 千葉市立磯辺中学校キャリア教育学校訪問受入担当 15.   6.   5
Ｌ６ 東金市立源小学校校内研修会講師 15.   7. 30
Ｌ7 千葉市立磯辺中学校美術部対象　夏休みやきもの教室 15.   8. 24
Ｌ８ 第7回ちば造形教育広場スタッフ，幼児部門ワークショップ講師 15.   8. 22
Ｌ９ アートレセン　in 千葉大学（印旛地区中学校美術部とのアート活動）世話人 15.   8. 17
Ｌ10 平成27年度　千葉県免許認定講習（図画工作科指導法）講師 15.   8. 27，28
佐　藤　真　帆（美術教育） 9-5
Ｂ１ MITＡTE Workshopのデザインと評価― InSEＡ World 
Congress in Melbourneでの実践を中心に―（査読有）
（共著）（手塚千尋・佐藤真帆・茂木一司）
日本美術教育研究論集48　pp.55-62 15.   3
Ｄ１ The Meaning and Value of Craft at Home（単著） 34th World Congress of the International 
Society for Education through Ａrt （Melbourne） 
Conference Proceedings pp.152-154
15
Ｆ１ 図画工作の授業づくりを理解するための教材開発―理
論と実践をつなげるために―（共著）（小橋暁子・小
林恭代・佐藤真帆）
平成26年度附属学校園連携研究報告書pp.25-
26
15.   3
Ｈ１ MITＡTE Workshpのデザインと評価（共同）（手塚
千尋・佐藤真帆・茂木一司）
第48回日本美術教育研究発表会　東京家政大
学
15. 10. 19
保健体育学
小宮山　伴与志（運動生理学） 10-1
Ｂ１ Reflex control of human locomotion: Existence， fea-
tures and functions of common interneuronal system 
induced by multiple sensory inputs in humans. （共
著）（Nakajima T， Mezzarane RＡ， Komiyama T， EP 
Zehr.）
The Journal of Physical Fitness and Sports 
Medicine， 4（2）， 197-211.
15.   4
Ｂ２ Neuromechanical interlimb interactions and reha-
bilitation of walking after stroke. Replace， Repair， 
Restore. （共著）（Zehr EP， Barss TS， Kraup C， 
Klarner T， Mezaranne RM， Nakajima T， Sun Y and 
Komiyama T.）
Relieve – Bridging Clinical and Engineering 
Solutions in Neurorehabilitation Volume 7 
of the series Biosystems & Biorobotics pp 
219-225
14, 12
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Ｂ３ Phase-dependent reversal of the crossed condition-
ing effect on the soleus Hoffmann reflex from cuta-
neous afferents during walking in humans. （共著）
（Suzuki S， Nakajima T， Futatsubashi G， Mezzarane 
RＡ， Ohtsuka T， Ohki， Y and Komiyama T.）
Experimental Brain Research （in press）. 15.   6
Ｃ１ Plastic changes in inhibitory effect on indirect 
cortico-motoneuonal pathways in humans （共著）
（Nakajima T， Suzuki S， Futatsubashi G， Irie S， 
Komiyama T and Ohki Y）
第38回日本神経科学大会　神戸 15.   7
Ｃ２ Inducing long-term potentiation of indirect cortico-
motoneuronal excitation in relaxed arm muscle 
by utilizing vestibular stimulation in humans （共
著）（Suzuki S， Nakajima T， Irie S， Masugi Y， 
Komiyama T and Ohki Y）
第38回日本神経科学大会　神戸 15.   7
Ｃ３ 足関節捻挫受傷頻度の違いに伴う神経生理学的回復過
程の変化.（共著）（二橋元紀・笹田周作・大塚裕之・
鈴木伸弥・小宮山伴与志）
第70回日本体力医学会大会，和歌山 15.   9
Ｃ４ 足部皮膚神経刺激によるヒラメ筋H反射に対する交叉
性反射効果の歩行位相依存性.（共著）（鈴木伸弥・中
島剛・二橋元紀・大塚裕之・小宮山伴与志）
第50回日本理学療法学術大会 15.   6
Ｃ５ Plasticity of indirect cortico-motoneuronal excita-
tions in relaxed hand muscles in humans （共著）（T. 
NＡKＡJIMＡ， S. SUZUKI， H. OHTSUKＡ， T. ENDOH， 
Y. MＡSUGI， S. IRIE， T. KOMIYＡMＡ， Y. OHKI ）
Society for Neuroscience 2014 （Washington, 
DC）
14. 11. 15
～19
Ｃ６ Phase-dependent cutaneous reflex reversal during 
walking emerges from reflex signs produced by 
afferents in discrete foot sole regions （共著）（T. 
KOMIYＡMＡ， T. NＡKＡJIMＡ， E. P. ZEHR， S. 
SUZUKI， R. Ａ. MEZZＡRＡNE， H. OHTSUKＡ， G. 
FUTＡTSUBＡSHI， T. KLＡRNER， T. S. BＡRSS）
Society for Neuroscience 2014 （Washington, 
DC）
14. 11. 15
～19
Ｃ7 Limb-specific control of interlimb reflex transmis-
sion during walking in humans （共著）（S. SUZUKI， 
T. NＡKＡJIMＡ， G. FUTＡTSUBＡSHI， R. Ａ. 
MEZZＡRＡNE， H. OHTSUKＡ， T. KOMIYＡMＡ）
Society for Neuroscience 2014 （Washington, 
DC）
14. 11. 15
～19
Ｇ１ 第24回関東マスターズ陸上競技選手権大会，男子55歳
の部，棒高跳び，優勝（単著）
江戸川区陸上競技場 15.   7. 20
Ｇ２ 第34回 千葉マ選手権大会　男子55歳の部，棒高跳び，
優勝（3.20m　千葉県新記録）（単著）
千葉県総合スポーツセンター 15.   7. 27
Ｌ１ 日本体力科学編集委員 10～継続中
Ｌ２ Japanee Journal of Physical Fitness and Spoprts Medicine　編集委員 10～継続中
Ｌ３ 千葉マスターズ陸上競技連盟理事 08～継続中
Ｌ４ 日本体力科学評議委員 10～継続中
Ｌ５ 千葉県体育学会理事長 10～継続中
佐　藤　道　雄（運動学） 10-2
Ｆ１ 身体知の表現を活用した運動修正―マット運動・跳び
箱運動―（共著）（佐藤道雄・佐々木篤史）
千葉大学教育学部保健体育科，平成26年度附
属学校連携研究報告書，49-55頁
15.   3. 31
杉　山　英　人（体育学） 10-3
Ｆ１ 書籍紹介　谷田部英正『美しい日本の身体』（ちくま
新書，2007）他（単著）
日本体育学会体育哲学専門領域会報，vol.19（1）， 
pp.5-6.
15.   4. 26
Ｆ２ H. スペンサーの『教育論』における「知・徳・体」
の論理：体育の存立基盤の再検討（単著）
体 育・ ス ポ ー ツ 哲 学 研 究，vol.37，No.1，
pp.70-72.
15.   6. 30
Ｆ３ 「自己決定力を高める体育学習」と「動きが高まる体
育学習」（単著）
千葉大学教育学部保健体育科　平成26年度附
属学校連携研究報告書，第Ⅰ部，pp.1-19.
15.   3. 31
Ｌ１ 日本体育学会体育哲学専門領域編集委員長 09.   7～15.   6　　
Ｌ２ 日本体育学会体育学研究編集委員 13.   4～継続中  　
Ｌ３ 日本体育・スポーツ哲学会理事 09.   1～継続中  　
Ｌ４ 千葉県体育学会編集委員 00.   4～継続中  　
Ｌ５ 千葉県体育学会監事 12.   4.   1～継続中
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瀧　澤　文　雄（保健体育） 10-4
Ｈ１ 会長講演「運動実践の哲学―現象学的観点から実践　
を分析する―」（単独）
第36回日本体育・スポーツ哲学会，愛知教育
大学
15.   8. 19
Ｌ１ 講演「体育とは何か」（単独）（市川市立新浜小学校） 15.   3.   2
Ｌ２ 専門領域企画シンポジウムＢ「ダンスを問うてみる―体育学の視点から見た可能性―」指定討論者（第
66回日本体育学会，体育哲学専門領域シンポジウムＢ，国士舘大学）
15.   8. 27
⻄　野　　　明（保健体育） 10-5
Ｇ１ 平成26年度第30回関東９人制バレーボール実業団選抜
男女優勝大会（選手登録）
甲府市緑が丘スポーツ公園体育館他（山梨） 14. 10.   4
～5
Ｇ２ 平成26年度第14回全日本マスターズ大会（スタッフ・
選手登録）
さいたま市総合記念体育館他（埼玉） 14.   9. 20
～23
Ｇ３ 平成27年度第59回関東９人制バレーボール実業団男女
選手権大会（選手登録）
日野市市民の森ふれあいホール他（東京） 15.   5. 30
～31
Ｇ４ 平成27年度第68回全日本９人制バレーボール実業団選
手権大会（スタッフ・選手登録）
いしかわ総合スポーツセンター他（石川） 15.   7. 24
～27
Ｌ１ 公益財団法人千葉県体育協会　スポーツ医事・科学研究委員会委員 14.   6～継続中
Ｌ２ 関東大学女子サッカー連盟　理事 07.   4～継続中
下永田　修　二（保健体育学） 10-6
Ｂ１ 実験を主体とした科学教育のアセアンおよび東アジア
展開（共著）（ヒワティグ　エイプリル　ダフネ　フ
ロレスカ・山野芳昭・大嶌竜午・馬場智子・山田響子・
飯塚正明・加藤徹也・下永田修二・野村純・山下修一・
ホーン　ベヴァリー）
千葉大学教育学部研究紀要，第63巻，pp35-
42
15.   3.   1
Ｄ１ 助走角度の違いによるインステップキックの足部速度
とストライキングマスの変化について（共著）（來海郁・
中川梓・三宅紘平・浅井武・吉岡伸彦・下永田修二）
第23回日本バイオメカニクス学会大会（東京） 14.   9. 13
Ｄ２ 教育実習期間における実習生の教員に求められる資
質・能力の変化（共著）（下永田修二・菩提寺将・佐々
木篤史・渡辺明日子・七澤朱音・⻄野明・杉山英人・
佐藤道雄・小宮山伴与志・佐藤道雄・瀧澤文雄）
平成26年度第２回千葉県体育学会大会（千葉） 14. 11. 29
Ｌ１ 千葉県体育学会理事（事務局） 08.   5～継続中
Ｌ２ 千葉県キャンプ協会専務理事 13.   4～継続中
Ｌ３ 日本水中スポーツ連盟競技委員会委員・水中ホッケー競技委員長 06.   4～継続中
Ｌ４ 千葉市少年自然の家　事業運営協議会委員 13.   4～継続中
Ｌ５ 千葉県レクリエーション協会評議員 14.   4～継続中
七　澤　朱　音（保健体育） 10-7
Ｃ１ 「moth」（指導/演出） Ａrtistic Movement in Toyama 14.   9. 13
Ｄ１ 実践的指導力を育む大学授業と教育実習の連関―相互
作用行動の「表現のしかた」に着目して―（単）
日本スポーツ教育学会（愛媛県） 14. 10. 25
Ｄ２ 表現運動における教師の省察能力に関する検討―指導
歴・研究歴の有無による差異に着目して―（単）
日本教育大学協会全国保健体育・保健研究部
門第34回全国創作舞踊研究発表会（つくば大
会）
15.   2.   8
Ｄ３ 反省的実践家を育成する校内研修のあり方―授業の参観中に見取り語る方法論の検討―（単）日本体育
学会第66回大会（東京都）
15.   8. 27
Ｌ１ 南房総市立幼稚園指導者講習会（講師）（南房総市立富浦幼稚園） 14. 10. 21
Ｌ２ 千葉市学校ダンス研究発表会（講師）（千葉市教育委員会） 14. 11.   5
Ｌ３ 第46回千葉県女子体育指導者研究発表会（講師）（千葉県教育委員会・千葉県女子体育連盟） 14. 12.   2
Ｌ４ 八千代市教育研究会・表現運動授業研修会（実技研修・理論研修）（八千代市立⻄高津小学校） 14. 12.   3
Ｌ５ 体育授業研究会冬の研修会「表現運動の授業の立案・実践（小学校低学年において）」（講師）（八千代
市立勝田台小学校）
14. 12. 23
Ｌ６ 授業研究会「表現運動の授業を観察評価する（小学校全学年）」（講師）（八千代市立⻄高津小学校） 15.   7.   1
Ｌ7 表現運動・ダンス，実技講習会　音楽編集講座（講師）（千葉県女子体育連盟） 15.   8.   7
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Ｌ８ 千葉県女子体育連盟　副会長 08.   4～継続中
Ｌ９ 体育授業研究会理事 12.   8～継続中
Ｌ10 体育授業研究会編集委員 12.   8～継続中
スポーツ科学
日　高　哲　朗（スポーツ科学） 11-1
Ａ１ バスケットボール　勝つためのフォーメーション（共
著）（日高哲朗・恩塚亨）
マイナビ 15.   4. 23
Ｌ１ 日本バスケットボール協会主催九州地区ブロックエンデバー講師 15.   2. 21～22
Ｌ２ 日本体育協会スポーツ少年団講師 01.   4～継続中
Ｌ３ NPOスポーツ指導者支援協会常務理事 04. 10～継続中
Ｌ４ 日本バスケットボール協会　エンデバー・コーチング・スタッフ 12.   4～継続中
藤　田　幸　雄（スポーツ科学） 11-2
Ａ１ 父がいた幻のグライダー歩兵部隊　―詩人竹内浩三と
歩んだ筑波からルソンへの道（単著）
風詠社 15.   1
Ｌ１ （公財）全日本空手道連盟　選手強化委員会委員 06.   4～継続中
Ｌ２ 筑波大学空手道部総監督 10.   4～継続中
小　泉　佳　右（スポーツ科学） 11-3
Ｈ１ 膝サポーターの着用による膝屈曲および伸展筋力に対
する即時的効果の検証（共同演者）（三澤翔太・渡邉
敬介・千葉隆彦・國島俊樹・福與千鶴・小泉佳右）
第69回日本体力医学会大会（長崎） 14.   9. 19
Ｈ２ アクティブリカバリーの実施タイミングと強度が30秒
全力運動の発揮パワーに与える影響（共同演者）（渡
邉敬介・三澤翔太・千葉隆彦・小泉佳右・藤田幸雄）
平成26年度第２回千葉県体育学会（千葉） 14. 11. 29
Ｌ１ 千葉県大学フットサル連盟　理事長 09.   5～継続中
Ｌ２ 千葉県体育学会　理事 10.   5～継続中
Ｌ３ 千葉県ソフトボール協会国体強化委員会　委員 12.   5～継続中
Ｌ４ 千葉県体育学会編集委員会　委員 12.   5～継続中
Ｌ５ 公益社団法人千葉県サッカー協会フットサル委員会　委員 12.   7～継続中
Ｌ６ 植草学園大学・短期大学公開講座　講師 14. 12. 20～22
Ｌ7 特定非営利法人CUSC　理事 14.   3～継続中
Ｌ８ 千葉県総合スポーツセンター連絡協議会　委員 15.   3～継続中
技　術　学
飯　塚　正　明（技術学） 12-1
Ｃ１ 技術科教員免許取得対象者に対するＣ言語の教授に関
する研究（共著）（飯塚正明・竹下裕菜）
千葉大学教育学部研究紀要　Vol.63 15.   3
Ｈ１ 高起電力タンデムセルに向けたn型及びp型色素増感
太陽電池の作製（共著）（茂木勇樹・大場暁海・趙博文・
山内博・國吉繁一・酒井正俊・飯塚正明・工藤一浩）
第62回応用物理学会春季学術講演会　14a–
D15-6
15.   3. 14
Ｉ１ Fabrication of photo cathode and anode based on 
p- and n-type oxide semiconductors for high volt-
age tandem dye sensitized solar cells （共著）（Yuki 
Mogi， Ａkiumi Oba， Hirofumi Cho１， Hiroshi Yamauchi， 
Shigekazu Kuniyoshi， Masatoshi Sakai， Masaaki 
Iizuka， and Kazuhiro Kudo）
Eighth International Conference on Molecu-
lar Electronics and Bioelectronics　E-P12
15.   6. 22
板　倉　嘉　哉（航空宇宙工学） 12-2
Ｃ１ 実験を主体とした科学教育のアセアンおよび東アジア
展開（査読無）（共著）（野村・山野・友木屋・大嶌・
山田，板倉・木下・他15名）
千葉大学教育学部研究紀要第63巻 15.   3.   1
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Ｈ１ 低速度領域におけるバドミントン用シャトルコックの
空力特性（共著）（板倉・桑原・古村）
第47回流体力学講演会/第33回航空宇宙　数
値シミュレーション技術シンポジウム（東京）
15.   7.   2
Ｈ２ 和蝋燭火炎の振動特性（共著）（板倉・福永） 第34回数理科学講演会（東京） 15.   8. 30
Ｌ１ 日本航空宇宙学会　空気力学部門（科学研究費空力班員） 95～継続中
Ｌ２ 日本機械学会　学会誌編集委員 11～継続中
Ｌ３ 日本産業技術教育学会　評議員 12～継続中
Ｌ４ 第８回高校生理科研究発表会　審査委員（物理） 14.   9. 27
Ｌ５ 宮城県仙台第一高等学校　学術研究SＡB校外研修生受入 15.   7. 10
Ｌ６ 千葉県教育委員会免許法認定講習（金属加工Ⅱ）講師 15.   8. 24～8. 26
山　野　芳　昭（技術教育（電気）） 12-3
Ｈ１ アゾベンゼン化合物添加 LDPE-Ａl2Oナノコンポジッ
トの熱的耐久性（単）
静電気学会講演論文集2014，8Ａa4，pp10-13 14.   9.   8
Ｆ１ 電気絶縁材料―熱的耐久性―第１部：劣化処理手順及
び試験結果の評価（共）
JIS C 2143-1 2015 15.   3. 20
Ｆ２ 電気絶縁材料―熱的耐久性―第８部：簡略化した手順
による熱的耐久性の経産の手引き（共）
JIS C 2143-8 2015 15.   3. 20
Ｊ１ 平成27年IEC活動推進会議（ＡPC）議長賞（単） 日本規格協会IEC活動推進課意義 15.   5. 25
Ｌ１ IEC TC15 MT3 convenor 10.   5～継続中
Ｌ２ IEC TC15　国内委員会委員長 01～継続中
Ｌ３ 静電気学会　副会長 10.   1～継続中
Ｌ４ 電気学会規格調査会理事 10.   4～継続中
Ｌ５ 文部科学省検定済　中学校教科書「新しい技術・家庭」（東京書籍）執筆・編集委員 94～現在　
辻　　　耕　治（技術） 12-4
Ｂ１ Evaluation of soybean genotypes under excessive 
moisture stress in Madhya Pradesh （共著）（Pandey 
S.K.， Shrivastava M.K.， Shrivastava Ａ.N.， Tsuji K.， 
Kobayashi S.）
Soybean Research， 12 Special Issue 1， 168-
171
14.   9
Ｂ２ Effect of drainage， tillage， and land configurations on 
root， nodules and yield of soybean in vertisols （共著）
（Jha Ａ.K.， Dwivedi B.S.， Shrivastava Ａ.K.， Soni M.， 
Taniwaki K.， Kokuryu T.， Kitagawa I.， Tateishi K.， 
Tsuji K.， Kobayashi S.）
Soybean Research， 12 Special Issue 1， 194-
198
14.   9
Ｂ３ Observation materials and diagnostic book on 
soybean insect pests and diseases for farmers of 
Madhya Pradesh， India （共著）（Bhowmick Ａ.K.， 
Yadav V.K.， Shrivastava S.K.， Varma R.K.， Wada T.， 
Kato M.， Tazawa J.， Ochi S.， Tsuji K.， Kobayashi S.）
Soybean Research， 12 Special Issue 1， 202-
206
14.   9
Ｂ４ Evaluation of soybean varieties at high plant den-
sity in west Madhya Pradesh （共著）（Ramgiry S.R.， 
Raidas D.K.， Khandwe R.， Tsuji K.， Kobayashi S.）
Soybean Research， 12 Special Issue 2， 293-
297
14. 12
Ｂ５ Evaluation of phosphorus availability to soybean 
[Glycine max （L.） Merrill] plants on vertisols of 
Madhya Pradesh （共著）（Dwivedi B.S.， Upadhyay 
Ａ.K.， Chouhan N.， Sachidanad B.， Ａe N.， Tsuji K.， 
Kobayashi S.）
Soybean Research， 12 Special Issue 2， 306-
308
14. 12
Ｂ６ Rutin content improvement on Shinano No. 1 variety 
of buckwheat （Fagopyrum esculentum Moench） 
by selection breeding （共著）（Tsuji K.， Tamura S.， 
Murakami N.）
Fagopyrum， 31， 15-19 14. 12
Ｃ１ 実験を主体とした科学教育のアセアンおよび東アジア
展開（共著）（野村純・山野芳昭・友木屋理美・大嶌
竜午・馬場智子・ヒワディグ　エイプリル　ダフネ　
フロレスカ・山田響子・飯塚正明・板倉嘉哉・加藤徹
也・その他13名）
千葉大学教育学部研究紀要，63，35-41 15.   3
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Ｈ１ 科学教育活動をベースとした海外教員インターンシッ
プが学生にもたらす影響の分析（吉田恭子・野村純・
山野芳昭・大嶌竜午・サプト　アシャディアント・馬
場智子・山田響子・飯塚正明・板倉嘉哉・加藤徹也・
その他13名）
日本科学教育学会第39回年会（山形） 15.   8
Ｉ１ Breeding and agronomical approaches for improving 
soybean production in India （Tsuji K.， Husain S.M.）
International symposium on improvement 
of soybean yield potential in the monsoon 
Ａsia （Kyoto， Japan）
14. 12
Ｉ２ Breeding and agronomical approaches for improving 
soybean productivity in Madhya Pradesh of India
The 239 meeting of the crop science society 
of Japan / Mini symposium on agribusiness 
model for future generations; Ａgribusi-
ness opportunity generated via agricultural 
research （Fujisawa， Japan）
15.   3
Ｌ１ 千葉県教育委員会免許法認定講習（技術免許取得者対象）講師 15.   8. 10～12
生　活　科
鈴　木　隆　司（生活科教育） 13-1
Ｂ１ 「学校から仕事へ」つながる生徒学びをつくる（単著） 技術教育研究No.74 15.   7
Ｂ２ 小学校２年生国語科「ものをつくる」の授業の技術教
育からの検討（単著）
技術科教育の研究　第20巻 15.   8
Ｃ１ 教育現場での体験を取り入れた教員養成カリキュラム
に関する基礎的研究（単著）
千葉大学教育学部紀要　第63号 15.   3
Ｄ１ 小学生と楽しくものづくりをしよう（単著） 技術と教育　通巻496号 15.   4
Ｄ２ 生活科で行う栽培学習の新しい活動（単著） 子どもの遊びと手の労働　No.503 15.   7
Ｆ１ 昨日に続く明日を手労研とともに（単著） 子どもの遊びと手の労働　No.500 15.   4
Ｈ１ 「３びきのこぶた」から住まい方を考えるテキストの
作成（共同）（鈴木隆司・加藤美沙）
日本産業技術教育学会第26回関東支部大会
（神奈川）
14. 12. 14
Ｈ２ 小学校２年生国語科「ものをつくる」の授業の再検
（単独）
第20回日本産業技術教育学会技術教育分科会
研究発表会（東京）
14. 11. 23
Ｈ３ 大きなカブ大作戦　小学校２年生の実践より（単独） 子どもの遊びと手の労働研究会第42回全国大
会（東京）
15.   8.   2
Ｈ４ 子どもの学ぶ姿から小学校のものづくり教育を考える
（単独）
技術教育研究会第48回全国大会（筑波山） 15.   8.   9
Ｈ５ 小学校生活科における栽培学習の再検討（単独） 技術教育研究会第48回全国大会（筑波山） 15.   8. 10
Ｈ６ 教員養成系大学･学部改革の現状と課題（単独） 技術教育研究会第48回全国大会（筑波山） 15.   8. 11
Ｋ１ 中学校教育実習時期移行に伴う学生の指導案作成の演
習授業の開発（共同）（鈴木隆司・三宅健次）
千葉大学教育学部附属学校連携研究 15.   5
Ｋ２ 教育学部―附属小学校の連携した実習を伴う授業の構
成について（共同）（鈴木隆司・黒川節子・折原俊一）
千葉大学教育学部附属学校連携研究 15.   5
Ｋ３ 附属小学校における基礎見学実習の方法に関する基礎
的研究（共同）（鈴木隆司・半田康・村上勝正・村田
正実）
千葉大学教育学部附属学校連携研究 15.   5
Ｌ１ 和光学園評議員 13. 11. 21～　　　
Ｌ２ 子どもの遊びと手の労働研究会事務局長 ～16.   8.   1　　　
Ｌ３ 技術教育研究会常任委員・会誌編集委員 ～16.   8.   1　　　
Ｌ４ 千葉県市川市総合的学習研究会　指導講師 15.   9  　　　　　
Ｌ５ 学校法人新名学園旭丘高等学校　教育研究集会　指導講師 15.   1並びに15.   8
Ｌ６ 千葉県教育委員会　免許法認定講習　講師（生活） 15.   8  　　　　　
Ｌ7 千葉市教育研究会　生活科・総合的学習合同部会　指導講師 15.   6  　　　　　
Ｌ８ 千葉大学教育学部附属小学校　非常勤講師 15.   4～  　　　　
Ｌ９ 千葉大学教育学部附属中学校　非常勤講師（技術） 15.   4～  　　　　
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家　庭　科
伊　藤　葉　子（家庭科教育学・保育教育学） 14-1
Ａ１ Japanese preschoolers rule the classroom through 
play （International Perspectives on Children’s Play， 
pp. 134-145）（共著）（Satomi Izumi-Taylor， Yoko Ito）
Mc Graw Hill Education 15.   4
Ｂ１ Education for Sustainable Development to Nurture 
Sensibility and creativity （査読有）（共著）（Yoko 
Ito， Setsuko Nakayama）
International Journal of Development Edu-
cation and Global Learning， Vol. 6（2）， pp. 
5-25
14. 10.   1
Ｂ２ 地方公共団体における父親の子育て支援（査読有）（共
著）（岡田みゆき・伊藤葉子・一見真理子）
日本家政学会誌，Vol. 65，pp. 587-597 14. 10.   1
Ｂ３ 家庭科におけるESD実践のための現職教員向け教育
プログラムの開発（査読有）（共著）（伊藤葉子・中山
節子）
日本家政学会誌，Vol. 66，pp. 351-359 15.   7.   1
Ｃ１ 市町村発行のひとり親家庭向けガイドブックの内容分
析（共著）（伊藤葉子・計良友美）
千葉大学教育学部研究紀要，Vol. 63 15.   3.   1
Ｈ１ 「生活時間」を教材としたESD実践（共同）（小野恭
子・中山節子・伊藤葉子・⻄原直枝）
日本家庭科教育学会第58回大会（鳴門教育大
学）
15.   6. 27
Ｈ２ 外国につながりのある小学校児童の現状と家庭科の課
題（共同）（伊藤葉子・河村美穂・上野顕子・福留奈
美・堀江さおり・松本由香）
日本家庭科教育学会第58回大会（鳴門教育大
学）
15.   6. 27
Ｈ３ アジア諸国における家庭科プロフェッショナル育成の
研修プログラム及び研修用テキストの開発（共同）（中
山節子・伊藤葉子・河村美穂・藤田智子・⻄原直枝）
日本家庭科教育学会第58回大会（鳴門教育大
学）
15.   6. 28
Ｉ１ Cooking Class in “Kateika” for times of Emergency: 
Practices in Junior High School and Elementary 
School in Chiba， Japan （共同）（Ikuyo Kamano， Nao 
Furushige， Yoko Ito）
18th Biennial International Congress of 
ＡRＡHE （Hong Kong）
15.   8.   4
～7
Ｉ２ Ａ Development of Learning and Training Program 
for Home Economics Professionals in Ａsian Regions （共
同） （Setsuko Nakayama， Yoko Ito， Miho Kawamura， 
Tomoko Fujita， Naoe Nishihara）
18th Biennial International Congress of 
ＡRＡHE （Hong Kong）
15.   8.   4
～7
Ｉ３ Situation and Educational Problems of Non-Japanese 
Children living in Japan （共同）（Yoko Ito， Miho 
Kawamura， Ａkiko Ueno， Nami Fukutome， Saori Horie）
18th Biennial International Congress of 
ＡRＡHE （Hong Kong）
15.   8.   4
～7
Ｌ１ 生活科学系コンソーシアム運営委員 13.   5～継続中
Ｌ２ 「人間力を育む千葉ESDの地域展開」事業ESDコーディネータ 15.   4～継続中
Ｌ３ 日本家庭科教育学会会長 15.   7～継続中
Ｌ４ 生活やものづくり学びネットワーク世話人代表 15.   9～継続中
Ｌ５ 2017ＡRＡHE日本大会実行委員会副委員長 15.   9～継続中
Ｌ６ 教員免許状更新講習講師 15. 10.   4   　　
久　保　桂　子（家庭経営学） 14-2
Ａ１ 男女共同参画統計データブック―日本の女性と男性―
2015（共著）（伊藤陽一・久保桂子・林玲子・水野谷
武志・他10名）
ぎょうせい 15.   5.   1
Ｃ１ 保育園児を持つ母親の仕事と子育ての葛藤（単著） 千葉大学教育学部研究紀要　63巻　pp.279-286 15.   3.   1
Ｆ１ 子育てと仕事の両立に関する調査報告書（2013年調査
報告）（単著）
千葉大学教育学部家庭経営学研究室 15.   3. 20
Ｈ１ 共働き夫婦の夫の家事・育児参加に対する妻の評価と
妻の性役割意識（単独）
日本家政学会第67回大会（岩手） 15.   5. 23
Ｈ２ ライフヒストリーの語りを取り入れた生活設計教育
（共同）（仲田郁子・久保桂子）
日本家庭科教育学会第58回大会（徳島） 15.   6. 27
Ｌ１ 習志野市男女共同参画審議会委員 12.   4～継続中
Ｌ２ 千葉市消費生活審議会委員 12.   6～継続中
Ｌ３ （一社）日本家政学会家族関係学部会部会長 12. 10～14. 10
Ｌ４ （一社）日本家政学会関東支部長 14.   4～継続中
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Ｌ５ （一社）日本家政学会理事 14.   5～継続中
Ｌ６ 生活やものづくりの学びネットワーク世話人 14.   6～継続中
谷田貝　麻美子（被服学） 14-3
Ｂ１ 乳がん術後女性の装いの支援（査読無）（単著） 日本衣服学会誌，Vol.58，3-8 14. 10. 31
Ｂ２ 温熱的観点からみた乳がん術後女性のための補整具素
材の水分特性（査読有）（共著）（諸岡晴美・佐野加永
子・谷田貝麻美子）
繊維製品消費科学，Vol.56，pp.54-60 15.   1
Ｃ１ 筋負荷および主観評価からみた乳がん術後女性の補整
具重量の検討（査読無）（共著）（諸岡晴美・佐野加永
子・大目木幸子・渡邊敬子・谷田貝麻美子）
京都女子大学生活造形，Vol.60 15.   2
Ｆ１ 衣服の百科事典（共著）（高部啓子・大塚美智子・田
中淑江・森俊夫・團野哲也・日下部信行・安藤文子・
島崎恒蔵・青山喜久子・谷田貝麻美子・他）
丸善出版 15.   4
Ｈ１ 色彩画像解析を用いた着物地の光による変退色の評価
（共同）（片渕奈美香・生野晴美・森俊夫・谷田貝麻美子）
日本衣服学会第66回大会（東京） 14. 11. 15
Ｈ２ 個人によるものづくりの最新動向　―市民参加型のも
のづくり工房「ファブラボ」―（共同）（本多素子・
谷田貝麻美子）
日本衣服学会第66回大会（東京） 14. 11. 15
Ｈ３ デジタルものづくりにおける学習支援　―国内ファブ
ラボ訪問調査報告―（共同）（本多素子・飯田隆一・
大谷忠・谷田貝麻美子）
日本科学教育学会第39回年回（山形） 15.   8. 23
Ｌ１ 日本繊維製品消費科学会諮問委員 継続中
Ｌ２ 日本衣服学会幹事 継続中
Ｌ３ 一般財団法人洗濯科学協会理事・「洗濯の科学」編集委員 継続中
中　山　節　子（家庭科） 14-4
Ａ１ Time Use Survey 2004 in Jalarta， Indonesia （共著）
（Midori Otake ed.， Mariet Tetty Nuryetty， Setsuko 
Nakayama）
Tokyo Gakugei Press 15.   4
Ａ２ 市民社会をひらく家庭科（共著）（赤塚朋子・荒井紀子・
河村美穂・高木直・室雅子・望月一枝・渡瀬典子・中
屋紀子・柳昌子・中山節子・その他7人）
ドメス出版 15.   6. 27
Ａ３ 家庭科教育（共著）（大竹美登利編著・池尻加奈子・
伊深祥子・小野恭子・叶内茜・菊池英明・倉持清美・
後藤さゆり・佐藤麻子・中山節子・他10人）
一藝社 15.   8. 21
Ｂ１ Characteristics of Time Use by Indonesian Youth 
Ａged 10 to 19 -Ａs Seen through Comparison with 
Japanese Youth- （査読有）（共著）（Setsuko Nakayama， 
Midori Otake）
Journal of ＡRＡHE， Vol.22（2）， pp.80-88 15.   6
Ｂ２ 家庭科におけるESD実践のための現職教員向け教育
プログラムの開発（査読有）（共著）（伊藤葉子・中山
節子）
日本家政学会誌，No.7　Vol.66，pp.351-359 15.   7. 15
Ｃ１ アジア諸国における家庭科プロフェッショナル育成の
研修プログラムの開発（共著）（中山節子・伊藤葉子・
河村美穂・藤田智子・⻄原直枝）
千葉大学教育学部研究紀要，第63巻，29-34 15.   3
Ｃ２ 教員養成大学大学生の生活・労働への準備性に関する
一考察（共著）（田村愛架・中山節子・藤田昌子・小
野恭子）
鹿児島大学教育学部研究紀要，第66巻，103-
117
15.   3
Ｈ１ アジア諸国における家庭科プロフェッショナル育成の
研修プログラム及び研修用テキストの開発（中山節
子・伊藤葉子・河村美穂・藤田智子・⻄原直枝）
第58回日本家庭科教育学会（徳島） 15.   6. 28
Ｉ１ Ａ Development of Learning and Training Program 
for Home Economics Professionals in Ａsian Regions 
（Tomoko Fujita， Setsuko Nakayama， Yoko Ito， 
Miho Kawamura， Naoe Nishihara）
18th ＡRＡHE Biennial International Con-
gress （香港） 2015
15.   8.   3
～7
Ｊ１ 第7回　昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東真理
子基金）
15.   5. 19
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Ｌ１ 日本家庭科教育学会　編集委員会　委嘱委員 13.   7～15.   6
Ｌ２ 日本家政学会　生活経営学部会　常任委員 14.   8～15.   6
米　田　千　惠（食物学） 14-5
Ａ１ 魚介の科学（食物と健康の科学シリーズ）（共著）（阿
部宏喜・米田千恵・他12名）
朝倉書店 15.   7. 25
Ｂ１ 実験を主体とした科学教育のアセアンおよび東アジア
展開（査読無）（共著）（野村純・山野芳昭・米田千恵・
他20名）
千葉大学教育学部研究紀要　Vol.63，35-42
頁
15.   3.   1
Ｈ１ ＡSEＡN共生時代の科学技術教員のためのリカレント
教育プログラムの開発（共著）（藤田剛志・山野芳昭・
鶴岡義彦・野村純・米田千恵・他９名）
日本科学教育学会　第39回年会 15.   8. 22
Ｈ２ 科学教育活動をベースとした海外教員インターンシッ
プが学生にもたらす影響の分析（共著）（野村純・山
野芳昭・米田千恵・他20名）
日本科学教育学会　第39回年会 15.   8. 22
Ｈ３ 家庭科における衛生および環境の視点と まな板の衛生
管理に関する一考察（共著）（米田千恵・山本愛）
日本調理科学会　平成27年度大会 15.   8. 25
Ｌ１ 日本家政学会編集委員 14.   5～継続中
Ｌ２ 日本家庭科教育学会編集委員 15.   7～継続中
Ｌ３ 千葉県総合教育センター「あなたのためのおべんとう」コンクール実行委員会の審査委員 15.   6～継続中
特殊教育学
北　島　善　夫（障害児心理学） 15-1
Ｂ１ Motor Skills and Social Impairments in Children 
With Ａutism Spectrum Disorders: Ａ Pilot Study 
Using the Japanese Version of the Developmental 
Coordination Disorder Questionnaire （DCDQ-J）（共
著）（Shogo Hirata， Ａkio Nakai， Okuzumi Hideyuki， 
Yoshio Kitajima， Tomio Hosobuchi， and Mitsuru 
Kokubun）
http://sgo.sagepub.com/content/5/3/ 
2158244015702518
15.   8. 26
Ｃ１ ヘルス・プロモーティング・スクール評価票を用い
た教員検討会による学校アセスメント―幼稚園・小
学校・中学校・特別支援学校における評価―（共著）
（岡田加奈子・礒邉聡・小橋暁子・砂上史子・北島善
夫・中澤潤・宮寺千恵・ホーン ベヴァリー・小林英
恵・互光子）
千葉大学教育学部研究紀要，63，311-316. 15.  3.  1
Ｆ１ 知的障害特別支援学校におけるヘルスプロモーション
の研究（５）―プロセスモデルの実践に向けて―（共著）
（北島善夫・宮寺千恵・友部彩花・渡邊和弘）
平成26年度千葉大学教育学部－附属学校園間
連携研究成果報告書，21-22.
15.  8.  6
Ｌ１ 日本特殊教育学会編集委員 10.   1～継続中
Ｌ２ 日本発達障害学会常任編集委員 12.   4～継続中
Ｌ３ 千葉県教育委員会参与（子どもと親のサポートセンター） 継続中
Ｌ４ 千葉市心身障害児童生徒就学指導委員会委員 継続中
Ｌ５ 千葉市立第二養護学校学校評議員 12.   4.   1～継続中
Ｌ６ 社会福祉法人あしたば中野学園地域生活者支援課教育相談委員 継続中
Ｌ7 社会福祉法人千葉市手をつなぐ育成会でい・まさご第三者委員 継続中
真　城　知　己（障害児教育） 15-2
Ａ１ 特別支援学校教員採用試験　2016年度版（単著） 一ツ橋出版 14. 12
Ｂ１ イングランドにおける特別な教育的ニーズのある生
徒の中等学校選択制度の特徴―アプリケーション・
フォームに注目して―（内海友加利・真城知己）
千葉大学教育学部研究紀要　第62巻　pp.199-
203
15.   3
Ｂ２ 小・中学校教師と特別支援学校教師のインクルーシヴ
教育に対するイメージの特徴
発達障害支援システム学研究，第14巻１号，
pp.27-34
15.   7
─ 504 ─
千葉大学教育学部研究紀要　第64巻　研究活動状況
Ｄ１ 小学校及び特別支援学校学習指導要領の双方に関連づ
けた「交流及び共同学習」の実践的検討―国語科にお
ける附則９条本「そらいろのたね」を補助電子教材化
した授業実践を通して―（庭野公恵・真城知己）
日本特殊教育学会第52回大会発表論文集（高
知大学）p1c6
14.   9
Ｄ２ デンマークのインクルーシヴ教育に関わる改革動向
（北欧におけるインクルーシブ教育の特徴と近年の改
革動向）（是永かな子・石田祥代・真城知己）
日本特別ニーズ教育学会第20回大会発表要旨
集（茨城大学）pp.38-41
14. 10
Ｄ３ 教員養成課程学生の医療的ケアと連携に対する意識調
査（松本優子・真城知己）
日本特別ニーズ教育学会第20回大会発表要旨
集（茨城大学）pp.98-99
14. 10
Ｄ４ イングランドにおける中等学校選択の際のアプリケー
ション・フォームの特徴―特別な教育的ニーズのある
生徒の場合―（内海友加利・真城知己）
日本特別ニーズ教育学会第20回大会発表要旨
集（茨城大学）pp.88-89
14. 10
Ｄ５ Teacher’s Image on Inclusive Education （Sanagi，T. 
and Matsumoto， Y.）
International Conference on Ａcademic Dis-
cipline 2015 Vegas
15.   3
Ｄ６ Ａre there any differences between mainstream and 
special schools teachers in the image on inclusive 
education? 
2015 International Education Conference in 
London
15.   6
Ｄ7 Ａttitudes to normalization and inclusive education Inclusive and Supportive Education Con-
gress （ISEC2015） （University of Lisbon， 
Portugal）
15.   7
Ｄ８ Beyound School Walls: partnership and cooperation 
（round table ２）
Inclusive and Supportive Education Con-
gress （ISEC2015） （University of Lisbon， 
Portugal）
15.   7
Ｄ９ 病弱教育における前籍校への「復学」支援の実際とそ
の背景（山本栞・真城知己）
日本育療学会第19回学術集会（東洋大学），
pp.39
15.   8
Ｌ１ 千葉県子どもと親のサポートセンター・スクールアドバイザー 05～現在
Ｌ２ 千葉県立湖北特別支援学校開かれた学校委員会委員長 14～現在
Ｌ３ 千葉県特別支援学校教員免許状認定講習講師 99～現在
Ｌ４ 千葉県特別支援教育専門家チーム委員 14.   4～現在
Ｌ５ 高等学校における個々の能力・才能を伸ばす特別支援教育モデル事業委員（千葉県立佐原高等学校） 14.   5～現在
細　川　かおり（特別支援教育） 15-3
Ａ１ ダウン症者とその家族でつくる豊かな生活（共著）（菅
野敦・橋本創一・小島道生（編著）・他）
福村出版 15.   7
Ｂ１ 保育所における特別な配慮を要する子どもに対する園
内の支援体制に関する調査研究―３歳未満児を対象
に―（査読有）（共著）（細川かおり・早川悦子・菅野敦）
発達障害支援システム研究，14（1），p21-26 15.   7
Ｄ１ 心理療法―言語聴覚士介入前の乳幼児期での言語の促
しを目的とした心理アプローチについて―（査読無）
（単著）
小児内科，46（11），p1633-1635 14. 11
Ｈ１ 遊びを育てることによる気になる子どもの行動の変容
―多様な子どもが在籍するクラスの保育実践事例か
ら―（単著）
日本発達障害学会第 48 回大会発表論文集，
p168
15.   5
Ｉ１ Support needs of childcare staff in inclusive childcare 
in Japan （共著）（Chiaki Masu， Souichi Hashimoto， 
Ａki Doyama， Kaori Hosokawa）
IＡSSIDD Ａmericas Regional Congress Pro-
gram
15.   5
真　鍋　　　健（障害児心理学） 15-4
Ａ１ 保育現場で使えるカウンセリング・テクニック　子ど
もの保育･発達支援編（共著）
ぎょうせい，40-51　82-89 15.   6
Ａ２ つながる・つなげる障害児保育　かかわりあうクラス
づくりのために（共著）
保育出版社，58-59 15.   8
Ｈ１ 生態学的視点に基づいた就学移行支援に関する研
究―水平・垂直的移行の様態変化の把握を通して（単
著）
日本特殊教育学会第52回大会（高知） 14.   9
Ｈ２ 統合保育における肢体不自由児の発達や学習レディネ
スの保障に向けた検討―Building Blocksモデルの階層
的支援の観点から（単著）
日本小児保健協会第62回大会（長崎） 15.   6
─ 505 ─
研 究 活 動 状 況
Ｋ１ 子育てと絵本（単著） 渋谷育英会「たくましい子になろう教育塾」
教育徒話
15.   8
Ｌ１ 千葉県教育委員会　特別支援学校教諭免許法認定講習講師 14.   4～継続中
Ｌ２ 高等学校における個々の能力・才能を伸ばす特別支援教育モデル事業委員（千葉県立幕張総合高 
等学校）
幼児教育学
岡　部　裕　美（ピアノ） 16-1
Ｇ１ トレペティ10周年記念演奏会（共）（岡部裕美（Pf）・
今福充（Ten）・村上初美（Sop）・江田亮太（Fl））
すみだトリフォニーホール小ホール 14.   9. 27
Ｇ２ バラの花束第４回コンサート（共）（岡部裕美（Pf）・
今福充（Ten））
千葉市美浜文化ホール音楽ホール 15.   1. 26
Ｇ３ バレンタインコンサート（共）（岡部裕美（Pf）・今福
充（Ten）・光野篤（Vc））
八千代台文化センター 15.   2. 15
Ｇ４ サロンコンサート（共）（岡部裕美（Pf）・齋藤渉（Bass）） 臼井澤島邸ホール 15.   4.   4
Ｇ５ 第11回サラウンデッド　バイローゼス　コンサート
（共）（岡部裕美（Pf）・二木恵子（Ａ）・⻄村恵美子（S）・
濱本優美子（M）・小林孝一（T））
Dr.本間’s ゲストハウス　コンサートサロン 15.   5. 10
Ｌ１ 日本ピアノ研究会ジュニアピアノコンクール　オーディション審査委員 05～継続
砂　上　史　子（保育学） 16-2
Ｂ１ 幼稚園４歳児クラスの片づけにおける保育者の実践知
―時期の異なる映像記録に対する保育者の語りの分
析―（査読有）（共著）（砂上史子・秋田喜代美・増田
時枝・箕輪潤子・中坪史典・安見克夫）
日本家政学会誌　第66巻第１号，pp.8-18 15.   1. 10
Ｃ１ 幼稚園の飼育当番活動における責任と報酬の分配（査
読無）（共著）（下山薫・砂上史子・松嵜洋子）
千葉大学教育学部研究紀要　第63巻，pp.129-
136
15.   3.   1
Ｃ２ ヘルス・プロモーティング・スクール評価票を用いた
教員検討会による学校アセスメント―幼稚園・小学
校・中学校・特別支援学校における評価―（査読無）
（共著）（岡田加奈子・磯邉聡・小橋暁子・砂上史子・
北島善夫・中澤潤・宮寺千恵・ホーン　ベヴァリー・
小林英恵・互光子）
千葉大学教育学部研究紀要　第63巻，pp.311-
316
15.   3.   1
Ｄ１ 保育における人間関係（1）―感情リテラシーの重要
性―（査読無）（単著）
キリスト教保育　2014年10月号（第547号），
pp.38-40
14. 10.   1
Ｄ２ 保育における人間関係（２）―子どもを健やかに育むコ
ミュニケーションの質―（査読無）（単著）
キリスト教保育　2014年11月号（第548号），
pp.38-40
14. 11.   1
Ｄ３ 時期による幼稚園の片づけの違い―映像記録に対する
語りの分析―（査読無）（単著）
野間教育研究所紀要第56集　園における知の
創出と共有（幼児教育部会），pp.39-66
15.   4. 28
Ｆ１ 幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説（秋田喜
代美・阿部宏行・網野武博・岩田純一・岩立京子・榎
沢良彦・大方美香・大川美紀子・岡上直子・砂上史子・
他43名）
内閣府・文部科学省・厚生労働省（フレーベ
ル館）
15.   2. 25
Ｆ２ 技術・家庭　家庭分野（大竹美登利・鈴木真由子・綿
引伴子・鶴田敦子・安藤茂樹・塩入睦夫・竹野英敏・
赤塚明子・赤松純子・砂上史子・他62名）
開隆堂出版株式会社 15.   2. 27
Ｈ１ 「実践者と研究者の協働」から探る保育研究の独自性
と自立性（自主シンポジウム「実践者と研究者相互の
成長につながる協働のあり方」話題提供）
日本乳幼児教育学会第24回大会研究発表論文
集，pp.74-75（広島大学）
14. 11. 30
Ｈ２ 「『かいじゅうたちのいるところ』をめぐる冒険を支え
る保育・幼児教育」（自主シンポジウム「子どもと養
育者の感情にかかわる支援」話題提供/企画・司会）
日本発達心理学会第26回大会論文集，ss2-2
（東京大学）
15.   3. 20
Ｈ３ 「保育・幼児教育における遊びと保育者の感情」（自主
シンポジウム「保育における感情労働と養成校の課題
２―子どもの主体的な遊びにかかわる力を育む保育者
養成とは―」指定討論）
日本保育学会第68回大会プログラム，pdf41-2
（椙山女学園大学）
15.   5. 10
─ 506 ─
千葉大学教育学部研究紀要　第64巻　研究活動状況
Ｈ４ ４歳児の片づけ場面における保育者の援助―園におけ
る片付けの実態の違いに着目して―（箕輪潤子・秋田
喜代美・安見克夫・増田時枝・中坪史典・砂上史子）
日本教育心理学会第57回総会発表論文集，p.641
（朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター））
15.   8. 28
Ｋ１ 特別プログラム「映画『隣る人』を見て，今一度『養
護』とは何かを考える」（ナビゲーター・対談）（砂上
史子・久留島太郎）
日本養護教諭学会第22回学術集会抄録集，
p.257（千葉大学）
14. 10. 12
Ｋ２ 保育の夜明け（特別篇）　保育図書・保育雑誌編集委
員会報告「研修を考える―保育の質向上に向けて―」
（北野幸子・飯田美和・無藤隆・汐見稔幸・大日向雅美・
増田まゆみ・大澤力・小林紀子・師岡章・大豆生田啓
友・矢藤誠滋郎・砂上史子）
保育ナビ　2014年12月号　フレーベル館，
pp.2-7
14. 12.   1
Ｋ３ 対談　保育の夜明けvol.11「保育新制度の子育て支援。
新制度の意義とこれからの見通し」（大日向雅美・砂
上史子）
保育ナビ　2015年２月号　フレーベル館，
pp.2-7
15.   2.   1
Ｋ４ 特集　「今，保育における感情リテラシーを考える：
職員が“辞めない”職場，“育つ”職場とは」　・鼎談：
「感情を分かち合える組織へ：保育者の専門性として
の感情リテラシーを考える」諏訪きぬ×武井麻子×砂
上史子　・もっと知りたい　感情労働・感情リテラ
シー　・まとめ：機嫌のよい保育者，機嫌のよい職場
を目指して（監修）
保育ナビ　2015年３月号　フレーベル館，
pp.12-21，24-25
15.   3.   1
Ｋ５ 座談会　保育の夜明け　特別編「国の動き。保育界の
動き。振り返りと2015年度以降予想」（無藤隆・大豆
生田啓友・砂上史子）
保育ナビ　2015年４月号　フレーベル館，
pp.20-27
15.   4.   1
Ｋ６ 対談　保育の夜明け2015　vol.5 「新制度が掲げる『質
の高い保育』の充実へ―造形表現の役割と可能性―」
（槇英子・砂上史子）
保育ナビ　2015年８月号　フレーベル館，
pp.22-27
15.   8.   1
Ｌ１ 浦安市　保育カウンセラー 06～継続中    　　　
Ｌ２ 浦安市立若草幼稚園　園内研修　講師 14. 10. 20
Ｌ３ 千代田区立番町幼稚園　園内研究会　講師 14. 11. 14
Ｌ４ 浦安市立堀江幼稚園　園内研修　講師 15.   1. 30
Ｌ５ 千葉大学教育学部附属特別支援学校第42回公開研究会（小学部）　助言者 15.   2. 20
Ｌ６ 品川区立平塚すこやか園　園内研究会　講師 15.   4. 24
Ｌ7 品川区立二葉すこやか園　園内研究会　講師 15.   5. 22
Ｌ８ 足立区教員委員会子ども家庭部　平成27年度「保育力向上研修」講師 15.   5. 29
Ｌ９ 浦安市立若草幼稚園　園内研修　講師 15.   6. 26
Ｌ10 大阪府社会福祉協議会　「平成27年度　保育士の専門性を高める　連続研修会（園長・リー
ダー・主任保育士研修会）」　講師
 15.   8. 19
Ｌ11 習志野市立幼稚園・保育所私立化ガイドライン改定懇話会委員 15.   5.   1～16.   4. 30
Ｌ12 公益財団法人　野間教育研究所　兼任研究員（幼児教育研究） 15.   4. 14～16.   3. 31
Ｌ13 公益社団法人　全国幼児教育研究会　調査研究実行委員 15.   7.   1～16.   3. 31
Ｌ14 放送大学　客員准教授（オンライン授業科目「幼児理解の理論及び方法」 15.   4.   1～16.   3. 31
Ｌ15 一般社団法人　臨床発達心理士認定運営機構　資格認定委員会委員 15.   3.   1～継続中
冨　田　久　枝（幼児教育） 16-3
Ａ１ 事例でわかる　幼稚園幼児指導要録作成マニュアル
（共（監修））（冨田久枝・幼稚園教員約20名）
成美堂出版 15.   3.   1
Ａ２ 保育現場で使えるカウンセリング・テクニック　子ど
もの保育・発達支援（共（編著））（諸冨祥彦・冨田久
枝）
ぎょうせい 15.   6. 10
Ａ３ 保育現場で使えるカウンセリング・テクニック　保護
者支援・先生のチームワーク（共（編著））（諸冨祥
彦・冨田久枝）
ぎょうせい 15.   6. 11
Ａ４ 生涯発達の中のカウンセリングⅠ　コラム「保育を支
えるカウンセリング」（共）（大川一郎・濱口佳和・安
藤智子・冨田久枝）
サイエンス社 15.   7. 10
─ 507 ─
研 究 活 動 状 況
Ｃ１ 障害当事者とその親の成長に伴う心情　―先天性色覚
異常者とその親の質的検討（査読無）（共）（冨田久
枝・岡田あずさ）
千葉大学教育学部紀要　第63巻 15.   3.   1
Ｈ１ 教育カウンセリングの知見や手法を用いた育児・保
育支援を考える　Part Ⅴ（共）（冨田久枝・栗原ひと
み・原田友毛子・水畑久美子・山下みどり）
日本教育カウンセリング学会第12回大会（鹿
児島）
15. 11.   1
Ｈ２ 乳幼児教育におけるESD　―幼児教育実践史をめ
ぐって―（共）（冨田久枝・吉川はる奈・片山知子・
名須川知子・上垣内伸子・⻄脇二葉）
日本乳幼児教育学会第24回大会（広島） 15. 11. 29
Ｈ３ 動物飼育における保育者意識と子どもの飼育態度との
関連性　―幼児期の動物・植物・モノへの生死に関す
る概念の発達を考える（共）（冨田久枝・石川亜紗美）
日本発達心理学会第26回大会（東京） 15.   3. 20
Ｈ４ 母親の自主運営型保育：プレイセンターの日本の保育
における意義（単）
日本保育学会第68回大会（名古屋） 15.   5.   9
Ｈ５ 自由遊びにおける保育者の去りと子どもの行動（共）
（北田沙也加・岡田あずさ・倉持早希子・睦蓮淑・山
田千愛・中澤潤・冨田久枝）
日本保育学会第69回大会（名古屋） 15.   5.   9
Ｈ６ ニュージーランドに見られる小さな森の中の幼稚園
（共）（溝邊和成・冨田久枝）
日本保育学会第70回大会（名古屋） 15.   5. 10
Ｈ7 地域をつなぐ・地域を創る　乳幼児期のESDの課題と
展望（共）（冨田久枝・上垣内伸子・片山知子・⻄脇
二葉・萩原元昭・藤井修・名須川知子・金田利子・田
爪宏二）
日本保育学会第71回大会（名古屋） 15.   5. 10
Ｋ１ ゆたかな子ども「親子カウンセリングルーム」連載（プ
チ２回，本編２回）（単）
KＡWＡI 河合楽器製作所 13～
継続中
Ｌ１ ベネッセスタイルケア　チャイルドケア事業部　運営保育所の巡回相談顧問 12.   4～継続中
Ｌ２ 墨田区　保育支援コーディネーター　講習会講師 12.   4～継続中
Ｌ３ 日本教育カウンセリング学会　常任理事　編集委員長 12. 10～継続中
Ｌ４ 日本教育カウンセラー教会　評議員 14.   4～継続中
Ｌ５ 一般社団法人　臨床発達心理士運営機構　臨床発達心理士資格認定委員 14.   4～継続中
Ｌ６ OMEP（世界幼児保育機構）日本委員会　理事 14.   4～継続中
Ｌ7 千葉市　集団行動アシスト事業　参画委員 12.   4～継続中
Ｌ８ 千葉県　男女共同参画推進懇話会　メンバー 12.   4～継続中
中　澤　　　潤（発達心理学・幼児心理学） 16-4
Ａ１ 改訂４版　看護実践のための心理学（共著） メディカ出版（pp.27-36） 15.   2.   5
Ａ２ 発達心理学特論（共著） 放送大学教育振興会（pp.173-225.） 15.   3. 20
Ａ３ 昔話から学ぶ人間の成長と発達（共編著） ナカニシヤ出版（pp.8-10，80-85，115-120）. 15.   3. 30
Ａ４ Fathers across cultures: The importance， roles， and 
diverse practice of dads. （共著）
Praeger （pp.307-324） 15.   8. 26
Ｂ１ Using infrared thermography to assess emotional 
responses to infants （査読あり）（共著）（Esposito， G. 
Nakazawa， J.，Ogawa，S.， Stival， .R.， Putnick， D.L.， & 
Bornstein， M.H.）
Early Child Development and Care， 185（3）， 
438–447.
15.   2.   4
Ｂ２ Baby， You Light-up My Face: Culture-General Physi-
ological Responses to Infants and Culture-Specific 
Cognitive Judgements of Ａdults. （査読あり）（共著）
（Esposito，G.， Nakazawa，J.， Ogawa，S.， Stival，R.， 
Kawashima，Ａ.， Putnick，D.L.， & Bornstein，M.H.）
Plos One， 9， （10）， e106705. 14. 10. 29
Ｂ３ 父親の育児を考える（査読無し）（単著） 教育心理学年報，53，205-207. 14.   3
Ｂ４ 小，中学生の先天性心疾患患児の疾患理解―患児の
「年齢」と疾患の「重症度」による疾患理解の比較―
（査読あり）（共著）（久保瑶子・中島弘道・中澤潤）
日本小児循環器学会雑誌，31（1-2），52-60. 15.   3.   1
Ｂ５ Judgement of infant cry: The roles of acoustic char-
acteristics and sociodemographic characteristics. （査
読あり） （共著） （Esposito，G.， Nakazawa，J.， Venuti，P.， 
& Bornstein，M.H.）
Japanese Psychological Research， 57， 126-
134. 
15.   4. 28
Ｂ６ 発達検査（査読あり）（単著） 児童心理学の進歩2015年版　pp.195-221. 15.   6. 20
─ 508 ─
千葉大学教育学部研究紀要　第64巻　研究活動状況
Ｃ１ 身体の臓器に関する知識の発達（査読無し）（共著）（久
保瑶子・中澤潤）
千葉大学教育学部研究紀要，63，153-158. 15.   3.   1
Ｃ２ 実験を主体とした科学教育のＡSEＡNおよび東アジア
展開（査読無し）（共著）（野村・山野・友木屋・大嶌・
馬場・ヒワティグ　ダフネ・山田・飯塚・板倉・加藤・
木下・下永田・白川・杉田・高木・辻・東崎・中澤・林・
ホーン・山下・大和・米田）
千葉大学教育学部研究紀要，63，35-41 15.   3.   1
Ｃ３ ヘルス・プロモーティング・スクール評価票を用いた
教員検討会による学校アセスメント―幼稚園・小学
校・中学校・特別支援学校における評価―（査読無
し）（共著）（岡田・磯邉・小橋・砂上・北島・中澤・
宮寺・ホーン・小林・互）
千葉大学教育学部研究紀要，63，311-316. 15.   3.   1
Ｈ１ Bayley-Ⅲ発達検査の検討（共同）（中澤潤・松井三枝・
小川翔大・久保瑶子）
日本心理学会第78回大会発表論文（同志社大
学），1079.
14.   9. 12
Ｈ２ 児童・青年の発達とメンタルヘルスに関する大規模縦
断研究―書字・学習，情動調整方略，性別違和感との
関連から―（シンポジウム指定討論）（単独）
日本発達心理学会第26回大会論文集（東京大
学），18-19.
15.   3. 20
Ｈ３ 自由遊びにおける保育者の去りと子どもの行動（共同）
（北田沙也加・岡田あずさ・睦蓮淑・山田千愛・中澤潤・
冨田久枝）
日本保育学会第68回大会発表要旨集（椙山女
学園大学），21028.
15.   5.   9
Ｈ４ 幼稚園の虫飼育活動における保育者の援助（共同）（原
田理恵・中澤潤）
日本保育学会第68回大会発表要旨集（椙山女
学園大学），15101.
15.   5. 10
Ｈ５ 国立大学における保育教諭養成の現状と課題（単独） 保育教諭養成課程研究会第２回研究大会 15.   6.   7
Ｋ１ 赤外線サーモグラフによる情動指標としての体温の測
定（単著）
日本発達心理学会ニューズレター，75，4-5. 15.   6. 30
Ｌ１ “Fathering: Ａ Journal of Theory， Research， and Practice about Mens as Fathers.”  Editorial Board 
Member
13.   1～現在
Ｌ２ 日本心理学会機関誌等編集委員会委員・副委員長 12. 11～現在
Ｌ３ 日本心理学会学術大会委員会委員 13.   6～現在
Ｌ４ 日本小児保健協会発育委員会委員 08.   4～現在
Ｌ５ 日本成人先天性心疾患学会理事 10.   1～現在
Ｌ６ 日本教育大学協会幼児教育部門会代表 12.   5～15.   5
Ｌ7 全国附属学校連盟幼稚園部会長 13.   6～15.   6
Ｌ８ 千葉県生涯学習審議会委員，千葉県社会教育委員，委員長 14. 11～現在
Ｌ９ 千葉市社会福祉法人設立等審査委員会委員　児童福祉部会長 10.   4～現在
Ｌ10 浦安市社会福祉協議会理事・副会長 12. 10～現在
松　嵜　洋　子（幼児教育学） 16-5
Ｃ１ 幼稚園の飼育当番活動における責任と報酬の分配（共
著）（下山薫・砂上史子・松嵜洋子）
千葉大学教育学部研究紀要.63.129-136. 15.   3
Ｃ２ 平成26年度中野区幼児研究センター事業報告書（共
著）（松嵜洋子・石沢順子・他４名）
中野区幼児研究センター 15.   3
Ｈ１ 総合的運動遊び（鬼遊び）の取組みにおける保育者の
意識に関する研究（共同）（堀田正央・松嵜洋子・無藤隆）
日本乳幼児教育学会24回大会（広島大学）.
138-139.
14. 11
Ｈ２ 園における身体作りの取組みが身体能力に与える影響
（共同）（松嵜洋子・無藤隆）
日本発達心理学会第26回大会（東京大学）.
700.
15.   3
Ｈ３ 発達に応じた総合的運動遊び（鬼遊び）の取組みに関
する研究（共同）（堀田正央・松嵜洋子・石沢順子・
無藤隆）
日本保育学会第68回大会（椙山女学園大学）
no.14011
15.   5
Ｈ４ 教員養成学部学生の生活科に対するイメージの変容
（単独）
日本生活・総合的学習学会第24回大会福岡
2015（福岡教育大学附属小学校他）.235.
15.   6
Ｈ５ 「運動遊びプログラム」きっかけ，取り組みの実際，
7年間で浮かび上がった成果（共同）（松嵜洋子・石
沢順子）
保育者の専門性研究会第49回 15.   8. 26
Ｋ１ 草加市小中学校教育課程指導資料（算数・数学）モ
デルプラン―草加市MＡTH・MＡTH単元ナビ＆MＡTH・
MＡTH単元ガイド（共同）（七澤和男・並木正成・松
嵜洋子・他11名）
草加市教育委員会 15.   2
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Ｋ２ 幼児向け通信教材「ひらがなだいすきワーク」（松嵜
洋子）
Z会年中児向け通信教材 15.   2
Ｋ３ 科研費成果報告リーフレット「運動遊びプログラム」
（松嵜洋子）
「運動遊びプログラム」研究会 15.   3. 24
Ｋ４ 入学に備えて今，できること（単独） ぺあぜっと年長11月号.Z会.20-23. 14. 11.   1
Ｋ５ 発想を豊かにする問いかけ方（単独） ぺあぜっと年少５月号.Z会.12-15. 15.   5.   1
Ｋ６ 意欲を引き出す親子の会話（単独） ぺあぜっと年少６月号.Z会.12-15. 15.   6.   1
Ｋ7 ひらがな学習，子どもの意欲を大切に（単独） ぺあぜっと年中８月号.Z会.20-23. 15.   8.   1
Ｌ１ 千葉大学教育学部附属幼稚園公開講座　講師 14.   9. 10
Ｌ２ 千葉県幼稚園教育課程研究協議会　講師 14. 10. 30
Ｌ３ 島根県立大学短期大学部「益田市ふるさと基盤教育」研究協議会 15.   1. 12
Ｌ４ 草加市教育委員会平成26年度子ども教育連携推進研究事業実践研究発表会　講評 15.   1. 13
Ｌ５ 平成26年度　社会福祉法人夢工房　就学前教育研修会　講師 15.   3.   4
Ｌ６ 中野区幼児研究センター事業報告会　講師 15.   3. 24
Ｌ7 2015年度第１回フレーベル館　保育図書・保育雑誌編集委員会　講師 15.   5. 20
Ｌ８ 平成27年度　社会福祉法人夢工房　就学前教育研修夢花保育園園内研修　講師 15.   6.   3，7. 29，8. 12，8. 21，8. 26
Ｌ９ 高大連携　千葉女子高等学校教員基礎コース　講師 15.   6. 13
Ｌ10 新宿区立四谷子ども園園内研修　講師 15.   6. 17
Ｌ11 新潟県保育士会研修パワーアップセミナー１　講師 15.   6. 26
Ｌ12 大分県教育委員会　平成27年度保育力向上研修会　講師 15.   8.   7
Ｌ13 中野区幼児研究センター　非常勤研究員 07.   4～15.   3
Ｌ14 草加市教育委員会　草加市子ども教育連携推進委員会専門部会委員 14.   6～継続中
Ｌ15 千葉市こども未来局指定管理者選定評価委員会委員 15.   4～継続中
Ｌ16 国立教育政策研究所　プロジェクト研究 ｢幼小の育ち・学びと幼児教育の質
に関する研究｣ 委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 15.   4～継続中
Ｌ17 日本臨床発達心理士会 千葉支部　役員 15.   5～継続中
養護教育学
岡　田　加奈子（養護教育） 17-1
Ａ１ 学校保健安全法に対応した「改訂　学校保健」―ヘル
スプロモーションの視点と教職員の役割の明確化（編
著者）
東山書房 15.   2. 23
Ａ２ 子どもの心と体の健康を育む学校づくり―第８章「ヘ
ルス・プロモーティング・スクール」「ヘルシ ・ースクー
ル」のすすめ（分担執筆）
ぎょうせい 15.   3. 20
Ａ３ 保健室で役立つ　ステップアップ　フィジカルアセス
メント（第１版第３刷）（編著者）
東山書房 15.   7. 27
Ｂ１ 香港のヘルス・プロモーティング・スクールの現状
―学校，教員，児童・生徒，家庭・地域への包括的ア
プローチ―（査読有）（共著）（山田響子・岡田加奈
子）
日本教育保健学会年報，第22号，p.39-48 15.   3. 21
Ｂ２ 養護教諭のワークステージと必要な実践力の明確化
（査読有）（共著）（岡田加奈子・三村由香里・鎌塚優
子・上村弘子・竹鼻ゆかり・松枝睦美・中下富子・工
藤宣子）
日本教育大学協会研究年報，第33集，p.239-
249
15.   3. 31
Ｃ１ 大学生を対象としたケースメソッド教育の評価―積極
的・消極的参加者を対象としたグループインタビュー
調査―（査読無）（共著）（岡田加奈子・三村由香里・
竹鼻ゆかり・松枝睦美・林照子）
千葉大学教育学部研究紀要，第63巻，p.303-
310
15.   3.   1
Ｃ２ ヘルス・プロモーティング・スクール評価票を用いた
教員検討会による学校アセスメント―幼稚園・小学
校・中学校・特別支援学校における評価―（査読無）
（共著）（岡田加奈子・磯邉聡・小橋暁子・砂上史子・
北島善夫・中澤潤・宮寺千恵・ホーン　ベヴァリー・
小林英恵・互光子）
千葉大学教育学部研究紀要，第63巻，p.311-
316
15.   3.   1
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Ｃ３ ケースメソッド教育のアプローチを活用した道徳教育
の可能性―教材の開発とそれを用いた授業の検討―
（査読無）（共著）（中村美智太郎・鎌塚優子・岡田加
奈子・鵜澤京子・竹内伸一）
静岡大学研究紀要，No.11，p.59-74 15.   3. 25
Ｃ４ シンガポールのヘルス・プロモーティング・スクール
の特徴（査読無）（共著）（吉田由美・岡田加奈子）
目白大学健康科学研究，第８号，p.27-36 15.   3. 31
Ｃ５ ケースメソッド教育における議論を活性化するための
ディスカッションリーダーの技法の抽出―養護教諭を
対象とした授業に着目して―（査読無）（共著）（鎌塚
優子・岡田加奈子・竹鼻ゆかり・齋藤千景）
静岡大学教育学部附属教育実践総合センター
紀要，No.23，p.25-34
15.   3. 31
Ｆ１ 新版　中学校保健体育（分担執筆） 大日本図書 15.   2. 13
Ｆ２ 附属学校と大学の連携によるテーマ別養護実習の試み
―健康教育―（共著）（岡田加奈子・高柳佐土美・根
本由美子）
平成26年度千葉大学教育学部－附属学校園間
連携研究成果報告書
15
Ｆ３ 養護教諭としての実践的能力育成を目指す千葉大学養
護実習モデルの開発３―附属中学校教育実習オリエン
テーション参加が及ぼす教育効果―（共著）（工藤宣
子・岡田加奈子・小林隆義・高柳佐土美・根本由美
子）
平成26年度千葉大学教育学部－附属学校園間
連携研究成果報告書
15
Ｆ４ 学部と連携した附属小学校における健康的な学校づく
りの取り組み（共著）（小橋暁子・岡田加奈子・藤川
大祐・佐瀬一生・半田康・根本由美子・黒川節子）
平成26年度千葉大学教育学部－附属学校園間
連携研究成果報告書
15
Ｈ１ 学会長講演「養護の本質から，養護実践の未来へ」 日本養護教諭教育学会第22回学術集会（千葉） 14. 10. 11
Ｈ２ 学校保健との連携・協働―その現状と課題― 第73回日本公衆衛生学会総会（栃木） 14. 11.   5
Ｈ３ 養護教諭の不登校支援に対する認識と行動の意味―高
等学校養護教諭10名のインタビュー調査の結果から―
（鵜澤京子・岡田加奈子）
日本健康相談活動学会第11回学術集会（愛知） 15.   2. 28
Ｈ４ 慢性疾患のある子どもを理解するための教員向け教材
の開発（竹鼻ゆかり・齋藤千景・加瀬涼子・岡田加奈
子・鎌塚優子）
日本健康相談活動学会第11回学術集会（愛知） 15.   2. 28
Ｈ５ 養護教諭養成大学における『養護概説』開講の現状と
課題（三森寧子・竹鼻ゆかり・矢野潔子・⻄岡かおり・
朝倉隆司・池添志乃・岡田加奈子・鎌塚優子・上村弘
子・河田史宝・小林央美・齋藤千景・齊藤理砂子・鹿
野裕美・中下富子）
日本健康相談活動学会第11回学術集会（愛知） 15.   2. 28
Ｉ１ Clarification of specialized competence of Yogo 
teachers in Japan（Kanako Okada，Sayaka Tamura，
Yuko Kamazuka，Yukari Takehana，Tomiko Nakashita，
Yukari Mimura，Hiroko Kamimura，Mutsumi Mat-
sueda）
The 2nd Biennial Regional School Health 
Congress 2014 （マカオ）
14. 10. 25
Ｋ１ 学校の常識？非常識？　健康的な学校づくりを目指し
て第１回―教職員の健康　忙しいとは「心を亡くす」
（単著）
教育新聞，教育新聞社，第3303号 14.   9.   1
Ｋ２ 学校の常識？非常識？　健康的な学校づくりを目指し
て第２回―連携・協働　聳え立つ専門性に風穴（単著）
教育新聞，教育新聞社，第3311号 14. 10.   6
Ｋ３ 学校の常識？非常識？　健康的な学校づくりを目指し
て第３回―自転車にヘルメット　危険なのは子どもだ
け？（単著）
教育新聞，教育新聞社，第3320号 14. 11. 17
Ｋ４ 学校の常識？非常識？　健康的な学校づくりを目指し
て第４回―その健康教育!適切と言えますか？（単著）
教育新聞，教育新聞社，第3328号 14. 12. 18
Ｋ５ 巻頭言：養護教諭養成教育機関の現状と課題（単著） 学校保健研究，第56巻第５号，p.346 14. 12. 20
Ｋ６ 海外レポート：第２回〈アジア〉地域学校保健学会
2014（単著）
健康教室，第66巻第１号，通巻第974号，p.56-
57
15.   1.   1
Ｋ7 新年によせて：スクール・マザ （ーSchool Mother）（単
著）
健，第43巻第10号，通巻第508号，p.10
Ｋ８ 学校の常識？非常識？　健康的な学校づくりを目指し
て第５回―教育の原点を再認識　自閉症スペクトラム
（単著）
教育新聞，教育新聞社，第3333号 15.   1. 15
Ｋ９ 学術集会報告：第22回学術集会を終えて（共著）（岡
田加奈子・工藤宣子）
日本養護教諭教育学会誌，第18巻第２号，
p.23-24
15.   3
─ 511 ─
研 究 活 動 状 況
Ｌ１ 日本学術会議連携会員 06. 11～14. 10
Ｌ２ International Union of Health Promotion and Education， NPWP 北⻄部太平洋地域事務局ディレ
クター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 10.   6～15.   3
Ｌ３ 日本養護教諭養成大学協議会　会長 12.   4～15.   3
Ｌ４ 日本学校保健学会理事 06～継続中
Ｌ５ 日本健康教育学会理事 05.   6～継続中
Ｌ６ 習志野市「健康なまち習志野評価委員会」委員 07.   3～15.   3
Ｌ7 千葉県学校歯科保健推進協議会　座長 10.   4～15.   3
Ｌ８ 千葉県「がんの教育検討会」委員 14.   6～15.   3
工　藤　宣　子（養護教育） 17-2
Ｃ１ 養護教諭のワークスステージと必要な実践力の明確化
（査読有）（共著）（岡田加奈子・三村由香里・鎌塚優
子・上村弘子・竹鼻ゆかり・松枝睦美・中下富子・工
藤宣子）
日本教育大学協会研究年報，第33集，p.239-
249
15.   5. 31
Ｈ１ 養護教諭自身のメンタルヘルスに関する教育センター
研修の実態―自然災害対応におけるストレス及び心的
疲弊に着目して―（高橋雅恵・工藤宣子・小林央美・
入駒一美・堀篭ちづ子・岡田加奈子）
日本養護教諭教育学会第22回学術集会（千葉
市）
14. 10. 12
Ｈ２ 養護教諭のワークスステージにおける質的能力に関す
る研究―現職養護教諭への質問紙調査より―（三村由
香里・岡田加奈子・工藤宣子・上村弘子・松枝睦美・
田村砂弥香・竹鼻ゆかり・鎌塚優子・高柳佐土美・黒
子彩子・中下富子）
日本養護教諭教育学会第22回学術集会（千葉
市）
14. 10. 12
Ｈ３ 東日本大震災における養護教諭の活動の実際と困難感
（第１報）―津波被害を経験した養護教諭へのインタ
ビュー分析から―（工藤宣子・堀篭ちづ子・小林央美）
日本学校健康相談学会第11回学術集会（松戸
市）
15.   3. 21
Ｈ４ 東日本大震災における養護教諭の活動の実際と困難感
（第２報）―内陸から津波被害地に転勤した養護教諭
へのインタビュー分析から―（小林央美・工藤宣子・
堀篭ちづ子）
日本学校健康相談学会第11回学術集会（松戸
市）
15.   3. 21
Ｈ５ 東日本大震災における養護教諭の活動の実際と困難感
（第３報）―津波被害地を支援経験した養護教諭への
インタビュー分析から―（堀篭ちづ子・小林央美・工
藤宣子）
日本学校健康相談学会第11回学術集会（松戸
市）
15.   3. 21
Ｈ６ 担任教師と養護教諭の「気づき」に関する実践的思考
様式の比較検討（小川昂子・工藤宣子）
日本教育学会第74回大会（東京都） 15.   8. 30
Ｋ１ 新シリーズ：災害について考える①「声なきものの声」
（単著）
日本養護教諭教育学会会報「ハーモニー」 15.   6. 10
Ｌ１ 習志野市教育研究会保健教育部会　講師 14. 10. 21
Ｌ２ 岩手県立盛岡第一高等学校　平成26年度　食育講座　講師 14. 10. 27
Ｌ３ 平成26年度　千葉市養護教諭会研究部会　全体研究発表会　講師 14. 11. 18
Ｌ４ 平成27年度教員基礎コース「教育基礎講座Ⅱ」講師 15.   4. 25
Ｌ５ 平成27年度　千葉市養護教諭研修会　キャリア・アップ研修会　講師（第１～３回） 15.   7. 11～15.   8. 25
Ｌ６ 岩手県立盛岡第一高等学校　平成27年度　保護者向け講演会　講師 15.   8.   7
Ｌ7 弘前大学大学院教育学研究科　非常勤講師（集中講義） 15.   8.   9～11
Ｌ８ 習志野市教育研究会保健教育部会　講師 15.   8. 18
Ｌ９ 平成27年度千葉県教育委員会免許法認定講習　講師 15.   8. 19～20
杉　田　克　生（養護教育） 17-3
Ｂ１ The Cockayne Syndrome Natural History （CoSyNH） 
study: clinical findings in 102 individuals and rec-
ommendations for care. （共著） （Wilson BT， Stark 
Z， Sutton RE， Danda S， Ekbote ＡV， Elsayed SM， 
Gibson L， Goodship JＡ， Jackson ＡP， Keng WT， King 
MD， McCann E， Motojima T， Murray JE， OmataT， 
Pilz D， Pope T， Sugita K， Susan M. White SM， 
Wilson IJ.）
Genet Med. 2015 July 23. doi 10. 1038/gim. 
2015. 110
15.   7
─ 512 ─
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Ｂ２ Pioglitazone improves fat tissue distribution and 
hyperglycemia in a case of cockayne syndrome with 
diabetes. K. （共著） （Hayashi Ａ， Takemoto M， Shoji 
M， Hattori Ａ， Sugita K， Yokote）
Diabetes Care. May 38（5） doi 10. 2337/dc14-
2944
15.   5
Ｂ３ Nationwide survey of Cockayne syndrome in Japan: 
Incidence， clinical course and prognosis. （共著） 
（Kubota M， Ohta S， Ａndo Ａ， Koyama Ａ， Terashima 
H， Kashii H， Hoshino H， Sugita K， Hayashi M.）
Pediatr Int. Jun 57（3）, 339-47 doi 10. 1111/
ped. 12635
15.   6
Ｂ４ コケイン症候群患者由来細胞の酸化ストレス負荷後の
致死感受性および損傷DNＡ修復能力低下（共著）（喜
多和子・杉田克生）
脳と発達　47（4），298-303 15.   7.   1
Ｃ１ 養護教諭養成課程学生における一次救命処置の理解度
（共著）（長島史佳・杉田克生・野崎とも子）
千葉大学教育学部研究紀要　2015，vol 63，
pp57-60
15.   3.   1
Ｃ２ リスク教育導入のための放射線実験プログラム作成
（共著）（山本葉月・杉田克生・加藤徹也・三門正吾・
高橋博代・野村純・喜多和子）
千葉大学教育学部研究紀要　2015，vol 63，
pp381-391
15.   3.   1
Ｃ３ 第一言語と第二言語における“語彙－概念リンク”の
発達　その５（共著）（伊敷美花・杉田克生・鈴木千絵里）
千葉大学教育学部研究紀要　2015，vol 63，
pp261-268
15.   3.   1
Ｃ４ 実験を主体とした科学教育のアセアンおよび東アジア
展開（共著）（野村純・山野芳昭・友木屋理美・大嶌
竜午・馬場智子・ヒワティグ　エイブリル　フロレス
カ・山田響子・飯塚正明・板倉嘉哉・加藤徹也・木
下龍・下永田修二・白川健・杉田克生・高木啓・辻
耕治・東崎健一・中澤潤・林英子・ホーン　ヘヴァ
リー・山下修一・大和政秀・米田千恵）
千葉大学教育学部研究紀要　2015，vol 63，
pp35-41
15.   3.   1
Ｄ１ カラヴァッジョ作「七つの慈悲の行い」からみた慈愛
（カリタス）精神（単著）
日本醫事新報　2015，No4750，p70-72 15.   5.   9
Ｄ２ 不治の病者の聖母病院とピオ・モンテ・デッラ・ミゼ
ルコルディア聖堂（単著）
STETHOSCOPE 2014，No.217，p14 15.   5. 10
Ｄ３ 英国での放射線リスク教育（単著） 日本醫事新報　2015，No4735，p70-72 15.   1. 24
Ｄ４ 放射性元素の発見と命名由来（単著） STETHOSCOPE 2014，No.215，p12-14 14. 11
Ｆ１ マルタ・ローマ・ナポリ医学史の旅2014報告書（共著）
（星和夫・杉田克生）
STETHOSCOPE　日本医学切手友の会会報
特別号
15.   4
Ｈ１ 学校での放射線リスク教育への新たな取り組み 第57回日本放射線影響学会（かごしま県民交
流センター）
15. 10. 18
Ｈ２ match-mismatch法を用いた“語彙－概念リンク”の
発達の検討　その２（杉田克生・杉田記代子）
第57回日本小児神経学会（大阪帝国ホテル） 15.   5. 29
Ｈ３ 低線量放射線による酸化ストレス応答シグナルを介す
るannexin Ａ２の細胞外放出（喜多和子・佐藤知穂美・
菅谷茂・杉田克生・金田篤志）
第56回日本放射線影響学会大会（かごしま県
民交流センター）
15. 10. 20
Ｈ４ ＡSEＡN連携による海外派遣での科学教育および教員
養成の新たな試み（野村純・山野芳明・ヒワティグ　
エイプリル　ダフネ　フロレスカ・大嶌竜午・馬場智
子・山田響子・飯塚正明・板倉嘉哉・大井恭子・加藤
徹也・木下龍・下永田修二・白川健・杉田克生・高木
啓・林英子・べバリー　ホーン・山下修一・米田千恵）
第38回科学教育学会（埼玉大学） 14.   9. 13
Ｈ５ 養護教諭に必要とされる放射線知識調査（高橋あか
り・前田彩香・杉田克生）
第39回千葉県小児保健協会総会（千葉市総合
保健医療センター）
15.   1. 15
Ｈ６ コケイン症候群と診断された難治性てんかんの一例
（楢原翔・青木雄介・鈴木基正・糸見和也・服部文子・
杉田克生）
小児神経学会東海地方会（名古屋市立大学病
院）
15.   8.   1
Ｌ１ 平成４年６月24日　日本小児神経学会評議員―現在 92.   6～継続中
Ｌ２ 平成10年５月１日　千葉県小児保健協会理事―現在 96.   5～継続中
高　橋　浩　之（健康教育学） 17-4
Ａ１ 学校保健ハンドブック（共著）（野津有司・岩田英樹・
笠井直美・栗原淳・中薗伸二・渡部基・新井淑弘・今
村修・岩井浩一・高橋浩之・他33名）
ぎょうせい 14.   9. 10
─ 513 ─
研 究 活 動 状 況
Ｂ１ 小・中・高校時代に慢性疾患がある友達と過ごした女
子大学生の認識と受け止め―M-GTＡを用いた分析―
（査読有り）（共著）（竹鼻ゆかり・朝倉隆司・高橋浩之）
日本健康相談活動学会誌　第 10 巻第１号　
pp.21-34
15.   3
Ｌ１ 日本学校保健学会理事 98. 11～継続中
Ｌ２ 日本健康教育学会理事 05.   8～継続中
Ｌ３ 厚生労働省「薬害を学び発生を防止するための教育に関する検討会」構成員 10.   7. 21～継続中
花　澤　　　寿（精神医学・精神病理学） 17-5
Ｃ１ 思春期不適応に関する考察―「時間と近代」の視点か
ら―（査読なし）（単著）
千葉大学教育学部研究紀要　63　295-301　
2015
15.   3
Ｌ１ 千葉県臨床精神病理研究会実行委員 04～
Ｌ２ 日本摂食障害学会　公開症例検討会助言者 14.   9. 16
Ｌ３ 千葉市稲毛保健福祉センター　母子講演会講師　「子どものこころと食事を考える」 14. 10.   3
Ｌ４ 木更津工業高等専門学校　保護者対象講演会　「思春期のこころの健康について―かかわりのための理
解」
14. 11.   1
Ｌ５ 市原市立若葉中学校　生徒対象講演会　「中学生に伝えたいこと―精神科医からのメッセージ」 14. 11.   8
Ｌ６ 四街道市保健センター　講演　「思春期の心の危機について」 14. 12.   5
Ｌ7 千葉市若葉保健福祉センター　母子講演会講師　「子どものこころと食事を考える」 15.   1. 16
Ｌ８ 千葉市花見川区保健福祉センター講演　「『保護される者』から『保護する者』へ　思春期における成長
とその問題」
15.   1. 26
Ｌ９ 千葉県臨床心理士会　講演　「貧困家庭の増加をどう受けとめるか」 15.   2.   1
Ｌ10 木更津工業高等専門学校　教職員メンタルヘルス研修会講師　「思春期のこころの健康について」 15.   2. 12
Ｌ11 千葉県精神保健福祉協議会総会記念講演　「ストレスとその対処について」 15.   6.   6
Ｌ12 千葉県スクールカウンセラー研修会　講演　「ヒトはなぜトラウマを負うのか　心的外傷の理解と対応」 15.   6.   7
Ｌ13 千葉市保健所　地域保健推進員研修会　講演　「育てることと育つこと―ヒトの子育ての難しさとその
支援について」
15.   6. 22
Ｌ14 学校保健研究会主催　第54回学校保健ゼミナール講演　「今・思春期を生きるということ　その困難と
対応を考える」
15.   8.   7
Ｌ15 千葉県長生健康福祉センター　思春期保健講演会　「思春期の心の理解とその対応」 15.   8. 10
野　崎　とも子（養護） 17-6
Ｃ１ 養護教諭養成課程学生における一次救命処置の理解度
（共著）（長島史佳・杉田克生・野崎とも子）
千葉大学教育学部研究紀要　第63巻　P57-60 15.   3.   1
Ｌ１ 千葉県立幕張高等学校看護科非常勤講師 04.   4～継続中
教員養成開発センター
磯　邉　　　聡（臨床心理学） 18-1
Ｂ１ 学校臨床の視角―その奥深さと豊かさ―（査読無）（単
著）
日本養護教諭教育学会誌，vol18（2），pp.27-
30
15.   3. 25
Ｃ１ 学校臨床の視角―私家版・学校臨床心理学入門―（査
読無）（単著）
千葉大学教育学部研究紀要，vol63，pp.77-
84
15.   3.   1
Ｃ２ 教育相談に関する研究　育てる教育相談の在り方―だ
れもが行きたくなる学校・学級づくりをめざして―
（査読無）（共著）（磯邉聡・猿渡敦子・布施勝美・吉
野真澄・山根布由子・倉持祉斗・矢板正子・梅野祥史・
宮奈香織・梅澤文則・その他８名）
千葉市教育センター紀要，vol23，pp.38-45 15.   3. 14
Ｄ１ 心身に問題を抱える子どもへの寄り添いと支援（査読
無）（単著）
子どもと健康，vol100，pp.28-56 14. 12. 15
Ｆ１ 平成26年度生徒指導調査研究委員会報告書　知ってい
ますか？　ネットトラブル対応方法（共著）（磯邉聡・
永島伸浩・平野正春・元島伸治・佐藤紳一・小島真
理・山口鉄也・梅澤文則・安岡香奈子・中村奈津代・
他３名）
千葉市教育委員会 15.   3.   1
─ 514 ─
千葉大学教育学部研究紀要　第64巻　研究活動状況
Ｆ２ 「健康」という観点から見た附属中学校（５）―BLS研修
を通じた教員の意識変容の実証的検討―（共著）（磯
邉聡・高橋浩之・揚原祥子・七澤朱音・ホーン　ベヴァ
リー・坂本紹一・田倉昌美・渡辺明日子・荒川恵美・
松村尚子・高柳佐土美・⻄川信明・中嶋真紀）
平成26年度千葉大学教育学部－附属学校園巻
連携研究成果報告書，pp.7-8
15.   8.   6
Ｆ３ 教育学部附属学校園におけるスクールカウンセラーの
活動（２）―スクールカウンセリングを支える学部の体
制をめぐって―（共著）（磯邉聡・笠井孝久・砂上史
子・宮寺千恵・入澤里子・半田康・坂本紹一・松田
厚・中嶋真紀）
平成26年度千葉大学教育学部－附属学校園巻
連携研究成果報告書，pp.9-10
15.   8.   6
Ｌ１ 千葉県子どもと親のサポートセンター　スクールアドバイザー 02.   4～継続中
Ｌ２ 千葉市スクールカウンセラー 05.   4～継続中
Ｌ３ 千葉市教育委員会生徒指導調査研究委員会　委員長 05.   4～継続中
Ｌ４ 非営利特定団体　生と死を考える会　スーパーバイザー 05.   6～継続中
Ｌ５ 千葉市教育センター研究事業　通年講師 06.   4～継続中
Ｌ６ 公益社団法人　千葉犯罪被害者支援センター　理事 10.   6～継続中
Ｌ7 千葉市子ども・若者支援協議会代表者会議　委員 12.   4～継続中
Ｌ８ 千葉県警察カウンセリング業務スーパーバイザー 12. 10～継続中
Ｌ９ 千葉県子どもと親のサポートセンター支援事業部調査研究会議通年講師 12. 11～継続中
Ｌ10 科学研究費委員会専門委員 12. 12～14. 11
Ｌ11 千葉市青少年問題協議会　会長 14.   9～継続中
Ｌ12 一般社団法人　千葉県臨床心理士会　理事 15.   5～継続中
重　栖　聡　司（学校経営学） 19-2
Ｃ１ 学校教育における不就学と長期欠席問題（第１報）（査
読無）（共著）（保坂亨・重栖聡司・土屋玲子）
千葉大学教育実践研究第18号 15.   3. 16
Ｌ１ 千葉県学校給食会評議員 12.   7.   1～15.   6. 30
Ｌ２ 教員免許状更新講習講師（市原会場　茂原会場　千葉大学会場） 15.   6.   7～
Ｌ３ 鴨川市教育委員会主催「長狭教育の会」研修会　講師　「学校における危機管理」 15.   8. 21
Ｌ４ 千葉県教育委員会主催「平成27年度いじめ問題対策リーダー養成集中研修会―いじめ問題に
取り組むリーダーに求められる役割―」
 15.   8. 26
土　田　雄　一（道徳・教育相談） 19-3
Ｃ１ 学校の国際化と防災教育―市原市Ａ小学校区の実践分
析から―（単著）
千葉大学教育学部紀要　第63巻　pp205-211 15.   3.   1
Ｃ２ 小中連続道徳授業の省察―市原市Ａ中学校区での実践
分析から―（共著）（土田雄一・川添幹貴・尾高正浩）
千葉大学教育学部紀要　第63巻　pp213-224 15.   3.   1
Ｃ３ 日中小学校における国際理解教育の授業開発―漢字文
化の学習を通した道徳教育のアプローチ―（共著）（陳
卓君・土田雄一）
千葉大学教育実践研究　第18号　pp35-46 15.   3. 16
Ｃ４ 基礎期同年代教員集団による課題解決型研修の有効性
―「授業力アップ集中研修」の経年分析から―（共著）
（土田雄一・真田清貴）
千葉大学教育実践研究　第18号　pp47-58 15.   3. 16
Ｄ１ 小中連続道徳授業の実践―市原市Ａ中学校区の取り組
みから（単著）
金子書房，「児童心理」2015年２月号臨時増
刊，小学五・六年生の学級生活　pp64-68
15.   2.   5
Ｄ２ 道徳授業の「落とし穴」③ ―「手法におぼれる」―
（単著）
光文書院，「子どもの道徳」No109，p16 15.   1
Ｄ３ 道徳授業の「落とし穴」③ ―「視聴覚教材におぼれ
る」―（単著）
光文書院，「子どもの道徳」No110，p16 15.   5
Ｄ４ 外国にルーツをもつ子どもたちと共に学ぶ学校（単著） 金子書房，「児童心理」2015年８月号臨時増刊，
「体験」がもたらす子どもの成長　pp62-67
15.   7. 10
Ｇ１ 教育系大学において「交流人事教員」が果たしてきた
役割と今後の課題Ⅰ（共同発表）（霜川正幸・保坂亨・
佐瀬一生・土田雄一・神居隆・植田和也・藤井善章）
平成26年度教育大学協会研究集会（仙台国際
センター）
14. 10. 18
Ｇ２ 教育系大学において「交流人事教員」が果たしてきた
役割と今後の課題Ⅱ（共同発表）（霜川正幸・保坂亨・
佐瀬一生・土田雄一・神居隆・植田和也・藤井善章）
平成27年度教育大学協会研究集会（仙台国際
センター）
14. 10. 18
─ 515 ─
研 究 活 動 状 況
Ｌ１ 四街道市小中一貫教育推進委員会委員 15. 10～継続中
Ｌ２ 日本生徒指導学会　監事 09～継続中
Ｌ３ NHK学校放送番組「ココロ部!」「オンマイウェイ」番組委員 15. 12～継続中
Ｌ４ NHK学校放送番組「道徳ドキュメント」「時々迷々」番組委員 06.   4～継続中
Ｌ５ 日本生徒指導学会　監事 10～継続中
Ｌ６ 千葉市教育センター研究事業（講師）「キャリア教育」 14.   5～15.   3
Ｌ7 千葉市道徳教育用教材作成委員会（講師） 13～継続中
Ｌ８ 千葉女子高校「教員基礎コース・教育基礎講座」（講師）「教育学部の授業の実際」 14.   9. 20
Ｌ９ 習志野市立香澄小学校道徳公開研究会講師（講演）「これからの道徳教育」 14. 11.   7
Ｌ10 千葉市立幕張東小学校道徳公開研究会講師（講演）「これからの道徳教育」 14. 11.   7
Ｌ11 学校放送番組・ICT活用講座「道徳番組」の活用法（鳥取県南部町立南部中学校）（講師） 14. 11. 28
Ｌ12 安房高校「教員基礎コース」（講師）「人間関係作りの理論と実際」 15.   5.   9
Ｌ13 千葉女子高校「教員基礎コース・教育基礎講座」（講師）「道徳授業の魅力」 15.   6.   6
Ｌ14 千葉県子どもと親のサポートセンター上級教育相談講座（講師）「教室で生かせる人間関係づくり」 15.   6. 19
Ｌ15 船橋市総合教育センター「子どもが輝く小学校人間関係づくり」（講師） 15.   8.   3
Ｌ16 千葉県教育委員会免許法認定講習「教育の方法と技術」（講師） 15.   8. 10～11
Ｌ17 習志野市総合教育センター「第２回教育相談研修」（講師） 15.   8. 19
伏　見　陽　児（教育心理学） 19-4
Ｂ１ 「事例に基づく帰納学習」だけで事例効果を説明でき
るのか？―工藤（2003）の研究の批判的検討―（査読
付）（単著）
教授学習心理学研究，vol.10，pp.58-66 14. 12. 19
Ｌ１ 日本教育心理学会機関誌『教育心理学研究』編集委員 14.   1～
Ｌ２ 日本教授学習心理学会理事 08.   4～
Ｌ３ 千葉県教委との協定に基づく高大連携実務担当
Ｌ４ 千葉県看護協会，実習指導者講習，講師 14. 10. 29，11.   5
Ｌ５ H27年度長研生説明会，講師（於千葉県総合教育センター） 15.   2.   3
Ｌ６ 千葉県長研生共通研修，講師（於千葉県総合教育センター） 15.   4. 14
Ｌ7 千葉市長研生共通研修，講師（於千葉市教育センター） 15.   4. 15
Ｌ８ 千葉県看護教員養成講習会，講師（於千葉県ナースセンター） 15.   4. 22，  5. 13，  5. 20，  5. 27，  6.   3，  6. 10
Ｌ９ 高大連携講座「基礎教養講座」講師（千葉東高，木更津高.於学内） 15.   4. 11
Ｌ10 高大連携講座「教育基礎講座」講師（千葉女子高，安房高） 15.   5.   9，  6. 13
Ｌ11 教員免許状更新講習，講師（市原，成田，千葉科学大，学内） 15.   6.   7，  6. 14，  7. 28，  8.   1，  8. 25
Ｌ12 県内遠隔地公開講座，講師（於長生高） 15.   7. 23
保　坂　　　亨（教育相談） 19-5
Ａ１ 管理職課題解決実践シリーズ３　子どもの心と体の健
康を育む学校づくり「第６章　子どもの心を育む学校
教育相談」（共著）（保坂亨・真田清貴（監修　天笠
茂））
ぎょうせい　pp.82-92 15.   3. 20
Ｂ１ 特集　消えた子ども・子どもを見失う社会「居所不明
児童生徒の実態と学校教育」（査読無）（単著）
一般社団法人日本子ども虐待防止学会「子ど
もの虐待とネグレクト」Vol.17　№1　pp.28-33
15.   4. 30
Ｃ１ 不登校経験とその後の生活との関係―定時制高校で適
応的に過ごしていた事例から―（共著）（大塚朱美・
真田清貴・保坂亨）
千葉大学教育学部研究紀要　第63巻　pp.105-
110
15.   3.   1
Ｃ２ 学校教育における不就学と長期欠席問題（第１報）
―戦後混乱期の学校における不就学と長期欠席―（共
著）（保坂亨・重栖聡司・土屋玲子）
千葉大学教育実践研究　第18号　pp.1-10 15.   3. 16
Ｃ３ 施設における虐待を受けた子どもと教師の関係づくり
―特別支援教育の実践を中心に―（共著）（村松健司・
保坂亨・渡邊健二）
千葉大学教育実践研究　第18号　pp.11-18 15.   3. 16
Ｃ４ 施設入所児の学校生活と教育保障―児童養護施設から
見た学校との連携を中心に―（共著）（村松健司・保
坂亨・真田清貴）
千葉大学教育実践研究　第18号　pp.19-33 15.   3. 16
─ 516 ─
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Ｄ１ 特集　学校に行かない子　行けない子『学校から見え
ない子どもたち―見過ごしてはならない「危険な欠
席」―』（単著）
学事出版　月刊生徒指導　2015.６月号　pp.18-
21
15.   6.   1
Ｆ１ 教員養成における交流人事教員と実務家教員の役割
（共著）（保坂亨・佐瀬一生・土田雄一・霜川正幸・植
田和也・⻄村隆徳・渡邊健二）
平成26～28年度　科学研究費補助金　基盤研
究Ｃ中間報告書
15.   3. 20
Ｌ１ 子どもの虹情報研修センター企画評価委員 08.   4～継続中
Ｌ２ 千葉市男女共同参画苦情処理委員 13.   4～継続中
Ｌ３ 文部科学省「免許更新制高度化のための調査研究事業」　審査委員会委員 13.   5～継続中
Ｌ４ 子どもの虹情報研修センター研究小委員会研究アドバイザー 14.   4～継続中
Ｌ５ 千葉市教育委員会いじめ等の対策及び調査委員 14.   6～継続中
Ｌ６ 子どもの虹情報研修センター共同研究委員（研究課題：今後の虐待対
策のあり方について）
 15.   4～継続中
Ｌ7 文部科学省「教員講習開設事業費等補助金」審査委員会委員 15.   3～継続中
Ｌ８ 千葉大学教育学部附属中学校学校アドバイザー 15.   4～継続中
Ｌ９ 千葉県「自立した社会人の育成に係る連絡会議」アドバイザー 14.   9.   5，15.   1. 19，15.   6.   4
Ｌ10 千葉県立千葉女子高等学校「教員基礎コース・教育基礎講座Ⅰ」　講師 14.   9. 20
Ｌ11 独立行政法人教員研修センター　平成26年度教職員等中央研修（第３
回副校長・教頭等研修）講師
 14.   9. 30
Ｌ12 習志野市総合教育センター事例研究会　講師 14. 10.   1，14. 12. 22
Ｌ13 千葉県子どもと親のサポートセンター　スクールアドバイザー 14. 10. 29，15.   6. 23，15.   7. 31，15.   8. 28
Ｌ14 平成27年度千葉県・千葉市公立学校教員採用選考２次合格者説明会　
講師
 14. 11. 15
Ｌ15 平成26年度・27年度千葉県教育委員会教員採用選考検討会議　助言者・
講師
 14. 12. 18，15.   8. 12
Ｌ16 千葉県子どもと親のサポートセンター　スクールアドバイザー（スー
パービジョン）
 15.   1. 13
Ｌ17 埼玉県立大宮東高等学校「メンタルヘルス出前講座」（教職員対象）　
講師
 15.   1. 22
Ｌ18 平成26年度千葉県教育研究会柏支会学校教育相談部会　講師 15.   1. 23
Ｌ19 千葉県・茨城県私立大学教職課程研究連絡協議会（千葉科学大学）講
演会　講師
 15.   2. 17
Ｌ20 千葉県総合教育センター長期研修全体研修　講師 15.   4. 14
Ｌ21 千葉市教育委員会長期研修共通研修会　講師 15.   4. 15
Ｌ22 千葉県子どもと親のサポートセンター 教育相談ネットワーク連絡協議
会　講師
 15.   5. 29
Ｌ23 千葉県子どもと親のサポートセンター　平成27年度教育相談上級研修　
講師
 15.   6. 19
Ｌ24 千葉県「新たな学びに関する教員の資質能力向上のためのプロジェク
ト」連絡協議会　委員
 15.   6. 24，15.   7. 29
Ｌ25 千葉県教育委員会　平成27年度いじめ防止対策研修会　講師 15.   7.   7，15.   8.   7，15.   8. 27，15.   8. 28
Ｌ26 袖ヶ浦市教育講演会「学校教育相談―長期欠席（不登校）の現状と課
題―」　講師
 15.   7. 30
Ｌ27 子どもの虹情報研修センター　平成27年度教育機関・児童相談所職員
合同研修　講師
 15.   8.   5
Ｌ28 千葉県　平成27年度いじめ問題対策リーダー養成集中研修　講師 15.   8. 24
Ｌ29 平成27年度　柏市教育委員会　キャリアアップ研修（兼免許状更新講
習）　講師
 15.   8. 26
笠　井　孝　久（教育相談） 19-6
Ｂ１ ナマハゲの恐怖に対する反応の発達的変化 千葉大学教育実践研究第18号　pp.59-66 15.   3. 16
Ｂ２ 教育相談に対して教師が直面する困難さ 千葉大学教育学部研究紀要　第63巻　pp.187-
197
15.   3.   1
─ 517 ─
研 究 活 動 状 況
Ｆ１ 千葉県子どもと親のサポートセンター参与 02.   4～継続中
Ｆ２ フリースペース「PIECE」アドバイザー 04. 11～継続中
Ｆ３ 千葉県子どもと親のサポートセンター　スクールアドバイザー 11.   4～継続中
⻄　村　隆　徳（社会） 19-7
Ｃ１ 教員養成学部における ｢地域の教育｣ に関する授業の
意義と実際（共著）（佐瀬一生・⻄村隆徳）
千葉大学教育実践研究第18号pp.67-81 15.   3. 16
吉　田　雅　巳（教育工学） 19-8
Ａ１ Ａnalysis of an Online Community of an International 
Cultural Project （共著） （Yoshida M. and Thammetar， 
T.）
Ａdvanced Science Engineering and Medi-
cine， Vol.7， No.7， pp.550-556.
15.   7.   1
Ａ２ Continual Social Graph Ａnalysis of Online Commu-
nity for a Cultural Project in the Foreign Country （共
著） （Yoshida， M. and Thammetar， T.）
The Social Sciences， Vol. 10， No. 2， pp.194-
200. 
15
Ｉ１ Ａnalysis of Online Community for Business Project 
in the Foreign Country （共著） （Yoshida， M. and 
Thammetar， T.）
Paper presented at the 6th Indonesia Japan 
Joint Scientific Symposium; IJJSS 2014， 
Proceedings pp.427-436. 
14. 10. 30
Ｉ２ Study on Online Communication Emerged from Cen-
tralized Conference （単著）
6th International Conference on Information 
and Multimedia Technology （ICIMT）， 
Program P.29. 
14. 12.   9
Ｉ３ Ａnalysis of an Online Community of an International 
Cultural Project （共著） （Yoshida M. and Thamm-
etar， T.）
Paper Presented at the 2015 International 
Conferences on Socio-Cultural Relationship 
and Education Pedagogy Learning Sciences; 
SOCIO-CULTURＡL 2015， Conference Book 
pp.7-13.
15.   1. 31
Ｉ４ Study on Dissemination of Scholarly Papers with 
Open Source Options about Regional In-service 
Courses （単著）
7th International Conference on Computer 
Research and Development; ICCRD 2015， 
Proceedings pp.109-113
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